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にがくて、甘い




　室内にはベッドサイドの淡い明かりが灯っているだけ。ギシッとスプリングの音を立て、組み敷かれた私を見下ろしているのは、この世界で一番大嫌いな人。

　覚悟ならずっと前からしていた。いつかはこんな日がくるんじゃないかと。でも、いざその時がくると怖い。

　少しでも恐怖心を払拭するように、まぶたをギュッと閉じる。だけど次の瞬間、大きな手が頬に触れ、びっくりして再び目を開けると、薄暗い室内でもわかる彼の整った顔が間近にあった。

　気づけばそばにいるのがあたり前で、ずっと私の人生に関わってきた人。彼の顔なんてもう見飽きているのに、なぜだろう。まるで別人のように見えるのは。

　今、私を見る彼の目は、いつもの冷ややかなものではなく、とびっきり甘い。その表情は色っぽくて妖艶で、私……こんな彼を知らない。

　私たちはただ、将来一緒になる運命から逃れられないから、仕方なしにそばにいるだけだった。

　お互い口には出さないけれど、私があなたを大嫌いなように、あなただって私のことなんて嫌いなはず。

　その証拠に彼の隣には、常に私以外の女性がいる。これまでに何度そんな場面を目にして、いったい何人の女性たちから牽けん制せいされてきただろうか。

　自分たちの意思など無視された関係。私なんて、彼には釣り合わない。……そんなの、私自身が一番わかっている。

　それでも彼のそばを離れることを許されないという皮肉。こんな自分の運命を何度恨んだことか。

　だけどそれは私だけではなく、きっと彼だって同じ気持ちでいるはず。それなのに、どうして目の前の彼は愛しそうに私を見つめているの？

　まばたきさえできず、彼の真意を探るようにその瞳をジッと見つめていると、彼はゆっくりと目を細めた。

「大丈夫、絶対痛くしないから」

「えっ？　――っんっ」

　かすれた声でささやくと、早急に唇を塞がれてしまう。

　お互い好きでもないのに、キスを何度も交わしてきた。そのたび、決まって彼は「これは義務だから」と言って。

　じゃあこの甘く痺れるようなキスも義務なの？

　いつもの触れるだけのキスじゃない。角度を変えて何度も落とされ、時には唇を食まれ……。ペロリと舐められた瞬間、甘い声を漏らしてしまう。その一瞬の隙に、容赦なく彼の舌が割って入ってきた。

　逃げてもとらえられて搦からめ捕られ、甘く口内を犯されていく。

　義務というのなら、私を全力で愛している……そんな勘違いをさせるようなキスをしないでほしい。

　キスだけでトロトロにとかされ、唇が離れる頃にはすっかり私の息は上がっていた。

　そんな私を、満足そうに見下ろす姿にドキッとなる。

　な、なによその顔。

　さっきまで交わしたキスを思い出すと恥ずかしくて顔を背けると、すかさず私の首もとに顔をうずめてきた彼の髪がかかり、くすぐったくて咄嗟に身をよじってしまう。

　彼氏がいる友達から、初めての時は痛くてつらいだけしかないって聞かされていた。

　だけど彼とこういう関係になるのは、避けては通れない道。だから痛みに耐え抜く覚悟を決めてきたのに……。

「あっ……、待って」

「なに？　痛い？」

　ううん、痛くない。ただずっと与えられている甘い刺激に怖くなっただけ。私の地肌をすべる指も、触れる手も優しくて、感じる吐息は熱くてこっちまでおかしくなる。

「正直に言って」

「違うの。……痛くなんてない。変になりそうで怖いの」

　命令口調なのに、優しくこめかみや頬に次々とキスが落とされ、素直になりたくないのに本音が口をついて出てしまう。

　すると彼は目を丸くさせた後、昔のようにふわりと笑った。

「いいよ、変になって。……変になった姿を見せてよ」

「そんなっ……」

　荒々しく唇を塞がれ、言葉はキスとともにのみ込んだ。

　こんなの、聞いていた話と違う。……そもそもどうして彼は、優しく大切に私を抱くのだろうか。

　キスと同じようにこの行為も義務なら、いっそひどくしてくれたらいい。

　一生忘れられないような痛みを残してほしかった。そうすれば自由をすべて奪われた人生の恨みを、全部彼にぶつけることができるのに。

　優しくされたら、嫌でも勘違いしてしまいそうになる。私は彼に愛されていると。

　そんなこと、絶対にあり得ないのに……。

　与えられるぬくもりは甘いのに、心の中はつらくて苦しい。

　人生で初めての行為は、にがくて甘い、複雑な感情を私に覚えさせた。










結婚は自由の始まり……だったはず




　大学の卒業式からわずか二日後の大安吉日。純白のウエディングドレスをまとい、都内とは思えない緑に囲まれたオシャレな教会で、多くの参列者が見守る中始まった結婚式。

　ずっとずっと、この日がくることを待ち望んでいたの。

「村むら瀬せ将まさ生きさん、あなたは荻おぎ原わら小こ毬まりさんを妻とし、神の導きによって夫婦になろうとしています。汝なんじ、健やかなる時も、病める時も、喜びの時も、悲しみの時も、富める時も、貧しき時も、これを愛し、敬い、慰め合い、ともに助け合い、その命ある限り真心を尽くすことを誓いますか？」

　片言の日本語で誓いの言葉を問う外国人牧師に、将生はすぐに答えた。

「はい、誓います」

　続いて私も同じことを問われ、彼同様「誓います」と答える。

　お互いの左手薬指に永遠の愛を誓う指輪をはめて、挙式はクライマックスを迎えた。

「それでは誓いのキスを」

　牧師の言葉に、私たちは向かい合う。

　私より身長が二三センチも高い一八三センチの将生は、かがんでゆっくりと私のベールをまくった。

　ずっとぼやけていた視界がクリアになると、すぐ目の前に見えるのは、整った将生の顔。

　二重で切れ長の大きな目。くっきりした涙袋がその大きさを強調している。

　うらやましくなるほどのきめ細かな綺麗な肌と、鼻筋が通っている高い鼻。厚みのある下唇のすぐ下には黒子があって、それが妙に色っぽい。

　しっかりセットされた艶のある黒髪とジムで鍛えられた引き締まった体に、黒のタキシードがよく似合っている。

　もう何度も口づけを交わし、肌を重ね合わせてきたというのに、なぜ私はドキドキしているのだろうか。

　多くの人が参列しているから高揚しているの？　それともやっと自由になれるという解放感から？

　どちらかわからない。……わからないけれど、今日でやっと私は自由になれるんだ。

　ゆっくりと将生の顔が近づいてきて、私はそのスピードに合わせてそっとまぶたを閉じる。

　そして唇が重なった瞬間、二十二年間の人生が走馬灯のように駆け巡った。




　将生と出会ったのはいつだろうか。それは思い出せないほど幼い頃のことで、気づいたら隣にいた。

　私たちを取り巻く環境を知る由もなかった幼少期は、将生と一緒に遊ぶのがただ楽しくて……。

　同じ幼稚園に通い、女友達より将生といる時間のほうが長く、休日も会っていたほど。姉きょう弟だいがいない私にとって将生は家族のような、親友のような。そんなかけがえのない存在だった。

　でも小学校に上がり、周囲の目がおかしいことに気づいた。友達に『どうして小毬ちゃんはいつも将生君と一緒にいるの？』と聞かれ、不思議に思った私は両親に尋ねたことがある。そこで初めて将生との関係が普通じゃないことを知ったのだ。

　私たちは生まれる前から決まっていた許婚いいなずけ。

　将生の父親は、社名を口にすれば誰でも知っているほど有名な家電メーカーの社長。一方で私の父親は、将生の会社から注文を受けて部品を製造している町工場の社長。

　住む世界が違う私たちが許婚なのは、父親同士の約束があったから。

　ふたりは高校時代からの親友で、親戚になりたいとよくお酒の席で話していたそう。するとほぼ同時期に妻の妊娠が発覚。生まれてきた子が男の子と女の子で、お互いが想い合うようになったら結婚させようと約束を交わしたのだ。

　そして無事に一ヵ月違いで生まれた私たちは、頻繁に会っていたこともあり、成長するにつれて意気投合していった。そんな自分の子供たちを見て、気の早い両親たちは将来結婚させようと決めたのだ。

　私たちの関係が変化したのは小学校高学年の頃。一緒にいる時間は減り、学校ではまったく話さなくなった。

　私が友達から将生との仲についていろいろと聞かれ、冷やかされていたように、将生も私とのことで友達にからかわれていたのかもしれない。

　それが嫌だったのか、せっかく幼稚園から大学まで上がれる学校に通っていたのに、中学は公立校へ進学すると言いだした。そして、私もそうするように促され、一緒の学校に進学することに。だけどそれは、両親への建前だったのだろう。

　なぜなら、中学生になると思春期に入り、ますます将生と疎遠になって、昔のように一緒にいることはなくなってしまったから。

　さらに、私と婚約しているにもかかわらず、将生には好きな人ができて、その子と付き合うようになった。その後もたくさんの女の子と付き合っていたようだ。校内で将生が女の子と一緒にいるところをよく見かけたけれど、いつも違う子だったから、誰とも長続きしなかったのだと思う。

　たとえ私たちの間にコミュニケーションがなくても、私の心には幼い頃の楽しかった記憶が根強く残っていたし、将生が私の婚約者だということに変わりなかった。恋愛感情以前に、かけがえのない大切な存在――。

　そんな思いでいるのは、将生も同じだと信じていた。

　だけどあることがきっかけで、そう思っていたのは私だけだったと思い知らされる。

　中学二年の五月のある休日。街に買い物に行った時、一度だけ、デート中の将生と遭遇したことがあった。

　相手は同じ学校の子。びっくりして思わず彼の名前を呼んでしまった私に、将生から向けられたのは、冷たい目。

　そして一緒にいた彼女から怪訝そうに、『あの子、将生のことを名前で呼んでいたけど、いったいどんな関係なの？』と聞かれた時、将生は私を見ることなくこう言ったんだ。『ただの同級生だけど、俺はあいつのこと嫌い』と――。

　それを聞いて勝ち誇った顔をして去っていく彼女の顔を、今でも鮮明に覚えている。結局その彼女とも長くは続かなかったようだけど。

　でもこの一件をきっかけに、はっきりとわかった。私は将生に嫌われているのだと。彼の口から出た『嫌い』の言葉。気づかないうちに私は嫌われていたらしい。

　将生にとって私は婚約者どころか、友達ですらない存在。それが彼の正直な気持ちなのだと思う。

　それを証明するように、以前にも増してまったく話をしなくなった。学校ですれ違っても目すら合わなかったから。

　言葉を交わすのは月に一度、お互いの両親とともに会う場でだけ。両親の前でだけは、昔のように笑いかけてくれる。

　そうされるたびに、将生は仕方なく私との関係を続けているのだということが伝わってきた。

　でもそれは私だって同じだ。生まれる前から将生との婚約は決まっていて、父親同士の関係を見ていると、そうすることは当然のことだと思い込んでいた。

　それに私たちが結婚し、親戚になる未来の話を楽しそうにする両親たちを、何度も目まの当たりにしてきたんだもの。私から婚約を解消したいと言い出せる雰囲気など微塵もなかったと思う。

　将生にも自由がなかったのかもしれないけれど、それは私も同じ。それだけに、一方的に嫌われることにどこか不公平さを感じ、次第に私の中で将生に対する思いが変化していった。

　中学進学の時と同様に、将生は自分と同じ高校に進学するよう私を促したくせに、私に対する彼の態度は冷たくて、自分が惨めに思えて仕方がなかった。

　高校に入ってからもそれまでと変わらず、私たちは学校で目を合わせることはない。それなのにある休日。急に出かけようと誘われ、戸惑いながらも初めてふたりで外出することになった。

　だけどもちろんそれには理由があってのこと。彼は両親から『うまくいっていないのか？　ふたりで出かけたりしないのか？』と聞かれ、私との仲を不安視されたから誘ったのだと聞かされた。

　まるで恋人たちがするようなデートだった。手をつないで歩き、帰り際にはキス。

　一日を通してドキドキさせられっぱなしだったけれど、帰り際のキスで一気に現実に戻されたのだ。

　キスをする前に将生は、『これは義務だから』なんて言うから――。

　この日を境に将生と度々会うようになった。その都度恋人らしいデートをして、帰り際には必ずキスをする。

　彼の言うように義務だと頭では理解していても、心は追いつくわけがない。将生はこの時だけは優しくて、昔のように楽しい時間を過ごせていたから。

　だけどそうなると、当然同級生に見つかる機会が増え、中学生の時に隠せていた私たちの関係も、高一の時にバレてしまった。

　おかげで将生のファンの女子から、どれだけ嫌みを言われたことか……。『親の都合であんな子と婚約させられて、将生君が可哀想』とか、『不釣り合いだって自覚ないのかな？』とか、『将生君の婚約者とか図々しい』とか……。

　直接嫌がらせをされたことはなかったけれど、将生に振り回されっぱなしの毎日に疲れ、ひとりで泣いたこともあった。

　そんな学校での私の状況に、将生が気づかないわけがない。それなのに学校での彼の態度は一向に冷たいままで、私は彼に不信感を募らせるばかり。

　一方で、休みの日は自分の都合で接してくる。そのたびに、私は心の奥で〝嫌い〟という感情を湧き上がらせていた。

　そして高一の冬になる頃には、そんな自分勝手な将生のことが大嫌いになっていた。

　将生も私のことが大嫌いだったと思う。その証拠に、その後の高校生活はもちろん、同じ大学に進学してからも、キャンパスですれ違っても言葉を交わすことはなく、冷たい態度は変わらなかったもの。

　だけど彼の言動はいつも裏腹。なぜかキスも、体を重ねた時も優しい。恋人らしい行為をする時だけは、別人のようだった。

　そのせいで私は将生のことを大嫌いだと思いながらも、心の底から嫌いになることはできなかったのかもしれない。それに常に心の片隅で、彼の婚約者なのだと意識していたし。

　就活が始まる大学三年生になると、両親から将生との仲や将来について聞かれるようになった。

　その都度適当に流しながらも、うれしそうに聞かれるたびに、やっぱり私は彼と結婚するしかないのかなと漠然と考えるようになった。

　だから昨年のクリスマスイブの夜、彼から婚約指輪を渡されて『結婚しよう』とプロポーズされた時、断れなかったんだと思う。

　その後三ヵ月でとんとん拍子に話が進み、大学を卒業して二日後の三月下旬。将生との結婚式を迎えたのだった。

　えっと……どうしたらいいんだろう、これ。

　誓いのキスをして、かれこれ三十秒は経つ。唇が重なった瞬間は歓声があがったものの、今はざわざわと騒がしい。

　それもそのはず。なかなか将生がキスをやめてくれないのだから。

　たしかに式場の人に、写真を撮る人もいるから少し長い時間キスをしてくださいとは言われたけれど、いくらなんでも長すぎじゃない？

　緊張と戸惑いからうまく呼吸ができず、息苦しさを感じ始めた時、やっと唇が離れた。ホッとしたのも束の間、目を開けるとまだ将生の整った顔がすぐ間近にあって、息をのむ。

　すると将生はコツンと私の額に自分の額を押しあてると、静まり返る教会内で信じられないことを言った。

「なにがあっても、小毬を幸せにするから」

「――え」

　将生が私に言ったとは思えない言葉は、すぐに沸き起こった歓声によってかき消された。

　さっきのは本当に将生が私に言ったの？

　なにも言えず、自分でも驚くほど胸が早鐘を打っている。すると将生はゆっくりと離れると、いきなり私の体を抱き上げた。

「きゃっ!?」

　軽々とお姫様抱っこすると、そのままバージンロードを歩いていく。

　割れんばかりの拍手が送られる中、将生は笑顔で応えている。……もしかしてさっきの言葉もこのお姫様抱っこも、仲がいいのをアピールするための、パフォーマンスなのだろうか。

　参列者の中には多くの親戚や、両親の会社の関係者がいるもの。

　そう思うと徐々に平静を取り戻していき、ドキドキしていた自分が滑稽に思えた。

　そうだよ、将生とは愛のない政略結婚。これからもこうやって仮面をかぶって、うまくいっていますアピールをすればいい。

　抱きかかえられたまま外に出ると、雲ひとつない青空が広がっていた。

　これから始まる将生との結婚生活は、きっと私の気持ちひとつで大きく変わるはず。

　愛する人と結婚することは叶わなかったけれど、せめてこれからの人生は、自分らしく自由に生きていきたい。

　彼とともにたくさんの祝福を受けながら、強く願った。

　次の日――。

　普通だったら結婚式当日はホテルにふたりで宿泊して、そのまま新婚旅行へ向かうところ。しかし私たちの場合は違う。

「すみません、これはどちらの部屋に運びますか？」

「あ、こっちにお願いします」

　都内の高層マンションに次々と運ばれてくるふたり分の荷物。それを私ひとりで受けている。

　新居の家具選びや配置は私に一任してもらった。それというのも、将生は大学在学中に起業し、すでに一企業の経営者。若き青年実業家としてよくメディアにも取り上げられている。

　友人である秋あき田た洋よう太たとふたりで始めた会社も、今では三百名の社員をかかえるまでに成長を遂げた。

　そんな彼は常に多忙で、結婚式の前日もそして次の日も仕事。当然新婚旅行に行く暇もない。だけどそれは私にとって好都合だった。

　将生だって私なんかと旅行になんて行きたくないだろうし、こうして家のことを一任してもらえるのも非常に助かる。

　４ＳＬＤＫの間取りで、将生は家でも仕事をするから書斎がほしいと言っていた。あとはすべて任せると。

　それをいいことに、彼の寝室と書斎、私の寝室、ゲストルームの四つに振り分けさせてもらった。

　荷物をすべて運び入れてもらい、引っ越し業者が帰った後、ひとりで片づけを進めていく。

　家具や食器類を選ぶの、楽しかったな。ずっと実家暮らしだったから、親元を離れて暮らすこれからの日々も、ちょっぴり楽しみだったりする。

　将生は仕事で忙しいだろうし、それに結婚したといっても形式だけで、私に興味などない彼は外で誰かと関係を持ち、帰ってこない日のほうが多いかもしれない。

　義務と言われながら気持ちがないのに体を求められるのは、正直嫌だったし。なによりあの時だけ将生の態度が違うから戸惑う。

　だから浮気でもなんでもしてくれたらいい。

　そう思った時、ふと手が止まり、乾いた笑い声が漏れてしまう。

「浮気でもなんでもって……新婚なのに言うことじゃないよね」

　両親たちは、きっと私たちが幼い頃のように仲がよくて、お互い好き合っているから結婚したと思っている。

　結婚式の直前、『大好きな将生君と結婚できてよかったね』『小毬は幸せ者だな』なんて言われたし。

　本当は違う。中学生の頃からとっくに関係は冷えきっていた。昔のような家族同然の関係に戻れることは、もうないと思う。

　新しい門出だというのに気持ちが沈んでいることに気づき、慌てて首を横に振る。

「暗くなっている場合じゃないでしょ！」

　自分に活を入れて片づけを再開させた。

　来月からは社会人になる。初めて将生とは違う道に進み、新しい生活が始まるんだ。

　バリバリ仕事をして出世して、仕事を生きがいにすればいい。会社で友達をつくって、第二の人生を謳おう歌かしたい。

　自分の部屋の片づけを終え、リビングやキッチンのほうに取りかかっているとスマホが鳴った。

　手を止めて確認すると、【新着メッセージ一件あり】の文字が。タップして送り主を見ると将生からだった。

【今夜は早く帰るから】

「嘘、早く帰ってくるの？」

　いつも帰りが遅いようだったし、今日も遅くなるんだと勝手に思っていた。さすがに結婚式の次の日だし、みんなに気遣われたのかも。……それとも私と今後の結婚生活について話し合うために、早く帰ってくるとか？

　なんとなくそんな予感がする。共同生活の初日でもあるし、ふたりの間でルールのようなものを決めておきたいのかもしれない。

　でもそれは願ってもないことだ。私も将生と今後について話したい。

「あ、夕食……家で食べるよね？」

　聞こうと思ってメッセージを入力しようとしたところで、手が止まる。

　大学入学と同時に、お母さんから花嫁修業と銘打って、料理教室に通わされた。だからそれなりに料理には自信があるけれど、別に将生は私の手料理なんて期待もしなければ、望んでもいないかもしれない。でも一応作るだけ作って、帰ってきてからさりげなく食べるか聞いたほうがいい？

　時計を見ると十六時半を回っていた。

　定時に会社を出たとしても、帰ってくるのは十八時頃だろう。将生の会社からマンションまでは車で三十分以上かかるし。

　急いで最低限の片づけを済ませ、軽く身支度を整える。

　たしか、マンションの近くにスーパーがあったはず。

　貴重品をバッグに詰めて玄関に向かう。そして靴を履こうとした時、玄関の鍵が開く音が響き、びっくりして思わずバッグを落としてしまった。

　バッグを拾い上げたと同時にドアが開き、目の前にスーツ姿の将生が現れた。彼の顔を見上げると、予想外の展開だったようで目を丸くしている。

「びっくりした、どうしたんだ？　こんなところで」

　それはこっちのセリフだ。まさかこんなに早く帰ってくるなんて思わなかった。

「あっ……買い物に行こうと思って。……そうしたら将生がタイミングよく帰ってきたからびっくりしちゃって」

　しどろもどろになりながらも説明すると、将生は手にしていたビニール袋を掲げた。

「そう思って、帰りに弁当買ってきたんだ」

　弁当って……嘘、将生がわざわざ買ってきてくれたの？

　これまでの将生の言動を思い出すと信じられない。私の分まで買ってきてくれたなんて。

　呆然としていると、なぜか将生は弁当やバッグを玄関先に置く。そして私に向かって両手を広げると、そのまま私の体をギュッと抱きしめた。

　鼻をかすめたのは、将生が昔からつけている香水のシトラスの香り。一瞬にして将生のぬくもりに包まれ、微動だにできない。

　え、なにこれ。いったいなにが起こっているの？　将生が私を抱きしめるなんてあり得ないのに。

　それなのに彼は苦しいほど私を抱きしめるから、ますます頭は混乱するばかり。

　どれくらいの時間、抱きしめられていただろうか。ゆっくりと体を離されると、大きな手が頬に触れ、自然と彼を見ると目が合う。

「ただいま、小毬」

「あっ……おかえり」

　優しく微笑みながら言われ、かあっと顔が熱くなるのを感じながらどうにか言葉を返すと、将生は満足気に笑う。

　久しぶりに見る彼の笑顔に、私は目をしばたたかせてしまう。

　いつぶりだろう、ふたりっきりの時に将生が笑ったのは。思い出せないほどずっと昔なのはたしかだ。

「いいな、家に帰ったら小毬がいるの。……これが一生続くと思うとたまらない」

　なっ……！　本当にどうしちゃったの、将生！　なにか変な物でも食べたんじゃないの？　そう思うほど別人すぎて頭がついていけない。

　聞いているこっちが恥ずかしくなることを言うと、将生はもう一度「ただいま」と言い、そっと触れるだけのキスを落とす。

　突然の口づけに目を閉じるタイミングを失い、彼の端整な顔が近づき、離れていくさまがしっかり目に焼きついて、じわじわと体が熱くなる。

　まともに顔を見られなくなり目を伏せると、再び強い力で抱きしめられた。

「ごめんな、新婚旅行に行けなくて。その代わり、ＧＷゴールデンウィークはふたりでゆっくり出かけよう。……もちろん新婚旅行も小毬の仕事が落ち着いたら、まとめて休みを取っていこう」

「な、に言って……本気？」

　声が震えてしまう。だってこんなの、将生じゃない。これじゃまるで私のことが好き、みたいじゃない。

　ううん、そんなことあり得ない。……あり得ないけれど、じゃあどうして誰もいない今、こんな甘い言葉をささやくの？

　将生の真意を知りたくて顔を上げると、視線が重なり合う。

「本気に決まってるだろ？　……やっと小毬と結婚できたんだ。これから思う存分ふたりの時間を過ごすから」

　優しい声で言うと、やっと解放された体。でもホッとしたのも束の間、今度は額にリップ音を立ててキスが落とされた。

　咄嗟に額を押さえると、彼はまたやわらかい笑みを向ける。

「着替えてくるから、弁当温めておいてくれる？」

「あ、うん、わかった」

　返事をするだけで精いっぱいだ。まだ私の心臓はバクバクいっているもの。

　バッグを手に廊下を進んでいく将生の背中を見つめていると、数メートル進んだところで足を止めた。

「俺の部屋は奥？」

「う、うん」

　玄関から入って手前にあるのが私の部屋。その奥に彼の書斎、寝室と続く。廊下を挟んで反対側にはゲストルーム、バスルームとトイレ、そして納戸がある。

　何度も首を縦に振ると、彼は「ありがとう」と言いながら自分の寝室に入っていく。

　ドアが閉まった瞬間、体中の力が抜けてその場に座り込んでしまう。

　えっと……どういうこと？　なにがなんだかわからない。将生は私のことが嫌いで、結婚は仕方なくしたんじゃないの？

　この家には私と将生しかいないのだから、演技をする必要はない。それじゃあの将生はなに？　……冗談ではなく、本当に変な物でも食べた？　それとも大嫌いだった人が、突然好きになる魔法の薬を飲んだの？

　そこまで考えてガックリ肩を落とした。

「そんなわけないじゃない」

　ゆっくりと立ち上がり、弁当が入っているビニール袋を手に取る。

　私のことを好きでいるかのように振る舞うのには、意図があるのかもしれない。でも、いったいどんなことがあるのだろう。それとも、単なる気まぐれ？

　玄関先で考え込んでいると、将生の部屋のドアが勢いよく開いた。

　その音に驚いて視線を移すと、ジャケットを脱いだワイシャツ姿の将生が出てきて、不機嫌オーラをまとい、スタスタと廊下を突き進んでくる。

　そうだ、今、私の目に映っているのがいつもの将生だ。私と一緒にいる時は不機嫌そうで冷たいのだ。やっぱりさっきのはただの気まぐれだったんだよ。

　そんなふうに考えていると、将生は私の部屋の前で足を止めた。

「え、あっ……将生!?」

　そこは私のプライベート空間。それを見られるのは恥ずかしい。なんて言う間もなく、彼は迷いなく私の部屋のドアを開けた。

　部屋の中を確認するとドアに寄りかかり、威圧的な目を向けられ怯んでしまう。

「小毬、説明してくれる？　どうしてこの家にベッドがふたつあるのか」

「え……だってそれは……」

　お互い好きじゃないのに、夫婦って理由で一緒に寝るのもどうかと思うし、このほうが私も将生もいいと思ったから寝室を別にしたわけで……。

　とは言葉が続かなかった。

「たしかに小毬に家具選びや配置は一任したけど、寝室が別なのは却下。絶対一緒に寝るから」

『説明してくれる？』なんて言っておきながら、有無を言わさぬ物言いにタジタジになる。

　だけどここで押し黙るわけにはいかない。

「ベッドはふたつあったほうがいいでしょ？　……私にとっても、将生にとっても」

「どういうことだ？」

　すぐさま聞いてきた将生に、思い切って自分の気持ちをぶつけた。

「結婚はしたけど、私は将生と夫婦になるつもりはない」

　はっきりと言うと、予想外だったのか将生は大きく目を見開く。

　どうしてそんなに驚いているのだろうか。だって将生も同じじゃないの？　だから今までずっと私に冷たかったんでしょ？

「昔から決められていたこの結婚をするために、私がたくさんのことを我慢して自由を奪われてきたように、将生もそうだったんでしょ？」

「なに、言って……」

　明らかに動揺する将生に、戸惑いを隠せない。だからこそちゃんと彼の真意を知りたい。

「これからは自分の人生を好きに生きたい。もちろん結婚したからには、浮気なんてしない。……ただこれまでの人生、進学先や結婚は自由に選択できなかったから、せめてこの先はすべて自分の好きなように選択して進んでいきたいの」

「小毬……」

　唖然とする将生に、思っていることをすべてぶつけていく。

「将生だって私との結婚が嫌だったから、ほかの子と付き合っていたんでしょ？　……私のことなんて嫌いだけど、うれしそうな両親に正直な気持ちを伝えることができなくて、仕方なく結婚したんだよね？　それなのに、どうして私を好きみたいに振る舞うの？　愛のない結婚をした私を憐れんで？」

　皮肉めいた言葉が口をついて出た。でもそう思ってしまう。さんざん冷たく接してきたくせに、さっきみたいな態度をとられたら、どう捉えたらいいのかわからないよ。

　表情をゆがめる彼を真っ直ぐに見つめた。

「将生が私を嫌いなことは、ずっと前から知っているから。……だから今さら私の機嫌を取るようなことをしなくていい」

　むしろ今までのように接してほしい。優しくされるとすごく戸惑うし、惨めな気持ちにもなる。

　生まれる前から決められていた結婚だったけれど、プロポーズされた時、これまでの将生の態度や彼と自分との関係を受け入れた上で、最終的に結婚するという答えを出したのは私自身なのだから。

　気持ちをすべてぶつけると、将生は顔を伏せて拳をギュッと握りしめた。

「小毬は……ずっと俺が小毬のことを嫌っていると思っていたのか？」

　震える声で問うと、少しずつ私との距離を縮める将生に困惑する。

「俺は小毬のことを嫌いになったことなど、一度もない。結婚だってずっと望んでいたことだ」

「えっ……？　嘘、だって私聞いたよ？　将生が私のこと嫌いだって言っていたのを」

　もうずいぶんと昔のことなのに、今でも鮮明に覚えている。街中で出くわした際に聞いた彼の言葉を。

　それなのに将生は、身に覚えがないというように首をひねった。

「俺が？　いつ言ったんだ？」

　私の前で足を止めた将生に、記憶から消すことができないあの日のことを伝える。

「言ったよ。中学二年生の時、将生が彼女とデートしていたところに出くわしちゃって……。その時、彼女に私との関係を聞かれた将生が『ただの同級生だけど、俺はあいつのこと嫌い』ってはっきりと言ってた」

　私の話を聞いて思い出したのか、彼は小さく息を吐いた。

「たしかに言ったな」

「そうだよ、言ったよ」

　あの言葉がきっかけで、私の中で将生の存在が変わっていったのだから。

「言ったけど、あれは俺の本心じゃない」

「なに言って……」

「すべて小毬を守るためだった」

　私の声にかぶせて言うと、真剣な瞳が向けられて息をのむ。

「俺とのことで、小毬が女子からいろいろ言われているのを知ってた。……だから彼女たちと付き合ってきたんだ」

「ちょっと待って。どういうこと？」

　意味がわからない。私のために彼女たちと付き合ってきたってなに？

　混乱する私に将生は説明していく。

「小毬をイジメない代わりに付き合ってって言われたんだ。……だから付き合ったにすぎない。あの日、嫌いだと言ったのも小毬を守るためだった。あそこで大切な婚約者だって言ったら、小毬になにかしそうだったから」

「……嘘」

　じゃあこれまで将生が多くの女性と付き合ってきた理由は、すべて私のためだったってこと？

　すぐには信じることができない話に、頭の中がこんがらがる。

「でも将生、私に冷たかったじゃない。ふたりっきりの時もずっと」

　もし将生の言っていることが真実だとしても矛盾しないだろうか。ふたりで過ごしている時も冷たかったのは、やっぱり私のことが嫌いだったからじゃないの？

　その思いで尋ねると、なぜか将生は照れくさそうに目を逸らした。

「それはっ……そうしないと、もっとタガが外れそうだったから」

　ボソッと言うと、彼は口もとを手で覆う。

「小毬とふたりっきりになって、自分を抑える自信なんてなかったんだ。……だけど欲望のまま触れて嫌われたくなかったから、あれでも必死に抑えていた。今もそう。小毬に触れたくてたまらない」

　艶っぽい声でささやかれ、将生の大きな手が頬に触れると、嫌でも胸が高鳴ってしまう。

　それなのに、愛しそうに私を見つめる彼から目を逸らすことができない。

「結婚して小毬は俺の妻になったんだ。……もう我慢はしないから」

「……っ」

　なにそれ。もう我慢はしないなんて――。

「……そんなこと言われても、困る」

　ドキドキしすぎてうまく言葉が出なくて、声がかすれる。それでも至近距離にいる将生の耳にはしっかり届いたようで、顔をしかめた。

「どうして？」

「どうしてって……さっきも言ったでしょ？　私はずっと将生に嫌われていると思っていたから。だから急にそんなことを言われても頭がついていかない」

　いろいろと容量オーバーだ。

「ちょっと待て。……じゃあ小毬は俺が小毬のことを好きじゃないのにキスをして、抱いたと思っているのか？」

「そうだよ。将生だって自分で言っていたじゃない、義務だって」

　疑いめいた声で聞かれたことにすぐに答えると、彼は大きく目を見開いた後、そのまま私の肩に頭をのせた。

「ちょ、ちょっと将生!?」

　体重をかけられ、手にしていたビニール袋を落としてしまったじゃない。軽くよろめきながらもどうにか踏ん張って彼の名前を呼ぶと、深いため息を吐く。

「バカ小毬。……ただの照れ隠しだって気づけよ」

「照れ隠しって……！　そんなの、気づけるわけないでしょ？」

　え、じゃあなに？　将生は私も同じ気持ちで同意のもと、キスされて抱かれていたと思っていたってこと？

「どうして？　昔からずっと一緒にいた小毬なら気づけただろ？」

　間髪いれずに言われ、言葉に詰まる。

　たしかに将生は幼い頃から不器用で、自分の気持ちを相手に伝えるのが苦手なところがあった。それはわかっていたけれど、当時の私は気づけなくて当然だ。

「無理だったよ。だって私は将生に嫌われていると思っていたし、そんな将生を私も、その……苦手だったから」

　はっきりと『大嫌い』とは言えなかった。だって苦手と言っただけなのに、将生はすごく傷ついた顔をしているから。

　次第に顔を見ていられなくなり目線が下がっていく。だけどすぐに顎を掴まれ目が合うと、彼は悔しそうに唇を噛みしめた。

「小毬はこれまで、どんな気持ちで俺のキスを受け入れて、抱かれていたんだ？」

「それは……」

　言葉が続かない。だって正直に話したらまた将生は傷ついた顔をするでしょ？

　固く口を結ぶと、彼の切れ長の瞳が大きく揺れた。

「俺にこうして触れられるの、ずっと嫌だったのか？」

　嫌、だった？　これまで何度も将生とキスを交わし、こうして触れ合うこともたくさんあった。でも嫌だと思ったことは一度もない。

　だって私に触れる将生はいつも優しくて、好かれていると勘違いしそうなほど甘かったから。

「……嫌じゃなかったよ」

　大嫌いな人なのに、婚約している、結婚するんだからと理由をつけて拒めずにいたのは、きっと本当は嫌じゃなかったからだ。

　素直な思いを口にすると、将生は再び私の頬を優しく包み込んだ。

「じゃあこれから俺が小毬を想うように、小毬も俺を好きになって。……そのために俺、がんばるから」

「将生……」

　どうしよう、胸が苦しい。ただ、胸が苦しいだけじゃないの。奥のほうからギューッと締めつけられているような、なんとも言い表しがたい胸の痛み。

「小毬、目……閉じて」

　そうささやくと、ゆっくりと近づく距離。

「待って、将生っ……！」

　彼の本当の気持ちを聞いて、ふとこのまま先に進みたくないという強い気持ちが湧き上がってくる。

　これまではお互いに〝相手を嫌い〟という思いがあるのに結婚しなくてはいけないという、同じ境遇だと思って抱かれてきた。

　そうではないとわかった今、このまま彼を受け入れるわけにはいかない。触れられるのは嫌じゃないけれど、この気持ちが恋なのかはっきりわからないのだから。

　咄嗟に離れようすると、すぐさま腰に腕が回り引き寄せられた体。

「待たない。……いいよ、まだ俺のことを好きじゃなくても。だけどお願いだから、拒まないでくれ」

　将生があまりに切なげに言うものだから、動けなくなる。

「小毬……」

　そして愛しそうに名前を呼ばれた瞬間、たまらなく恥ずかしくなり固くまぶたを閉じた。

　少しして彼の唇が触れた瞬間、体中が熱くなる。もう何度も将生とはキスをしているのに、まるで初めてした時のようなドキドキ感に包まれていく。

　触れるだけのキスを落とすと、ゆっくりと離れていく唇。そのスピードに合わせるようにそっと目を開けると、少しでも動けば唇が触れそうな距離に将生の顔があって息をのむ。

「もう絶対離さないから。……小毬は俺のものだ」

「……んっ」

　独占欲をあらわにすると、先ほどとは打って変わって荒々しく唇が奪われた。

　すぐに割って入ってきた彼の舌に、甘くとかされていく。

　どんなキスをされたら弱いのか、すべて知られている。こうして執拗に攻められたら一気に体中の力が抜けてしまうんだ。

　次第に力が入らなくなるタイミングも把握している将生は、すばやく私の体を抱きかかえた。

「将生……？」

　呼吸を整えている間に、将生は私の部屋に足を踏み入れ、真っ直ぐベッドに向かっていき、私を優しく下ろすと、そのまま覆いかぶさってきた。

「小毬……」

　余裕のない顔で私の名前を呼ぶと、再び塞がれた唇。

　ずっと最終ゴールだと思っていた結婚は、同時に自由の始まり……だったはず。それなのにこうして将生とキスを交わすたびに、自由ってなんなのかわからなくなる。私は本当に自由になれたのだろうか。

　甘いキスを落とされるたびに思考さえ奪われていく。

　だめだ、なにも考えられなくなる。将生に触れられるといつもそう。甘い刺激に抗えなくて、応えてしまうんだ。

　次第に将生の体も熱を帯びて、呼吸が荒くなる。再び「小毬」と呼ばれた瞬間、私の思考は完全に機能しなくなった。










初めて気持ちをぶつけた夜　将生ＳＩＤＥ




「小毬」

　何度も好きでたまらない彼女の名前を呼び、唇を貪る。

　最初は戸惑いながらキスを受け入れているのがわかったが、次第に応え始め、気づけばお互いの吐息が漏れるほど熱いキスを交わしていた。

　本音を言えば、このままずっとキスしていたい。だけど夢中になりすぎて小毬の呼吸がひどく乱れていることに気づき、名残惜しさを感じながら唇を離した。

　すると小毬は肩を上下させて呼吸を整え、そして潤んだ瞳で俺を見るものだからたまらない。

　そのまま首もとに顔を埋めて、少し汗ばんだ肌に舌を這わせればすぐに小毬は甘い声を漏らし、体をしならせる。

　彼女の体で知らないところはないくらい、知り尽くしている。どうすれば甘い声を漏らしてくれるのかも、どこが弱いのかもすべて。

　鎖骨にきつく吸いついて、自分のものだという印を刻む。その間に服をまくり上げていくと、小毬は慌てて両手で俺の手を掴んだ。

「待って、だめっ……！」

　小刻みに首を横に振って拒む姿に、熱いものが込み上がる。

　小毬は知らないんだろうな。俺が小毬の必死に止めようとしている姿にさえグッときていることに。こんなの、煽るだけだってことを。

　彼女の両手を掴み、指を絡ませてギュッと握りしめた後、身動きがとれない小毬の耳もとへ顔を寄せた。

「だめ、待たない。早く小毬を抱かせて」

　そのまま彼女の耳を甘噛みし、やわらかい膨らみに触れようとすると、珍しく小毬が声を張り上げた。

「お願い、待って……！」

　大きな声にびっくりして手を離すと、すぐさま彼女は横を向いてしまった。そしてちぢこまり、手で必死に俺に見られないように顔を隠す姿に胸が痛む。

　さっき俺のことを『苦手』と言っていたが、本当は嫌われているんじゃないだろうか。だから寝室も別にした？

　小毬は言葉にしなくても、俺の気持ちを理解してくれているとずっと信じていた。だからキスも受け入れてくれて、同じ気持ちで何度も肌を重ねてきたと思っていたが、俺の思い違いだったのかもしれない。

　よく考えれば、小毬の性格的に自分から婚約を解消したいとは言い出せないよな。

　昔からいつも周囲に気を使ってばかりで、自分のことは二の次。主張を控えてしまうところがあるから。

　そんな小毬だ。俺たちの結婚に盛り上がる両親に、自分の気持ちを伝えることができなかったのか？　俺にも嫌いだって言えなかった？

　たとえそうだったとしても、今さら手離すつもりはない。いや、できるわけがない。俺にとって小毬は、かけがえのない唯一無二の存在だから。

　思いを巡らせていると、顔を隠したまま小毬が消えそうな声で言った。

「恥ずかしいの、すごく……」

「え……恥ずかしい？」

　嫌じゃなくて？

「なに言ってるんだよ、もう何回もしているだろ？」

　そのたびに最初は体をこわばらせるけれど、次第に俺を受け入れる。それに多少は恥ずかしがるが、初めてした時もここまで恥ずかしがらなかったぞ？　それなのになぜ急に？

　首を傾げる俺を手の隙間からチラッと見ると、小毬は声を震わせた。

「だってこれまでは将生の気持ちを知らなかったから……。でも今は違うでしょ？　義務、じゃないんでしょ？」

「……っ」

　小毬はわざとやっているのだろうか？　いや、わざとじゃないとわかっている。……わかっているけど。

　めちゃくちゃに小毬を抱きたい欲望と、初めて俺の気持ちを理解してくれた彼女を大切にしたい気持ちがせめぎ合う。

「……将生？」

　顔を覆っていた手をどけて、恐る恐る俺の様子をうかがう小毬。

　恥ずかしいのは、俺のことを意識している証拠だと自惚うぬぼれてもいいんだよな？

　早く好きになってほしいと焦っていたが、もとはと言えば、はっきりと気持ちを言葉にして伝えなかった俺が悪い。それなのに感情の赴くままに彼女を抱くなんてことできない。そんなの自分勝手すぎる。

　体の熱を必死に鎮めて、小毬の衣服を整えた。

「え、将生？」

　戸惑う彼女の体を起こして乱れた髪を整えると、よりいっそう小毬は困惑し始める。

　その姿はやっぱり愛しくて、あたたかい気持ちで覆われていく。

「今までずっと自分の気持ちを押しつけてばかりでごめん。……そのくせ言葉足らずだったよな。本当に悪かった」

　改めて自分の想いを伝えたい。彼女の小さな手をそっと握りしめた。

「俺、本当に小毬のことが好きで、こうして結婚できて幸せなんだ。……結婚式の時に誓った言葉に嘘はない、絶対に幸せにする」

「将生……」

　まばたきすることなく俺を見つめる小毬がかわいくて、自然と頬が緩んでしまう。

「あんなことをしておいて今さらだけど……小毬が俺を好きになってくれるまで抱かないから。今度はちゃんと両想いになってから抱きたい」

　はっきりと自分の気持ちをぶつけると、小毬はおもしろいほど顔を真っ赤にさせた。そしてどう答えたらいいのか迷っているようで、忙せわしなく視線を泳がせる。

　困らせたいわけじゃない。ただ俺は小毬を幸せにしたいだけ。でもそのためには、小毬にも同じ気持ちになってもらわないと、俺が幸せにすることは叶わない。

「もう昔みたいに恥ずかしがらずに、自分の気持ちを伝えていくから。だからこのままずっと俺のそばにいてほしい。……そして早く俺を好きになって」

　小毬に対する気持ちがあふれ出し、我慢できずにそっと額にキスを落とした。

「……っ!?　抱かないって言ったのに……っ」

　すぐさま額を押さえ、ジロリと睨まれてしまった。怒っている小毬には悪いが、そのムキになっている姿もいちいちかわいいから困る。

「抱かないとは言ったけど、キスをしないとは言っていないだろ？」

　意地悪心に火がつき頬をすり寄せると、小毬は恥ずかしそうにうつむく。

「そこまで紳士にはなれそうにないから、悪いけど受け入れて。それとさっきも言ったけど、寝室は絶対一緒」

　頬やまぶた、鼻と次々とキスを落とすたびに小毬は甘い声を漏らす。このままベッドの上にいたら、また小毬を襲ってしまいそうだ。

　それでも離れがたくて、最後に唇にキスをしてベッドから下りた。

「夕食にしようか」

　そっと彼女に手を差し伸べると、戸惑いながらも手を掴んでくれてうれしくなる。

「……うん」

　今は手を取ってくれる彼女の気持ちを信じて、これからの日々の中で自分の気持ちを伝えていこう。

　小毬の手を握り、そう心に決めた。




「おいおい、どうしたんだ？　その顔は。昨日とは別人だぞ？」

「うるさい」

　出勤してメールのチェックをしていると、ノックもナシに入ってくるなり悪態をついてきたのは、中学時代からの悪友であり、仕事上の頼れるパートナーでもある洋太だ。

　高校生の頃、高校生ながら起業し、年間数億円を稼いでいるという人の雑誌の記事を見つけた。それを洋太と見て、いつか自分たちも会社を設立できたら……と冗談交じりに話したのが、ふたりで会社を設立したきっかけ。

　何度も話をするうちに、本気で経営者になりたいという気持ちが大きくなっていったのだ。

　俺にもそうしたい理由があったように、洋太にも切実な事情があった。

　洋太の家は母子家庭で、高校生の弟と中学生の妹、さらに小学生の双子の妹がいる。

　病気で亡くなった父親に代わり、高校・大学は奨学金で進学してバイトに明け暮れながらも、いつも俺とテストでトップ争いをする仲。

　大変なはずなのに、苦労しているところをまったく感じさせない。絶対に本人には言えないが、そんな洋太を俺はずっと尊敬していた。

　働きづめの母親にラクさせてやりたい、弟や妹に我慢させることなく生活させたいという洋太の思いに感銘を受け、力になりたいと思ったんだ。

　準備を進め、大学へ進学して半年後に起業。俺が代表取締役を務め、たったふたりだけのアプリ会社『ドリーム』を設立。

　生活に必要なアプリを中心に開発を進め、多くのユーザーを獲得し、設立から五年目。経営は軌道に乗り、オフィスも古い雑居ビルの一室から、都心の一等地にあるオフィスビルのワンフロアへ移転し、今では総従業員も三百名を超えている。

　ここまで会社を大きくすることができたのは、洋太の存在があってこそだ。

　だがこいつ、悪友だけあってなにかと俺に突っかかってくる。……とくに小毬のことになるとおもしろがって余計に。

「その顔だとお前……新婚早々離婚を切り出されたのか？」

「そんなことあるわけないだろ？」

　縁起でもないことを言わないでほしい。離婚だなんて、考えたくもない。

　一蹴してメールの返信文を打っていく。

「じゃあその寝不足顔はなにが原因だ？　どうせ小毬ちゃん絡みだろ？」

　部屋の中央にあるソファに座り、ニヤニヤしながら俺を見て言う洋太に苛立つ。

　だけどそれが、あながち間違っていないからなにも言い返せなくなる。

　昨夜、宣言通り狭いシングルベッドで小毬と一緒に寝たのが運の尽き。ひとりで引っ越しの片づけをさせてしまったからか、疲れてすぐにスヤスヤと気持ちよさそうに眠った小毬とは違い、俺は一睡もできなかった。

　結婚をして小毬と同じベッドで寝ることが夢だったのに、現実はそう甘くはない。

　狭いベッドの上では、どうしても小毬と体が触れてしまい、間近に彼女がいると思うとたまらなくて、目が冴え、眠ることができなかったのだ。

　自分から両想いになるまで抱かないと宣言したことを、少しばかり後悔している。

　その日まで俺の理性が持つか不安だ。……早いところキングサイズのベッドを買いにいこう。

　そんなことを考えている間に手は止まっていて、確信を得た洋太は立ち上がり、こっちに近づいてきた。

「その様子だとやっぱり小毬ちゃん絡みだな。なに？　本当は嫌いだったけど、仕方なく結婚したなんて言われたのか？」

　笑いながら言う洋太は、冗談のつもりだったのだろう。しかしそれが現実かもしれないから、こっちは笑ってなどいられない。

「え、なに？　まさか本当に言われたのか？」

　なにも言わない俺に焦り出す洋太。こいつに打ち明けるのは気が引けるが、今は誰かに話を聞いてほしい。

　その思いでいっぱいになり、昨夜のことを打ち明けた。

「いや、嫌いとは言われていないが……苦手とは言われた。それと、小毬は俺にずっと嫌われていると思っていたらしい」

　ほかにも寝室を別々にされていたことや、小毬の反応などを話すと、洋太は顎に手をあてて考え込み、俺のデスクに寄りかかった。

　そしてしばらく考えた後、俺を見ながら言いにくそうに言う。

「俺はさ、昔からずーっと心配していたんだ。小毬ちゃんはお前のこと好きじゃないのに、家のために我慢しているんじゃないかって」

　遠慮なく言われた言葉が、鋭い刃と化して胸に突き刺さる。

　いや、俺もなんとなく昨日の小毬の様子を見て感じてはいたが……こうもはっきり言うか？

　さらに容赦なく洋太は続けた。

「そもそも、あ～んな冷たい態度をとっておきながら、好かれていると思っていたことが俺には理解できなかったんだ。いくら小毬ちゃんを守るためだからと言って、なにも言わずにほかの子と付き合ったり、好きって気持ちが止まらなくなるから、素っ気ない態度をとったり……。普通、そんなことされたら嫌われていると勘違いして当然だぞ？」

　一度口を開いた洋太は止まらず、俺が言い返さないことをいいことにさらに責め立てた。

「小毬ちゃんもこんな将生とよく結婚までしてくれたと思うよ。……言えばいいじゃん。わざわざ公立中学校に進学したのは、婚約していることを知られて、小毬ちゃんが女子からいろいろ言われていたからだって。この会社だってそうだ。あんな大手の重役に就ける未来が約束されているのに、わざわざ俺と危ない道に進んだのは、将来、わずらわしい社交の場で小毬ちゃんに嫌な思いをさせないためだろ？」

「そうだけど……そんなこと、わざわざ言うことではないだろ？」

　恩着せがましい気がしてならない。だからこれまで口にして小毬に伝えたことはない。だけど洋太はそう思わないようで、オーバーに額に手をあてた。

「これだからお前は……。どうしてなんでもソツなくこなすくせに、恋愛のことになると不器用になるんだよ。……いや、不器用を通り越して面倒だ」

　面倒って、あんまりじゃないか？

「そこまで言うことないだろ？　それにこれからは、ちゃんと気持ちを伝えようと思っているし」

「具体的にどうやって？」

「それは……」

　すかさず聞かれたことに、すぐに答えることができない。

　小毬に自分と同じ気持ちになってほしいと願ってはいるが、具体的にどうすればいいのか。正直、よくわからない。

　すると、部屋のドアをノックする音が聞こえてきた。

「社長、失礼します。明日の会食の件でお話が……」

　社長室に入り、洋太がいるのを見るや否や、二年前から秘書を務めてくれている沢渡さわたり浩ひろ美みはあからさまに嫌悪感をあらわにした。

　俺たちより五歳年上の彼女は、トレードマークの眼鏡めがねのグリップを上げて厳しい目を洋太に向けた。

「副社長、どうしてこちらにいらっしゃるのですか？　いつも言っていますよね、勤務中に私用で社長室にお越しになるのはお控えくださいと」

　美人で猫目の彼女に睨まれると、俺までつい怯ひるみそうになる。だけど洋太は気にする素振りなど見せず、明るい声で言う。

「いや～、聞いてよ浩美さん。俺たちの頼れるボスが、奥さんのことではポンコツすぎてさ」

　フランクに『浩美さん』と呼ぶのは、彼女が洋太の恋人だからだ。

　仕事が忙しくなり、そろそろ秘書が欲しいと思い始めて求人を出したところ、沢渡さんが面接に来てくれた。

　他社での秘書経験があり、仕事のスキルも申し分ない。すぐに彼女の採用を決めた。

　期待以上の働きぶりで、彼女ナシでは俺の仕事は回らないと思う。

　そんな沢渡さんに洋太はひと目惚れ。毎日のように好きだと言っていた洋太に、根負けしたようだ。

　だが洋太と交際すると決めた際、『仕事とプライベートはしっかり分けます』と彼女らしく報告してくれた。

　その際にさりげなく、洋太のどんなところを好いてくれたのか尋ねると、いつも淡々と仕事をこなす彼女は珍しく照れながら話してくれたんだ。

『明るく前向きで、一緒にいると心地いいんです。なによりご家族を大切にされている優しいところに惹かれました』と。

　洋太もまた『ひと目惚れだったけど、真面目で一生懸命なところはもちろん、笑った顔がかわいいところも、意外と涙脆もろいところも好きなんだ』とうれしそうに話していた。相思相愛のふたりだと思う。

　洋太にとって沢渡さんは、かけがえのない存在なのだろう。しかし、だからといって、俺のプライベートなことをバラされるのはたまったものじゃない。

「おい、洋太」

　腕を掴んで制止したが、話を聞いた沢渡さんは「今は沢渡とお呼びください、副社長」と言いながら、興味深そうに俺を見た。

「しかし社長がポンコツというのには、興味があります。いったいなにがあったんですか？　仕事に支障が出ても困りますので、お話しください」

　真面目な顔でとんでもないことを言いだした沢渡さんに、ギョッとしてしまう。

　いや、たしかに小毬のことでずっと思い悩んでいたら、仕事に支障をきたすことになるかもしれないが……。

「ほら、前に話したでしょ？　奥さんとの学生時代のことを」

「ちょっと待て。洋太お前、沢渡さんになにを話しているんだ？」

　すかさず突っ込んだものの、洋太は気にせず続ける。

「将生は不器用だからさ、女性の立場から教えてあげてよ。男の人にどうされたらうれしくて、好きになっちゃうか」

「そうですね……」

　洋太の冗談にも、真面目な沢渡さんは真剣に考え始めた。だけど少しばかり気になる。小毬と同じ女性として、沢渡さんは男性にどんなことをされたらうれしく思い、好きになるのかを。

「優しくされたら誰だってうれしいと思います。冷たい態度はもってのほか。言葉足らずで、しっかり気持ちを伝えてくれないのも嫌ですし、自分の気持ちを押しつける人も無理です」

　洋太同様、沢渡さんにも容赦なく言われ大きなダメージを受ける。真面目で信頼している相手だからこそ余計に。

　だが彼女の言葉は、どうやら洋太から事細かに俺と小毬のことを吹き込まれていたために出たものだと思われる。その証拠に洋太は必死に笑いをこらえている。

　沢渡さんに知られていたかと思うと情けなくなる中、彼女は力強い声で言った。

「しかし大切なのは、これからだと思います。……誠心誠意お気持ちを伝えられたら、奥様も社長の優しさや一途な想いに気づいてくださると思います」

「沢渡さん……」

　すると洋太も割って入ってきた。

「そうそう、浩美さんの言う通りだぞ？　大事なのはこれからだ！　ちゃんと言葉にして伝えて、小毬ちゃんの気持ちを考えながら行動に移せば、お前の気持ちは伝わるよ！　……たぶん」

　最後に頼りないことを付け足して言うと、珍しく沢渡さんが噴き出した。すぐに彼女はハッとし、表情を取り繕ったが……沢渡さんはいつも、洋太のこういう何気ない言動に笑っているんだろうな。

　普段のふたりの様子が垣間見られ、微笑ましい気持ちになると同時に、俺も小毬とふたりのような関係になりたいという思いが強くなる。

「ふたりともありがとう」

　感謝の思いを口にすると、ふたりの表情が和らいだ。

「気にするな！　……ちゃんと素直になれよ？　でないとどこの馬の骨ともわからないやつに、小毬ちゃんを奪われるぞ？　来月から小毬ちゃん、社会人になるわけだし」

「あぁ、わかってる」

　それも、昔からどんなことでも勝つことができなかった兄さんがいる会社に入社するんだ。

　小毬は昔から兄さんにはすごく懐いていた。兄さんは今のところ小毬のことを妹としか見ていないようだけど、この先はどうなるかわからない。

　だから仕事が忙しい時期だったけれど、無理してでも結婚式を挙げたのだ。小毬を自分のものにするために。

　小毬を手に入れるために無我夢中だったが、改めて自分を見つめ直すと、考え方も言動もすべて幼いと思う。

　情けなく思うが、小毬のことだけはなにがあっても手離したくない。

「小毬ちゃん、かわいいもんなー。きっと会社の男たちは小毬ちゃんに夢中になるぞ？」

　からかい口調の洋太に、冷静に言った。

「それは大丈夫。……対処済みだから」

　そこまで言うと、沢渡さんがいつものように淡々と言う。

「雑談はここまでにしましょう。社長とお話がしたいので、副社長は一刻も早くご自身のデスクにお戻りください。あと三十分で開発部との会議が始まりますよね？　資料に目を通して会議に備えるべきではないですか？」

「いや、それはわかってるよ。だけど将生の対処済みっていうのが気になるんだけど……」

「仕事にお戻りください」

　容赦なく言って無理やり洋太を追い出した沢渡さんに、つい笑ってしまう。

　仕事でもプライベートでも、俺には心強い味方がいて本当に助かっている。

　大学までずっと小毬と同じ道を進んできたので、別々の道に進むのは今回が初めてということになる。

　俺の目の届かないところに行かせることに不安はあるが、小毬の気持ちを第一に考えたかった。

　もちろんなんの対処もすることなく、小毬をひとりにさせるわけがない。不本意だが、一番信頼できる兄さんに小毬のことを頼んである。

「社長、明日の会食の件ですが……」

「あぁ」

　その後は仕事に集中し、今日も定時で退社した。小毬と過ごすこれからの日々のことを考えながら。










新しい出会い




　寝る前に設定したスマホのアラーム音に気づき目を開けると、寝室には太陽の日差しが入り込んでいて明るい。

『寝室は絶対一緒』という将生の要望により、一番広かった彼の部屋のベッドがキングサイズに変えられ、私たちの寝室となった。

　ベッドサイドに置いてあるスマホを手探りし、アラームを止めてゆっくりと起き上がると、隣に将生の姿はない。

「嘘、もう起きているの？」

　今日も将生より先に起きられなかったことに、がっくりと肩を落とした。

　時刻は五時半と早い時間だ。それよりも先に起きているなんて……。

　髪を整えながら寝室を出てリビングへ向かうと、キッチンにはワイシャツにエプロンをつけた将生が立っていた。

「おはよう、小毬。今朝は起きるの早いな」

　なんて爽やかに言いながら、彼が作っているのは厚焼き玉子。

「将生、いつも言ってるけどご飯は私が……」

「俺もいつも言ってるよな？　朝食くらい作らせてって。それに今日から小毬だって仕事が始まるんだ。できるだけ家事は分担してやっていこう」

　有無を言わさぬ物言いに、口を結んだ。

　一緒に暮らし始めてから、毎日将生は私より先に起きて朝食の準備をしてくれている。大学を卒業して結婚式後も仕事もなくゆっくりしていた私とは違い、将生には仕事がある。それなのに朝食の準備をさせてしまうのは忍びない。

　私が作ると言ってもさっきのように一蹴されてしまい、それならば彼より早く起きようと思っても、将生より早く起きられた試しがない。

　昔から勉強もスポーツも、なんでもソツなくこなす将生は料理上手でもあり、今も手際よく厚焼き玉子を皿に盛り、漬け物を切って味噌汁の味見をしていた。

　キッチンはおいしそうな香りに包まれて、寝起きなのに正直なおなかは空腹を訴えてきた。

　すぐにおなかを両手で押さえたものの、ばっちり聞かれてしまったようで将生は「クククッ」と笑う。

「待ってろ、すぐ食べられるようにするから」

「……ありがとう、手伝うね」

　なにかしていないと居心地が悪くて、おかずが盛られたお皿を手にキッチンからそそくさと出た。

　テーブルに並べ、ふとキッチンを見ると将生が味噌汁をお椀によそっている。これまでのことを考えたら、信じられない光景だ。

　いや、それを言ったら私もだ。将生のことなんて大嫌いだったはず。それなのにこの前、キスを受け入れてしまった。

　その後のことを思い出すと、顔から汗が噴き出しそうなほど恥ずかしい。

　これまで何度も将生に抱かれてきたのに、なぜか初めての時以上に緊張して恥ずかしくて、たまらなくなってしまったんだ。

　キスされるたびに好きだと言われているようで、彼の手が体に触れた瞬間、羞恥心でいっぱいになった。

　あれ以上行為に及んでいたら、間違いなく私の心臓は止まっていたと思う。

「小毬、運んでくれる？」

「あ、うん」

　呼ばれて急いでキッチンへ向かい、ふたりで協力して準備をし終えると、向かい合って手を合わせる。

　仕事で遅くなることが多い分、朝だけはふたりで食べようと言われ、暮らし始めてからこうして朝食をともにしているわけだけど……。

　甘い厚焼き玉子を頬張りながら、綺麗な箸遣いで食べ進める将生を見る。

　将生と暮らし始めて一週間以上経ったけれど、いまだに彼に好意を持たれていることが信じられない。でもこの一週間で、好かれていると実感することが度々あった。

　こうして朝食を作ってくれるのはもちろん、なにかと私を気遣ってくれる。積極的に家事を手伝ってくれるし、なにより私を見る将生の目は優しくて甘い。

　実感するたびに心の中がむずがゆくなり、そして戸惑う。それに冷たくされることに慣れているせいか、優しくされるとどう反応したらいいのかわからなくなるんだ。

　そんなことを考えながら食べていると、私を見た将生は「フッ」と笑みをこぼす。そして自分の唇の端を指差した。

「小毬、ここ」

「えっ？」

「ついてる」

　自分で取るより先に将生は腕を伸ばし、私の口についていた米粒を取ってくれた。

「ん、取れた」

　そう言うと将生は、あたり前のように自分の口に運ぶものだから、一瞬固まってしまう。こういう甘い雰囲気に慣れていないもの。非常に困るよ。

「……ありがとう」

　ただお礼を言って、パクパクとおかずやご飯を口に運ぶばかり。

「今日からだな、仕事」

「あ、うん」

　今日は四月一日。いよいよ社会人としての生活がスタートする日だ。

　道のりは長かった。結婚するのに就職することはないと、将生をはじめ両親たちにも猛反対されたから。

　それでも私は社会に出て、働きたかった。将生のいない場所で新たな生活をスタートさせたかったんだ。

　最初は反対していた将生も私の気持ちを理解してくれて、一緒に両親たちを説得してくれた。

　最終的にお義と父うさんが社長、将生の六歳年上の兄、誠せい司じ君が専務を務める家電メーカーの採用試験を受けることに。

　ふたりと関係があることを隠して採用試験を受け、それで落とされたら、おとなしく専業主婦になって将生を支えるよう両親に言われていたから、それはとても必死だった。

　無事に内定をもらい就職が決まった時はどんなにうれしかったか。今日から精いっぱい働きたい。もちろん入籍はしたが、村瀬の姓を名乗ることなく旧姓のまま働くつもり。

　コネ入社だと言われたくないし、なにかと注目され、周囲の目を気にすることなく働きたかったから。

　お義父さんや誠司君にも、私との関係は伏せてもらえるよう伝えてある。

「最初は慣れないことばかりで大変だと思うけど、がんばれよ。できる限り協力するから」

「えっ？」

　優しい言葉をかけられ、箸を持つ手が止まってしまった。すると将生は怪訝そうに私を見る。

「なんだよ、その顔は。……最初は反対していたけど、途中から応援するって言っただろ？」

「それはそうだけど……」

　やっぱり将生に優しくされるとびっくりする、とは言えない。だけど、どうしても慣れない。

　言葉が続かずにいると将生はハッとし、わざとらしく咳払いした。

「とにかく無理だけはするな。お前は昔から生真面目なところがある。無理して失敗して、周りに迷惑かけないようにしろよ」

　とげとげしい声で言われているのに、端々に不器用な優しさが感じられて胸がキュンとなる。

　いやいや、キュンじゃないでしょ！　嫌みも言われたじゃない。生真面目とか！　……でもさっき、将生は早口で言ったよね。

　昔から恥ずかしいことを言う時は、早口になるクセがあるのだ。長年一緒にいるからこそ気づける一面。それが胸を苦しくさせる。

　どうにか「わかってる」と返事をし、残りのご飯を急いで食べた。

　その後はふたりで片づけを済ませ、いつもだったら私は家事に取りかかるところだけれど、今日は将生とともに出勤する準備に入る。

　自分の部屋で真新しいスーツに袖を通すと、気持ちが引き締まり、鏡に映るスーツ姿の自分をまじまじと見つめてしまう。

「せっかく入社することができたんだから、今日からがんばらないと」

　応援してくれている将生のためにも。

　鎖骨まであるパーマがかかった髪をうしろでひとつに束ね、気合いを入れて部屋を出ると、ちょうど準備を終えた将生も洗面所から廊下に出てきた。

「準備できたか？」

「うん」

　戸締まりを済ませ、ふたりで玄関へ向かう。そして、買ったばかりのパンプスを履き終えると、急に将生が私の左手を掴んだ。

「え、将生？」

　私の呼びかけには答えず、なぜか彼はジッと私の左手を見つめている。

「どうしたの？」

　不思議に思いながら聞くと、将生は私が薬指にはめている結婚指輪をそっとなでた。

「これ、絶対外すなよ」

「えっ」

　鋭い視線を向けられ、私の気持ちを見透かされている気がして変な汗が噴き出しそうになる。

　結婚していることを隠すつもりはない。聞かれたら、既婚者だと迷いなく答えるつもりだ。ただ、相手が将生ということを伏せるだけ。でも、指輪をしていると目立ってしまうし、いろいろと詮索されたら面倒だから、会社では指輪を外すつもりでいたんだけれど……。

「いいな？」

　念を押され、思わず「うん」と言ってしまい、すぐに後悔。慌てて訂正しようと思ってもその隙を与えてもらえない。

「よし、じゃあ行くぞ。最寄り駅まで送っていく」

　車のキーを手にして玄関を開けた将生に、慌てて言った。

「いいよ、そんな。電車で行くから」

「だめだ。今の時間電車は混み合っているんだぞ？　入社式前に疲れてどうする。それに痴漢も多い路線だ。小毬みたいな気弱そうなやつが格好の餌食になるんだ。時間が合う時は送っていくから。ほら、行くぞ」

　朝の通勤ラッシュ時間だもの、電車が混み合うのは仕方ないことだ。いずれは慣れなければいけない。

　それに今は女性専用車両もある。そこまで心配することないのに……。

　一方的に言うと将生は私の手を取った。

「あ、ちょっと将生!?」

　その後、大丈夫だと言っても私の話は聞き入れてもらえず、結局会社の最寄り駅まで送ってもらうことになった。




「改めて見ると大きいな」

　人の波に乗って歩くこと三分。将生に最寄り駅まで送ってもらったおかげで、予定より早く今日から私の勤め先となる、『株式会社ムラセ』に着くことができた。

　約一万人の社員をかかえるムラセは、全国各地に支社と製造工場があり、常に国内シェア上位に君臨する大手メーカーだ。

　歩道の端で足を止めて、地上二十五階の本社ビルを見上げてしまう。

　こんな大きな会社に入ることができたなんて、今でも信じられない。だけど夢じゃないんだ。

　バクバクとうるさい心臓を鎮めるように深呼吸をする。

　ここでは今までのように将生の存在に翻弄されることなく、自分らしくやっていきたい。学生結婚している人たちなんてそういないだろうし、指輪をしているだけで目立ってしまうはず。

　外すなよって強く言われたけれど、やっぱり指輪は外しておこう。家に帰る前にまたはめればいい。

　指輪を外して大切にバッグにしまい、玄関へ向かった。

　エントランスを抜けると新入社員用の案内板があり、それに従って一階の奥へと進んでいく。

　廊下の先には大ホールがあり、入口に設けられた受付には、すでに多くの新入社員がいて、一気に緊張が増す。

　受付を済ませてホールに入ると、たくさんの椅子が並べられていた。席は決まっておらず自由なようだ。

　ホール内を見回すと、誰もが初対面のはずなのに、いくつかグループができていて焦りを覚える。

　みんなどうやって声をかけ合ったんだろう。

　会社勤めすることができたら仕事をがんばりたいのはもちろん、友達をつくりたいと思っていた。

　自分から声をかけたい気持ちはあるものの、小心者の私にはその勇気が出ない。それにひとりでいる子は、話しかけないでオーラを出しているし。

　結局誰にも声をかけることなく、空いている端の席に座り、受付で渡された資料に目を通して入社式が始まるのを待つ。

　すると隣の空席に誰かが座った。

「ふぅ、ギリギリセーフ」

　思わず隣を見ると、資料の入った封筒で仰ぐ男性の姿が。走ってきたのか、セットされた髪は少し乱れていて、額には汗が光っている。

　私に気づくと目が合った彼はニッと白い歯を覗かせた。

「初めまして。俺は野の沢ざわ豊ゆたか。同期としてこれから末永くよろしくな」

　フレンドリーに話しかけられ、戸惑いながらも私も自己紹介していく。

「あ……私は荻原小毬です。よろしくお願いします」

　野沢君は目をしばたたかせた後、声をあげて笑いだした。

「アハハッ……！　タメなのにどうして敬語？　もっと気軽に絡んでよ」

「えっと……」

　そういえば私、女友達はたくさんいたけれど男友達って呼べる人はひとりもいなかった。共学でもほとんど話をすることもなかったし、こうして気さくに話しかけられることもなかったから。

　だからこういう時、どういったノリで返せばいいのやら。

　うまく答えられずにいると、野沢君は私の緊張を解くように話しだした。

「って言ってもこれから入社式なのに、悠長に話している場合じゃないよな。ごめん。俺、緊張すればするほど口が止まらなくなっちゃってさ。……つまりその、ものすごく緊張しているってこと」

　人さし指で頬をかきながら苦笑いする彼に、思わず笑ってしまう。

　そうだ、緊張しているのは私だけじゃない。

　クスクスと笑っていると、野沢君はとげとげしい声で言う。

「これでも真面目に悩んだ時期もあったんだ。緊張しているのに、周りからは緊張していないように見られるし、緊張感がないって言われたりもするんだぞ？」

　たしかに緊張感が増す中、今の調子でペラペラと話しかけられたら、そんなことを言っちゃいそう。

「ごめんね」

　謝ると彼は無邪気な笑顔を見せた。

「わかってくれたらいいよ。俺さ、昨日はなかなか寝つけなくて。おかげで寝坊したってわけ。間に合って本当によかったよ。初日から遅刻とか印象最悪になっちゃうだろ？　営業部を希望しているから余計に」

　本当に緊張すると口が止まらなくなるようだ。

　だけど野沢君のおかげで緊張が解け、リラックスした気持ちで入社式が始まった。

　社長であるお義父さんをはじめ、重役たちがズラリと壇上に並ぶと、その中でひと際若い誠司君が目立つ。

　なにより将生とそっくりなイケメン。周囲にいる女性からは「カッコいい人がいる」なんて話し声が聞こえてきた。

　今年の新入社員は約二百五十名。午後に辞令式が行われ、全国各地に配属される。

　だけど社員同士の結束力を高める目的で、会社主催の同期会が年に一度開催されている。

　そこで一堂に会し、先輩たちは情報交換をしたり互いの士気を高め合ったりしているようで、いい刺激になっているとホームページに掲載されていた。

　発案者は社長らしい。お父さんからはよく、『社長は人間的にも素晴らしい人で、社長の息子である将生君もまた優しくて才能ある子だ。そんな相手と結婚できる小毬は幸せ者だな』なんて、調子のいいことを言われていたっけ。

　でもお義父さんはもちろん、お義か母あさんも昔からずっと私によくしてくれて、就職することに反対したのも、私に負担がかからないか心配してのことだった。

　周囲の理解があってこうして入社式を迎えられたことに、とても感謝している。

　予定通り入社式は終了し、そのままマナー研修などが始まった。そして十一時前に午前中の日程は終了し、社員食堂で昼食を取ってくださいと言われ、みんな次々に席を立つ。

　資料をまとめていると、数名の男女が野沢君のもとへ駆け寄ってきた。

「野沢、お前も受かったんだな！」

「俺もだよ、やったな！」

「大学に続き、会社でもよろしくね、野沢君」

　みんな野沢君の肩を叩いたり、「お前だけは落ちると思っていた」なんて冗談を言ったりしていて、仲がいい様子がうかがえる。

「面接試験で同じグループだった三人が残るとか、奇跡だよな」

「あぁ、本当に」

　な、なるほど。面接試験の時に同じグループだったんだ。入社試験から友達づくりは、始まっていたのね。

　私にはそんな余裕なんてなかったな。周りは仲間というよりライバルに見えちゃって、受かることだけに必死だった。

　野沢君って友達が多そう。私にも気軽に話しかけてくれたいい人だもの。

　なんてことを考えながら、話の邪魔をしないように急いで荷物をまとめて席を立つと、呼び止められた。

「荻原、待って」

「えっ？」

　振り返るとみんなに興味深そうに見つめられ、一歩後ずさる。そんな私を野沢君が紹介してくれた。

「彼女は荻原小毬さん。さっき友達になったんだ」

　と、友達？　彼の中で私はもう友達と呼べる存在になっているの？

　驚きを隠せずにいる私に、野沢君は次々と友達の名前を教えてくれた。

「右から面接の時に仲よくなった谷たにと岸きし本もと。そんでそこの女子は大学時代の腐れ縁の田た澤ざわ」

「よろしくね、荻原さん」

「災難だったね、初っぱなから野沢君につかまって。ずーっと話しかけられていたんでしょ？」

　野沢君同様、みんな気さくに声をかけてくれて、うれしい気持ちでいっぱいになる。

「よかったら一緒に飯食おうぜ」

「……ありがとう」

　素直な思いを伝えると、野沢君は目をしばたたかせた後、少年のように笑った。

「お礼を言うことじゃないだろ？　俺たち、もう友達なんだから」

　また『友達』と言われ、うれしくてニヤけそうになるのを必死にこらえる。ここでニヤけたら、変なやつだと思われてしまいそうだもの。

　口を結んでこらえる中、「ほら行くぞ」と、私の肩を軽く叩いてきた野沢君たちと社員食堂に向かった。

　すでに多くの人が移動していて、できていた長い列に並ぶ。カウンターで配膳された定食がのったトレーを手に空いている席に着くと、野沢君はひとりでいる人に声をかけていた。そして自分たちの席に誘い、気づけば大所帯に。

　みんなにどこの部署を希望したのか、出身はどこなのかと積極的に聞いている姿を見て、なんてコミュニケーション能力が高い人なのだろうと感心してしまう。

　すると隣にいる田澤さんがボソッと耳打ちしてきた。

「すごいでしょ、あの野沢君の必殺！人たらしスキル。大学でもすっごい友達が多かったのよ。自然と野沢君の周りには人が集まるの」

「そうだったんだ」

　田澤さんの話を聞いて納得。野沢君って人を惹きつける魅力があると思うから。

「おまけに誰に対しても優しくて、よく些細な変化にも気づいて声をかけてくれるようなやつだから、男女問わず人気者で……。会社でもそうなりそうで気が重い」

「えっ？」

　えっと……それはつまり、田澤さんは野沢君のことが好きってこと？　だから気が重いの？

　混乱する私に向かって、田澤さんは小さく人さし指を立てた。

「ここだけの話にしてね。……実は大学時代からずっと好きだったの。もし荻原さんも彼を好きになったら、ライバルになるからよろしくね」

「そんなっ……！　絶対ないから安心して!!」

　そもそも私、恋愛音痴のくせに結婚しているから。

　つい大きな声で否定すると、田澤さんは声をあげて笑う。

「アハハッ！　そこまで全力で否定しなくてもいいのに。ちょっと野沢君が不憫。荻原さんは彼みたいな人は、タイプじゃないんだ？」

「いや……うん、そうなの」

　出会ったばかりの田澤さんに、いきなり結婚しているって言ったらびっくりさせてしまうはず。

　そう思って話を合わせると、すかさず聞かれた。

「じゃあどんな人がタイプなの？」

「えっ!?　どんな人って……えっと……冷たいかと思ったら優しくて、意外と不器用な人、かな」

　咄嗟に口をついて出たのは将生の人となり。それを聞いて田澤さんは、感慨深そうにうなずく。

「そうなんだ。……フフフ、なんかちょっと不思議だね。会ったばかりなのに恋バナできちゃうなんて。荻原さんとは仲よくなれそう。よかったら連絡先交換しない？」

「……う、うん！」

　うれしい気持ちでいっぱいになり、すぐにスマホを取り出して連絡先を交換した。

「私のことは敬けい子こって気軽に呼んで。私も小毬って呼んでもいいかな？」

「もちろん！　よろしくね」

「こちらこそ」

　温かな気持ちでいっぱいになっていると、敬子は周囲に聞こえないよう声を潜めた。

「恋愛相談に乗ってね」

「う、うん」

　果たして相談役が私に務まるか自信がないけれど、でも新たな出会いを大切にしたい。敬子とは仲よくなれそうだから。近いうちに結婚していることも伝えたいな。

「おい、そこのふたり！　なに仲よく連絡先交換しているんだよ。そういうことはみんなでしなくちゃだろ？」

　野沢君の鶴の一声で、一緒に食事していたみんなと連絡先を交換し、さっそく野沢君がＳＮＳに同期会というグループをつくって招待してくれた。

「なにかあったらここで相談してやっていこうぜ」

　すると近くにいた人たちも次々と「俺も入りたい」「私も」と声をあげ、グループはさらに大所帯に。

「あーあ、これじゃ本当に大学の時と同じだ。でもこういうの、楽しいね」

「……うん」

　それぞれ別々の配属先になっても、連絡を取れるし仲を深めていけそう。

　昼食を済ませ、みんなと一緒に大ホールへ。先ほどと同じ席に座るように言われて腰を下ろすと、隣の席の野沢君はすぐに私に話しかけてきた。

「同期のみんな、いい人そうでよかったな。これから楽しくなりそう」

「うん、そうだね」

　だけど私たちがこうしてすぐに打ち解けられたのは、ほかでもない野沢君のおかげ。

「野沢君ってすごいね」

「え、なんだよ藪やぶから棒に」

　わざとらしく照れる野沢君に、素直に感じた思いを伝えた。

「初対面の人と仲よくできるなんてすごいよ。さっきも食事中、輪に入ってこられない人に積極的に声をかけて気遣っていた。それにリーダーシップもある。なかなかできないよ、あんなに大勢の人をまとめるなんて」

　私はどちらかといえば、昔から人付き合いには消極的なほうだ。将生との一件でよく女子から陰口を言われていたし、自分から声をかけることはもちろん、輪に入っていく勇気もなかったから。

　意見を出してくださいと言われても、絶対に手をあげられない人間だった。

　あたり障りない話をする友人はたくさんいたけれど、親友と呼べる存在はたったひとりだけ。

　私と将生の関係を知っても、『あんなやつが婚約者なんて、災難だね』なんて笑って言ってくれた吉よし井い由ゆ良らだけだ。彼女とは中学から大学までずっと一緒だった。

　気軽にいろいろな話ができるのは由良だけだから、野沢君を尊敬してしまう。

「本当に野沢君はいい人だもの。そんな野沢君が困っていたら、みんななんでもしてあげたくなるんじゃないかな」

　ついベラベラと話してしまった後に気づく。調子に乗りすぎだと。

　知り合って数時間の私に、野沢君のなにがわかるんだって話だ。それなのに、いかにも知ったかぶって言ってしまった。……引かれただろうか。

　現に野沢君、まばたきすることなく固まっちゃっているし。

「あ、あの……」

　謝ろうとしたけれど、徐々に野沢君の頬や耳が赤く染まっていくのがわかり、視線が釘づけになる。

「野沢君？」

　名前を呼ぶと恥ずかしそうに腕で顔を覆った。だけど当然隠しきれていなくて、見えている野沢君の頬はよりいっそう赤みを増す。

「いや、普通に照れるだろ。……でも素直にうれしいよ。人生でこんなにストレートに褒められることは滅多にないからな。ありがとうな」

　腕をどかして見えたのはやわらかい笑みを浮かべた顔。そして告げられた感謝の言葉に、なぜか恥ずかしくなってしまった。

「どういたしまして」

　それでもどうにか言葉を返すと、野沢君は「荻原とは親友になれそう」なんて、うれしいことを言う。

　おかげでますます恥ずかしくなったわけだけど、ちょうど休憩時間が終わり、午後の日程説明が始まったので助かった。あのまま笑顔を向けられていたら、直視できなくなっていたと思うから。

　今まで男友達がいなかったからわからないけれど、いたらこんな感じなのかな。

　私も野沢君とは、仲よくできそう。そんな気がしてならなかった。

　ほどなくして始まった辞令式。ひとりひとり名前を呼ばれ、次々と勤務先と配属部署が告げられていく。

　敬子は本社の経理部へ、野沢君も同じく本社の営業部に配属された。私も本社勤務になれたらいいんだけれど……。

　ドキドキしながら自分の名前が呼ばれるのを待つ。そしていよいよ配属先が告げられる時がきた。

「荻原小毬さん」

「はい」

　返事をして立ち上がり、壇上に立つ人事部長を見つめる。

「本社の秘書課で勤務していただきます」

　――え、秘書課？

　予想だにしていなかった配属先を告げられ、唖然とする。そして周囲からはどよめきが起こった。

　それもそのはず。説明会で配られた配属先希望を記入する用紙には、注意事項が書かれていたのだから。【ただし、本社の秘書課は希望対象外です】と――。










旦那様流の愛情表現




　明るい室内の中央には、革張りのソファとガラステーブルがあって、壁にはひと際目を引く、力強い線で描かれた果物の絵画が飾られている。

　そして窓際の立派なレザーの椅子に腰かけている誠司君は、私を見てにっこり微笑んだ。

「入社おめでとう、荻原さん。まさか、一緒に働ける日がくるとは夢にも思わなかったからうれしいよ」

　そんな歓迎の言葉をかけられても、「ありがとう」と返せるわけがない。一刻も早くこの状況を説明してほしい気持ちでいっぱいだから。

　今から十分ほど前。辞令式終了直後、みんなと別れを惜しむ間もなく、すぐにそれぞれの配属先の部長が私たちを迎えにきてくれた。

　みんな秘書課に配属された私をチラチラ見ていく中、秘書課の部長である山やま浦うらさんがやって来たのだ。

　年齢的にはおそらく四十代。細い目が印象的で少し怖そうな雰囲気のある男性。

『行きましょう』と言われ、緊張しながら連れてこられたのは秘書課かと思いきや、誠司君がいるこの専務室だった。

　もしかして秘書課に配属されたのには、誠司君が一枚噛んでいるのだろうか？　聞きたいけれど山浦さんが隣にいるから聞けない。

　それよりちょっと待って。さっき誠司君、山浦さんがいるのに『一緒に働ける日がくるとは夢にも思わなかったから、うれしいよ』なんて言ったよね？　大丈夫かな、山浦さんに変に思われていないだろうか。

　慌てる私を見てなにを考えているのかわかったのか、誠司君はクスリと笑った。

「大丈夫。山浦さんは俺の第一秘書で俺たちの関係も把握済みだ。もちろん他言など絶対にしない」

「えっ？」

　隣を見ると、山浦さんが「ご安心ください」と丁寧に頭を下げるものだから恐縮してしまう。

　再び視線を誠司君に向けると、笑顔で続けた。

「俺たちの関係がバレないようにするには、事情を把握している人物が必要だと判断したんだ。山浦さんは頼りになる人だから、小毬……じゃなくて、荻原さんもなにか困ったことがあれば、なんでも相談するといい」

　誠司君が話した後、改めて山浦さんは言った。

「荻原さん、どうぞよろしくお願いいたします」

「こちらこそご迷惑おかけしてしまうと思いますが、よろしくお願いいたします」

　つられるように頭を下げたものの、肝心なことを聞いていないことに気づく。

　いつものクセで「誠司君」と呼びそうになり、慌てて言い換えた。

「えっと……専務、どういうことでしょうか？　私が秘書課に配属だなんて。本来、新入社員が秘書課に配属されることはないんですよね？」

　事の真相を知りたくて、いつもより早口になる。すると目が合った誠司君は困ったように眉尻を下げた。

「よく知ってるね」

「会社説明会の時、近くに座っていた人が話しているのを聞いたんです。その人の知り合いが勤めているみたいで……」

　新入社員が配属先として希望できないどころか、秘書課の社員は、他部署で経験を積み、実力が認められた者だけしか入ることができない高嶺の部署だと。

「そっか」

　すると誠司君は立ち上がり、私の前までやって来た。目線を合わせるようにかがむと、なぜか照れた様子で言う。

「将生に頼まれたんだ」

「え……将生に？」

　目を白黒させていると、誠司君は山浦さんに「ここからはちょっと、プライベートな話をすることを許してください」と言って続ける。

「小毬には俺の目が届く秘書課に配属させてほしいって、将生が。女性が多い部署だからね」

　そう言うと彼は、ちらりと山浦さんの様子をうかがった。

　そんな理由で私、秘書課に配属されたの？　だったら結婚したら自由になれると思っていた私が浅はかだったのかも。

　いくら就職したからといっても、将生の父親が経営する会社に入社したのだ。自由なんてあるわけないんだ。

　将生に応援してもらえた時、うれしかったんだけどな。誠司君に頼むってことは、私のことを信用していない証拠。失敗してお義父さんと誠司君に迷惑かけることにならないよう、手を回したの？

　そう思うとひどく傷ついている自分がいることに、驚きを隠せない。

「小毬？」

「あ、ごめんなさい、本当に。……旧姓で働くっていっても、こうして優遇されちゃったら意味がないよね。ごめんね、誠司君。将生がそんなこと言ったせいで、無能な私を秘書課に入れるよう手配してくれたんでしょ？」

　誠司君に呼ばれ、いつもの調子で話してしまったことに気づけないほど、心は大きく乱れていた。

　もしかしたら採用されたのも、やはりお義父さんや誠司君が口利きしてくれたのだろうか。

　そんな疑問さえ抱き始めた頃、誠司君は否定するように首を左右に振った。

「それは違うよ、小毬」

「えっ？」

　力強い声で言うと、誠司君は私の肩を掴んだ。

「ごめん。将生に頼まれたというのは冗談。……弟に頼まれたからって、社内方針を無視して人事に口出しするわけないだろ？　これは人事部の判断だ。今後、アメリカだけではなく世界各国に進出を目指しているから、幅広い人材を確保して秘書課はもちろん、開発部や営業部といった新入社員がほとんど配属されない部署にも、積極的に配置していこうとなったんだ」

「社長から海外進出の件は専務中心に進めるよう、お達しがございました。今後、いろいろな国の方とのやり取りが発生します。そこで五ヵ国語を話せ、秘書に必要なスキルをたくさんお持ちの荻原さんが選ばれたわけです」

　誠司君に続いて山浦さんにも言われても、すぐには納得できない。

「本当に将生は関係ないの？」

　念を押すように、誠司君に問いかけた。

「紛らわしいことを言って悪かった。本当に将生は関係ないから安心して」

　それでも疑惑が晴れずにいると、山浦さんが口を開いた。

「専務にとって荻原さんは、実の妹のように愛おしい存在でもありますが、それ以上に、人として信頼できるし心遣いのできる素敵な方だとおっしゃっていました。仕事をする上で、ともに働く人の人間性も大切です。それゆえ秘書課への配属が決まった際、真っ先に私に自分の第二秘書につけるようにとおっしゃられていたので、とても期待されているのだと思います」

「えっ？」

　ジッと見つめると、誠司君は大きく咳払いした。

「山浦さん、それは言わない約束でしたよね？」

「弟さんから言われていたのもたしかですが、専務のことも伝えなければ、荻原さんに納得いただけないかと判断いたしまして」

　山浦さんに丁寧に言われ、誠司君は私の肩から手をどけて深く息を吐いた。そして照れくさそうに私を見る。

「そういうこと。最終的に山浦さんが小毬の履歴書を見て、俺の第二秘書にって決めたけど、たしかに俺が頼み込んだのが先だった。でも小毬に秘書についてほしかったのは、ただ単にそばに置きたかったからじゃない、小毬の実力を知っていたからだよ」

「誠司君……」

　じゃあ将生に言われたから、私が秘書課に配属されたわけじゃなかったのね。

「英語はもちろん、中国語に韓国語、フランス語を話せる秘書はいないからな。さすがに俺もそこまで語学が堪能ではない」

「そんな」

　結婚したら自由になれると勝手に決めつけていた私は、高校生の時から勉学に励み、取得できる資格には果敢にチャレンジした。それは大学でも同じ。その努力が認められたのは素直にうれしい。

「決して身内だから秘書課に配属されたわけではない。小毬にそれだけの実力があったからだよ。自信を持って今後の仕事に生かしてほしい」

「私からもお願いいたします」

　ふたりから言われ、感極まって泣きそうになり慌てて目を伏せた。

「ありがとうございます、こちらこそどうぞよろしくお願いいたします」

　深々と頭を下げると、誠司君は優しく私の肩をなでる。

「では荻原さん、しっかり秘書課でやっていく覚悟をお決めください」

「えっ？」

　覚悟って……？

　顔を上げると、山浦さんは神妙な面持ちで私を見ていた。

「専務は多くの社員から慕われており、秘書につきたい者も多く……。ですので専務の秘書は今まで私ひとりで務めてまいりました」

　そこまで聞けば、山浦さんがなにを言いたいのか理解できる。

「荻原さんは専務の秘書につく初めての女性です。もしなにか言われたりされたりすることがありましたら、すぐに私か専務にご報告ください。……あなたは実力で選ばれたんです、なにを言われても堂々としていてください」

　彼に言われた言葉が胸に響き、身が引き締まる。

　将生と結婚することが決まっていた私には、社会人になって働くことがなによりの夢だった。

　その夢が今、叶ったんだ。自分のためにもこうして力になってくれる人のためにも、ここでがんばっていきたい。

「はい」

　その思いで返事をすると、私たちのやり取りを静観していた誠司君が声をあげた。

「そうそう、なにかあったら隠さずにすぐに言って。……でないと、俺が将生に怒られちゃうから」

「えっ？」

　誠司君はクスリと笑いながら教えてくれた。

「心配なんだよ、小毬のことが。……幼稚園からずっとそばにいたのに、これからは会社でなにかあっても、将生は小毬を助けることができないだろ？」

　思いがけない話に目をしばたたかせてしまう。だって誠司君の話だと、まるでこれまでは、将生がそばでずっと私を守ってきたみたいじゃない？

　ふと、告白された日のことを思い出す。

　そういえばこれまでたくさんの人と付き合ってきたのは、私を守るためだって言っていた。

　もしかして私が知らなかっただけで、将生は私のことを様々なことから守ってくれていたのだろうか。

　そう思うと胸の奥がギュッと痛くなり、なんともいえない感情に支配される。

「きっと今も小毬のことが心配で、仕事が手につかなくなっているんじゃないかな。今日は絶対早く帰ってくるよ」

「そう、なのかな……」

　これまでだったら、そんな将生の姿を想像することができなかったけれど、今は少し想像できてしまい、ますます正体不明の感情に心が覆われていく。

「今日はこれから山浦さんに社内を案内してもらい、時間まで仕事を教わって。三ヵ月間は試用期間だから残業はしないようにね」

「……はい」

　そうだ、私たち新入社員は正式雇用に至っていない。この三ヵ月間、しっかりがんばらないと。

　その後、山浦さんに秘書課のオフィスがある二十四階を中心に案内してもらい、頻繁に使う部屋や休憩スペースなどを見て回っていく。

　秘書課のオフィスへも向かったが、この時間は誰もおらず、自分の席だけ教えてもらった。

　そして専務室のすぐ隣にある秘書室に案内された。十二畳ほどの広々とした室内で、デスクが三つあり、両側の壁際には資料がたくさん詰まった棚が設置されている。その奥には給湯室も完備されているようだ。

「社長、副社長、そして専務までは秘書が三人つく決まりとなっているのですが、専務に関しては先ほども申しましたがいろいろと事情があり、私ひとりで対応しておりました。ですが業務拡大により私のほうも忙しくなるので、こうして荻原さんが入ってくれて大変助かります」

「そうなんですね。……精いっぱい務めさせていただきます」

　私が力になれるか不安だけれど、できることを一生懸命やりたい。

「ではまず、一日の仕事の流れからご説明いたします」

「よろしくお願いします」

　メモ帳をポケットから取り出し、山浦さんの話を必死に書き記していった。

　それからの時間はあっという間だった。覚えること、やらなくてはいけないことがたくさんあり不安になったけれど、でもそれと同時にやり甲斐を感じることができた。

　同期につかまらないよう、定時の十七時になると同時に急いで会社を出たおかげで、電車も空いている。

　腰を下ろした時、電車がゆっくりと走り出す。スマホを見ると、同期の子たちから、グループチャットで次々と同じ内容のメッセージが届き始めた。どうして私が秘書課に配属されたのかと。

　山浦さんから誰かに聞かれた時に言うように教わったことを、文字にして打ち込んでいく。

　今年から方針が変わり、新入社員からも秘書課に配属されるようになったと。すぐに既読がたくさんつき、みんなから納得したという答えが返ってきてホッと胸をなで下ろす。

　帰ったら夕食の準備をしないと。誠司君は将生が今日は早く帰ってくるなんて断言していたけれど、最近はずっと帰ってくるのは二十時を回ってからだ。今日も遅いんじゃないかな。

　冷蔵庫に入っている材料を思い出しながら献立を考えていると、降りる駅に着いた。

　電車でたった三駅。駅からマンションまでは徒歩で三分と近い。もしかして将生は、私が通勤するのにアクセスのいいところを選んでくれたのだろうか。

　そう思うと、また私の胸の鼓動は忙しなくなる。

　改札口を抜けたところで指輪をつけていないことを思い出し、端に寄って足を止め、急いで左手薬指にはめた。

「毎日忘れないようにしないと」

　高いのはいらないと言ったのに、毎日つけるものだからと言って将生はすごく高価な指輪を買ってくれたんだよね。

　その時は嫌われていると思っていたから、世間の目を気にして高いのを買ってくれたのね、なんてひねくれたことを思っていたけれど……。

「どんな思いでこの指輪を選んでくれたんだろう」

　結婚してから初めて知った将生の想い。

　戸惑って動揺して、自分のことでいっぱいいっぱいだった。正直、これから先、将生のことを好きになれるかわからない。

　結婚からは逃れられないと思っていたし、愛のない政略結婚だと割りきっていた。でも彼の気持ちを聞いた今は、そう思えない。

　ちゃんと将生と向き合わないといけない。それに私はまだ自分の気持ちをしっかり伝えられていないもの。

　将生に対する想いも、これまで一度も誰かを好きになったことがないことも。

　今度、ふたりで落ち着いて話をする時間がある時に話そう。だって将生は私に伝えてくれたのだから。

　真摯に彼と向き合おうと心に決め、家路についた。




　玄関の鍵を開けて中に入ると、廊下には明かりが灯っている。

「あれ？　もしかして将生、帰ってる？」

　様子をうかがいながら家に上がると、リビングへ続くドアが開いた。

「おかえり、早かったな」

　エプロン姿の将生が出迎えてくれて、一瞬足が止まってしまう。

「え、将生？　会社は？　どうして今日、こんなに早いの？」

　びっくりして一気に聞くと、彼は目を泳がせた。

「今日はたまたま仕事が早く終わったから。……それよりもう飯できるから、早く着替えてこい」

「あ、うん」

　一方的に言うと、将生は再びキッチンへ戻っていく。

　言われるがまま寝室に入って着替えながら、思わず笑ってしまった。

「誠司君の言う通りだったな」

　私が心配で早く仕事を終わらせ、夕食を作って待っていてくれたって自惚れてもいいかな？　そう思うと自然と頬が緩む。

　着替えを済ませ、リビングに入る前にニヤけている顔をキュッと引き締める。こんな顔、見られたくないもの。

　ドアの前で一度深呼吸をしてから、そっとドアを開けるとおいしそうな匂いが漂っていた。

「準備できているぞ、食べよう」

　将生が用意してくれた料理が並ぶテーブルを見ると、私の好きなものばかり。目玉焼きがのったハンバーグに、カボチャのスープ。サラダも粉チーズがたっぷりかかっている。

「これ、全部将生が作ってくれたの？」

　思わず聞いてしまうと、彼は顔をしかめた。

「俺じゃなかったら、ほかに誰がいるんだ？　いいからほら、早く座って」

「あ、うん」

　戸惑いながらもいつものように向かい合って座り、手を合わせてさっそくカボチャスープから食べた。

「……おいしい」

　思わず声が漏れると、私の様子をうかがっていた将生は安心した様子。

「たくさん食べろ。疲れているからといって食べないと体によくないから」

　ぶっきらぼうに言いながらも彼の口もとは緩んでいて、本当に将生って不器用だなって思ってしまった。

　でも素直に彼の心遣いがうれしくて、正直疲れきっていて食欲がなかったのに、おなかが空いてくるから不思議だ。

　すべてきれいに平らげると、「片づけも俺がやるから」と言われ、手伝わせてもらえず。さらにデザートも用意してくれていて、コーヒーとともに出してくれた。

「このケーキ……」

　将生が買ってきてくれたケーキに、目が釘づけになる。

「この前、やけに真剣にテレビを見ていたからさ。食べたいのかと思って。……もしかして違ったか？」

「ううん、食べてみたいと思ってたの」

　不安げに聞かれたものだからすぐに答えると、将生は目を細めた。

「ならよかった」

　三日前だったかな？　夜、スイーツ特集を放送していて、そこで流れた洋菓子店のケーキがすごくおいしそうで、食べたいなって思っていた。口には出さなかったのに、気づいてくれていたの？

「人気のものを全種類買ってきたから、たくさん食べろ」

「えっ!?　全種類!?」

　驚いて大きな声をあげてしまうと、将生はバツが悪そうにそっぽを向いた。

「どれを食べたいのかわからなかったし、好きなものを選べるほうがいいと思って。それに種類も多くなかったから。五個しかないし食べられるだろ？　小毬、ケーキ好きじゃん」

「好きだけど……ふふっ。やっぱり多いよ」

　だけど私のために、悩みながら買ってきてくれたんだと思うとうれしくて、たまらない気持ちになり、頬が緩んでしまう。

「ありがとう将生、すごくうれしい。だけどこの時間にたくさん食べたら太っちゃうから、将生も一緒に食べてね」

　素直な思いとともにお願いをすると、彼は私をジッと見つめたままなにも言わない。

「どうしたの？」

　あれ……？　もしかしてなにか怒らせることを、言ってしまっただろうか。

　心が落ち着かなくなると、将生は急に立ち上がりリビングから出ていってしまった。

　少し笑ってしまったのがまずかった？　それとも将生は私のために買ってきてくれたのに、一緒に食べてって言ったから？

　と、とにかく謝らないと。将生だって仕事で疲れているのにわざわざ買ってきてくれて、さらにはご飯まで作ってくれたんだから。

　私も立ち上がってリビングから廊下に出ると、ちょうど書斎から将生が出てきた。

「あっ……」

　声を漏らすと私に気づき、将生は目を丸くさせる。

「どうしたんだ？」

「どうしたんだって……え、将生怒っていないの？」

「なんで俺が怒るんだよ」

　あきれた様子で言われ、拍子抜けしてしまう。

　じゃあなぜ急に席を立ったのだろうか。もしかして仕事の電話とか？

　そんなことを考えていると、将生は照れくさそうに手にしていた紙袋を私に差し出した。

「これは？」

　将生と紙袋を交互に見てしまう。すると彼はボソッと言った。

「……就職祝い」

　就職祝いって……嘘、本当に？

　さっきの料理とケーキだけでもう十分なのに、プレゼントまで買ってくれたの？

　びっくりしすぎて受け取ることも、なにか言うこともできずにいると、将生は早口でまくし立てる。

「小毬がもらって困るものを買ったつもりはないから。……だから受け取ってくれ」

「あ、ありがとう」

　受け取り、袋の中を見ると、かわいい包装紙でラッピングされた細長い箱が入っていた。

「開けてもいい？」

「あぁ」

　将生に了承を得てから包みをほどいていく。ドキドキしながら箱を開けると万年筆だった。

　全体的になだらかな曲線のフォルムで、光沢のあるパールホワイトの軸に、クリップ部分の可憐なピンクゴールドが映えるデザインはオシャレで、使い勝手がよさそう。なによりかわいい。

　胸がいっぱいで言葉も出ず、ただ万年筆を眺めてしまう。すると将生はいつになく焦った声で言った。

「小毬に仕事をがんばってほしくて選んだんだ。秘書職だと、なにかと書く機会が多いだろ？　だから手が疲れず、書き味のいいものを選んだつもりだったんだが……。デザインが気に入らなかったか？　いや、そもそも万年筆が間違いだったか？」

「ちがっ……。違うの。うれしくて胸がいっぱいで言葉が出なくて」

「えっ？」

　どんな気持ちでこれを選んでくれたのだろう。その時の将生を想像すると感極まり、涙がこぼれ落ちた。

「小毬？」

「ごめん、本当にうれしくて」

　困惑する彼を安心させるように、涙を拭って笑顔で伝えた。

「ありがとう将生。大切に毎日使わせてもらうね。……今日は本当にありがとう」

　素直に感謝の思いを口にすると、将生は目を丸くさせた後、ふわりと笑った。

「よかった、喜んでもらえて。……さっきのケーキもだけど俺、小毬が笑ったり喜んだりしてくれるとすごくうれしいんだ。万年筆は寝る前に渡そうと思っていたんだけど、もっと小毬の笑った顔が見たくて我慢できなかった」

　そうだったんだ、だから急に部屋から出ていったのね。

　将生はこんなにいろいろ考えてくれたのに、私は将生が会社を設立した時、なにもしなかった。誕生日は毎年なにかプレゼントしていたけれど、ほとんど義務的な気持ちで選んだよね。

　これまでのことを思い出すと、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「小毬にはずっと幸せそうに笑っていてほしい。……俺の隣で」

「将生……」

　彼の愛情をひしひしと感じ、胸がギューッと締めつけられる。自分の気持ちを伝えるのは、今じゃないかな？

「あのね、将生」

「ん？」

　甘い声で言う彼に、思いきって正直な想いを打ち明けた。

「私ね、あの……誰かを好きになる感情がどんなものなのか、わからないの」

「――え」

　将生は大きく目を見開いて驚いている。

　私のことを好きだと言ってくれた将生に、正直に話すのはどうなのかと思うけれど、たとえ彼を傷つけるとしても伝えたい。

「正直に話すね。……将生とは幼い頃からずっと一緒にいたでしょ？　だから私にとって親友のような兄妹のような、そんな存在だった。……でも初恋を経験する前に将生と結婚することが決まっていたから、恋愛をすることをあきらめていたし、誰かを好きになりたいとも思わなかったの」

　ひと呼吸置き、真っ直ぐに将生を見つめた。

「私に対する態度が冷たかったから、将生に嫌われていると思ってた。だからその……私も将生のことが嫌いだった」

　はっきりと『嫌い』と告げた瞬間、将生の瞳が大きく揺れる。

「……そっか」

　次第に彼の目線は下がっていき、力なくつぶやくと顔を伏せた。

　やはり傷つけてしまったよね。でも言わずにはいられないよ。

「だから将生に告白されてすごく驚いたし、戸惑った。どうしたらいいのかわからなくて、自分のことで精いっぱいで……。将生の気持ちを考える余裕もなかったの。……ごめんね」

「いや、俺のほうこそ悪かった。俺との結婚が嫌でも、小毬は断れるような性格じゃないって、ちょっと考えれば気づけたはずだったのに」

　自嘲気味に笑う姿に、ズキッと胸が痛む。

　お父さんたちの関係を考え、両親が喜んでいる姿を見るたびに結婚が嫌とは言えなかったし、そういう運命なんだとあきらめて受け入れていた。

　だけど将生にプロポーズされて、結婚を受け入れたのは私自身の決断だ。

「でも今は違うから。将生とは将来を添い遂げるつもりで結婚したし、これから自分の気持ちとしっかり向き合いたいと思ってる」

「えっ？」

　顔を上げた将生に、必死に思いを伝えていく。

「まだ人を好きになる気持ちがどういうものなのかもわからないし、将生のことを好きになれるかもわからない。……だから将生のことをもっと知りたいし、その……初めて好きになる人は、将生がいい」

　これが今の私の正直な気持ち。将生とは幼い頃からずっと一緒だった。途中、いろいろあったけど私のことをずっと想ってくれていた将生を、好きになりたいと心から思う。

「それと将生にも私のことを知ってほしい。……だって私たち、小学校高学年の頃からまともに話していないでしょ？　これからは将生と昔のようにいろいろな話がしたい。将生の笑った顔、私にもたくさん見せて」

「小毬……」

　きっと私も、将生の笑った顔や喜ぶ姿を見るだけで幸せな気持ちになれる気がするの。そうやって将生との関係を深めて、そして好きになっていきたい。

「恋人がするようなことはしたし、結婚もしちゃった。……でも一から全部やり直したいの。将生にときめいて、ドキドキして、それから恋人がするようなキスをしたい」

　なんて自分で言っておきながら、思い出すと恥ずかしくなる。『初めて好きになる人は、将生がいい』とか、『恋人がするようなキスをしたい』なんて結構大胆なことを言ったよね？　……でもすべて正直な気持ち。

　将生の気持ちを知り、こうして彼の優しさに触れて。素直に初めて好きになる人は将生がいい。だからもう一度最初からやり直したいって思ったの。

「えっと……プレゼント、本当にありがとう。ケーキ食べようか」

　なにも言わないから居たたまれなくなり、万年筆を箱の中に戻して踵を返した瞬間、背後から思いっきり抱きしめられた。それも苦しいほどきつく。

「ま、将生……？」

　布越しに伝わるぬくもりに、胸の鼓動の速さが増していく。

　ドキドキしているのがバレそうで、やんわりと離れようとしたものの、さらに強い力で抱きしめられてしまった。

　まるで心臓が体の外についているかのように、ばくばくとうるさい。

　絶対将生にも気づかれている。抱きしめられてドキドキしていることに。

　だけど将生に抱きしめられても嫌じゃない。胸が苦しいけれど、彼のぬくもりが心地よくも感じるから。

　どれくらいの時間、抱きしめられていただろうか。きっとほんの数十秒しか経っていなかったと思う。だけどとても長い時間に感じた時、彼は私の耳もとでささやいた。

「ごめん、小毬。……約束、今日だけは破ってもいい？」

「えっ？　――んっ」

　彼の唇が首筋を這い、思わず甘い声が漏れてしまう。ゆっくりと移動しながら私の首のうしろにキスをすると、きつく吸われチクリと痛みが走った。

　なにをされたかすぐに理解できて、体中が熱くなる。

　彼の腕の力が緩み、咄嗟に振り返るとすぐに口を塞がれた。逃さないというように将生の腕が背中と腰に回り、口づけはよりいっそう深さを増す。

「あっ……」

　強く唇を吸われるとこらえていた声が漏れ、その隙をついて将生の舌が口内に侵入してきた。

　執拗に舌を搦め捕られ、甘い刺激が体中をはしる。

「小毬……」

　キスの合間に何度も呼ばれる自分の名前。彼の声はかすれていて、それが異様に鼓膜を刺激する。

　それにキスがいつもと違う。強弱をつけて舌を吸われたと思ったら、甘く絡ませてくる。とろけるようなキスに腰が抜けそう。将生の舌も熱くてその熱がこっちまで伝染して息が上がってしまうよ。

　それに気づいた将生は、優しく唇を甘噛みしてきた。それがまた甘い刺激に変わり、くぐもった声が出てしまう。

　最後に触れるだけのキスを落とすと、髪に指を絡ませ、将生は愛しそうに私を見つめた。

「さっきの、信じてもいい？」

「……えっ？」

　乱された呼吸を整えながら、彼を見つめ返す。

「小毬が初めて好きになるのは、俺だって。……そんな未来がくると信じて、これからも小毬のそばにいてもいいか？」

　将生……。

　胸が苦しくて痛い。どうしてこんなに痛みを感じてしまうのだろうか。

　痛みを抑えながらそっと手を伸ばして、将生の頬に触れると、彼はくすぐったそうにする。

　そんな将生を悲しませたくないから？　もっと幸せそうな顔を見たいから？　理由はわからないけれど、質問の答えはすぐに出た。

「うん」

　私も将生のことを好きになる未来が訪れてほしいから。

　私の答えを聞き、将生は苦しげに顔をゆがめると深く息を吐いた。

「ごめん、キスして。……小毬に好きになってもらえるまで、もう絶対キスもしない。……俺も小毬と最初からやり直したい」

「将生……」

　どうしよう。やり直したいと言ってくれた将生の気持ちがうれしくて、泣きそうになる。

「ケーキ、食べようか」

「……うん」

　あふれそうになる涙をこらえるように、万年筆が入った箱を強く握りしめて将生の後を追った。










旦那様、嫉妬する




　息苦しさを感じて目を覚ますと、背後からがっちりと体をホールドされていた。そして聞こえてきたのは規則正しい寝息。

　起こさないようにうしろを見ると、将生がスヤスヤと眠っている。それなのにこうも強く抱きしめられていて、本当に寝ているのかと疑問が浮かぶ。

「将生……？」

　そっと名前を呼ぶけれど反応がない。どうやら熟睡しているようだ。

　入社式から二週間、ずっとこんな感じで目が覚めている。そういえばここ数日は、アラームが鳴る前に起きているかも。

　彼の腕の力が緩み、ゆっくりと寝返りを打って将生と向かい合う。

　こうして将生の寝顔を眺めるのが、日課になっている。

　幼い頃はよくふたりで昼寝をして、何度か将生の寝顔を見たことがあった。どんなに大人の男性に成長したって、寝顔がかわいいのは変わっていなくて、毎朝眺めてはニマニマしてしまう。

　結婚してから将生に対して、初めて抱く感情ばかり。正直今も戸惑っている。

　でも将生と過ごす日々は心地よくて、こうして同じベッドで寝ることも日常になりつつあるし、なにより朝起きて隣に彼がいると安心する。

　もっと将生のことを知りたいと思うし、一緒に過ごす時間を大切にしたい。

　彼の寝顔を見つめながらそんなことを考えていると、アラームが鳴った。

「んっ……」

　急いで止めたものの、将生を起こしてしまったようだ。だけどまだ寝ぼけているのか、焦点が定まらずボーッとしている。

「おはよう、将生」

「……おはよう」

　挨拶を返すと、再び将生はギューッと私を抱きしめた。するとやっと目が覚めたのか、慌てて私から離れて起き上がると小さく息を漏らす。

「悪い、抱きついたりして。それにごめん。今日も早く起きられなかった」

「ううん、大丈夫だよ。今日は朝ご飯私に作らせて。今、仕事忙しいの？　最近ぐっすりだよね」

　私も体を起こして聞くと、将生はため息交じりにつぶやいた。

「いや、仕事は忙しくない。ずっとソファで寝ていたから、ベッドだとぐっすり寝ちゃって……」

「えっ、ソファ？」

　どういうことか気になり聞き返すと、将生はハッとし「しまった」というように顔を引きつらせた。

「いや、その……」

　言葉を詰まらせると、彼は再びベッドに横になる。そしてうつ伏せになって枕に顔を埋めた。

「仕方ないだろ？　同じベッドで寝ていたら我慢できそうになかったんだから。あっさり約束を破って襲わないために、小毬が寝たらすぐにリビングのソファに移動して寝ていたんだ」

　お、襲わないためって……！

　恥ずかしい気持ちになる反面、申し訳ない気持ちにもなる。

　ソファでは熟睡できないはず。目が覚めて当然。だからずっと私より起きるのが早かったの？

「ごめんね、疲れが取れなかったよね」

　謝ると、将生は顔を上げて愛しそうに私を見つめた。

「小毬が謝ることじゃないだろ？　……それに今は小毬の正直な気持ちを聞かせてもらえて安心できたし、こうして一緒に暮らせているだけで欲求は満たされているから大丈夫」

「なっ……！」

　恥ずかしいことをサラリと言われ、大きな声が出てしまった。途端に彼は笑いだす。

「小毬ってちょっとしたことで、すぐ恥ずかしがるよな」

　首を伸ばして覗き込まれながら言われると、自分でも顔が熱くなるのを感じ、将生を見ていられなくなる。

「こら、目を逸らすな」

　だけどそれを許してくれなくて、頬を掴まれ嫌でも彼と視線が重なり合う。すると将生は愛しそうに私を見つめるものだから、たまったものじゃない。

「もっと小毬のいろいろな顔を見せてよ。……もちろん俺だけにだからな？　ほかの男にこんなかわいい顔、絶対に見せるなよ」

　甘い言葉をささやくと、ギシッと音を立てて将生はベッドから起き上がった。

「軽くなにか作ってくるから、小毬は顔を洗って熱を冷ましてこい」

「……え、でも」

「いいから」

　ポンと私の頭をひとなですると、彼は寝室から出ていった。

　今日は私が作ろうと思っていたのに。ガックリしながら着替えを済ませ、顔を洗う前に見た洗面台の鏡に映る自分の顔は紅潮していた。瞬時にさっきの彼の甘い言葉が頭をよぎり、胸がぎゅうぎゅうに締めつけられていく。

「もう、なに思い出してるのよ」

　今日はこれから仕事。いつまでも顔を赤く染めている場合じゃない。

　それから身支度を整えて、将生が作ってくれた朝食をふたりで食べてから家を出る。

　電車で行くからいいと断っても、一緒に家を出る時は送っていくからと押しきられ、今日も会社の最寄り駅まで彼の車で送ってもらった。

　ロータリーに車を停車してもらい、シートベルトを外して彼を見た。

「いつもありがとう。でも本当、私なら大丈夫だからね？　電車が混んでいても三駅だけだから平気だし」

　遠回りさせてしまい、毎日申し訳ないからいいって断っているんだけどな。運転だって疲れるでしょ？　これから仕事なのに……。

　その思いで言ったのに、将生は「気にするな」と言う。

「俺がしたくてしているんだから。本当は帰りも迎えにきてもいいんだぞ？　なにがあるかわからないし」

「ううん、大丈夫。……ちょっと将生、過保護すぎない？」

　そんなに私って危なっかしいかな？　満員電車なら学生時代にも何度か乗ったことがあるし、滅多になにかあるわけないのに。

　すると将生はクスリと笑った。

「言っておくけど、過保護になるのは小毬限定。好きだから心配になるってこと、いい加減わかれよ」

　ポンと頭をなでられ、これから会社に向かうというのにまた顔が熱くなる。

　だめだ、一刻も早く車から降りないと。

「えっと……送ってくれてありがとう。仕事、がんばってね」

「あぁ、小毬もな」

　車から降りてドアを閉めると、すぐに窓が開いた。

「いってらっしゃい」

「うん、将生もいってらっしゃい」

　何気ないやり取りに、くすぐったくなる。それをごまかすように手を振ると、将生は車を発進させた。

　次第に小さくなっていく車。見えなくなってもなかなか動くことができない。

　将生は変わった。ストレートに気持ちをぶつけてくるし……。結婚前はあんな彼を想像できなかった。

　いつものように結婚指輪を外して、ジッと見つめてしまう。

　でも、一番変わったのは私自身。将生の言動にドキドキしている。私……自分で気づけていないだけで、本当はずっと昔から将生のことが好きだったのかな。だからこんなにも些細なことで、心を乱されているの？

　答えの出ない問題にため息をひとつこぼし、指輪をしまうと急に肩を叩かれ心臓が飛び跳ねた。

「わっ!?」

　大きな声をあげて振り返ると、私の声に驚いた野沢君がいた。

「悪い、びっくりさせるつもりはなかったんだ」

「あ、ううん。私のほうこそごめん。ちょっと考え事しちゃっていて……」

「そうだったのか。声をかければよかったな」

　そのまま肩を並べて会社へと歩を進めていく。

　営業部のオフィスは秘書課のオフィスと同じ二十四階にあり、なにかと顔を合わせる機会があった。

　そのたびに野沢君は気さくに声をかけてくれて、他愛ない話をする。もちろん私にだけではなく、メッセージでやり取りをしている敬子に聞いた話だと、本社に配属された同期みんなに積極的に声をかけているようだ。

　昨日も敬子からは、二日前の昼休みに社員食堂で野沢君と出くわして一緒にお昼を食べることになり、いろいろな話ができたと喜びのメッセージが届いたから。

「荻原はどう？　高嶺の部署でうまくいってる？」

「……どうにか」

　なんて言いながら、先輩たちと打ち解けることはできていないし、仕事を覚えることで精いっぱい。

　そもそも秘書の仕事は、上司が円滑に仕事をできるようにサポートすること。秘書同士が接する機会があまりに少ない。

　入社式の次の日の朝、山浦さんが私を紹介したいから全員集まるようにと声をかけてくれて、そこで先輩たちと初めて対面したわけだけれど、とても歓迎されている雰囲気ではなかった。

　山浦さんが言っていた通り、専務の秘書の座を狙っていた先輩が多いようで、敵意を向けられていた気がするもの。

　だけど幸いなことに秘書課のオフィスで仕事をすることがほどんどないから、先輩たちと顔を合わせる機会もなく、今のところ目立った嫌がらせは受けていない。

「そっか、でも本当にすごいよな、大勢いる新入社員の中でたったひとりだけ選ばれたんだから。五ヵ国語話せるとか尊敬しかないわ。俺、英語でさえ怪しいや。あ、よかったら今度教えて。いっそのこと、みんな集めて授業やってよ」

「授業って……。私、教えられるほど発音よくないよ？」

「なに謙遜してんだよ。それに大丈夫、俺より下手ってことは一〇〇パーセントないから」

　野沢君と話していると、本当に楽しい。男性だって忘れちゃうくらい自然体で話せるもの。

「ちょうど今、近場にいる同期たちと集まって飲み会やろうって話しているんだ。決まったら荻原のことも絶対誘うから、そこで教えてよ」

「わかった、考えておく」

「あぁ、考えておいて。おいしい店探しておくから」

　白い歯を覗かせて笑う野沢君につられて、私も笑ってしまった。

　秘書課で話せるのは山浦さんだけで、その山浦さんも多忙で業務上の話しかしていない。

　入社するまでは、社会人になってからの夢や憧れをいろいろと抱いていた。同期とはもちろん、先輩たちとも打ち解けて、昼休みや仕事終わりに食事に行って、相談とかしたりして。

　仕事をするということは大変なことだ。でもそれだけではなく、人間関係を通して楽しいこともあると思っていたけれど……現実は理想通りにいかないもの。

　だけどこうして気にかけてくれる同期がいて、敬子という存在もできた。なにより働くことができることに感謝しないと。

　ちょうど会社に着くと玄関先で営業部の先輩に声をかけられ、野沢君は「またな」と言って先輩と先にエレベーターに乗り込んでいく。

　仲よさそうに先輩と話しているのをうらやましく眺めながら、私も別のエレベーターに乗りオフィスへと向かった。




「荻原さん、本日は中国進出の際、取引が生じる会社のリストを頭に叩き込んでください。重役もすべてです。実際に着工した際、専務との間に入ってやり取りしていただきますので」

「はい、わかりました」

　受け取った資料には、たくさんの付箋が貼られていて、重要なところはマーカーで記されている。

「お忙しいのにすみません、ありがとうございました」

「いいえ、お気になさらずに。では私はこれから専務とともに打ち合わせと会食へ向かいます。十四時には戻れるかと思います。……たしか本日は荻原さんも、昼休みは外出されるのでは？」

「はい、近くの会社に勤める友人と約束がありまして。もちろん昼休みの時間内には戻ってきます」

「ごゆっくりなさってきてください。なにかありましたら、私の携帯にご連絡を」

　そう言うと山浦さんは手短に準備を済ませ、颯爽と秘書室を出ていった。

「さて、しっかり頭に叩き込まないと」

　席に着いて、山浦さんが用意してくれた資料に目を通していく。

　社内は海外進出の準備で、なにかと忙しい。それは新入社員の私たちも肌で感じるほど。とくに誠司君は多忙を極めている。

　少しでもサポートができるよう、早く仕事を覚えないと。

　わからないところはネットで検索して、資料に書き込もうと手にした万年筆。それは将生からもらったもの。

　使うたびに渡してくれた時の将生の顔を思い出し、頬が緩んでしまう。それと同時に不思議とやる気が湧いてくるんだ。

　よりいっそう気合いが入り、電話対応などの通常業務をこなしながらだと、あっという間に時間は過ぎていった。




　そして昼休み。会社から徒歩五分のところにあるカフェに向かう。

　スマホを見ると、もうすでに到着しているとメッセージが届いていた。店内に入り、店員に待ち合わせしていることを伝え探していると、「小毬、こっち！」と言いながら久しぶりに会う由良が大きく手を振っている。

「ごめんね、遅くなっちゃって」

「ううん、全然だよ」

　由良と会うのは大学の卒業式以来だ。それというのも由良は大の旅行好き。高校生の頃からよくひとり旅をしていて、大学生になると海外に行くようになった。

　就職活動を終え、卒業まで必死にバイトしてお金を貯めて、卒業式の次の日からアジア諸国を回る旅へ出かけてしまったのだ。

　戻ってきたのは、入社式の前日だったらしい。そしてそのまま由良は研修旅行に入り、やっと今日会うことができた。

　由良はとにかく綺麗で目立つ子だ。それなのにサバサバした性格で、どこに行っても中心にいるような存在。そして大の世話好き。

　中学校では、将生との関係を周囲に知られることはなかった。だけど小学校の時のトラウマがあり、なかなかクラスに馴染めずにいた私に、由良が声をかけてくれたのが仲よくなったきっかけ。

　由良のおかげでクラスメイトとも打ち解けることができて、自分から人に話しかけることもできるようになった。

　彼女は私にとって、かけがえのない存在だ。

　そんな由良はこの近くに本社を構える、化粧品会社に入社した。綺麗で話上手な彼女に、ぴったりな職種だと思う。

　注文を済ませると、水をひと口飲み、さっそく由良は聞いてきた。

「結婚して自由になった感想を聞かせてよ。毎日楽しく過ごしている？　いや、過ごしているはず。だってガツンと言ってやったんでしょ？　あいつに大嫌いだって」

　これにはただ、苦笑いするしかない。

　将生のことを、由良には幾度となく相談してきた。そうするうちに由良まで将生のことが嫌いになったようで、いつも『あいつ』呼ばわりしている。

　結婚後、寝室は別にしてもらってバリバリのキャリアウーマンとなり、私は自由に生きるつもり！と宣言していた手前、非常に今の状況を説明しづらい。

「その時のあいつ、どんな顔してた？」

「えっと……」

　期待に満ちた目で私を見る由良に、結婚式の日から今日までのことを話していく。だけどなぜか私の話を聞いて、由良は終始笑いをこらえていて、すべて話し終えると、我慢できなくなったようにおなかをかかえて笑いだした。

「アハハッ……！　どうしよう、おかしくておなかが苦しい」

「え？　由良？」

　話をして笑われるのは想定外だった。てっきり私と同じように驚くとばかり思っていたのに。

　困惑していると、なにがそんなにおもしろいのやら、由良はあふれた涙を拭った。

「いやー、私が旅行中にそんなおもしろい……いや、大変なことになっていたとは」

　言い換えたけれど、間違いなく『おもしろい』って言ったよね？

　疑念を抱いていると、由良は大きく咳払いした。

「ごめん、笑ったりして。……小毬には悪いけど、私はずーっと知ってたの。あいつが小毬のことを好きでたまらないって」

「――えっ」

　知ってたって……嘘でしょ。

　ちょうど注文した料理が運ばれてきて、話は一時中断。だけど気になって店員が去った後すぐに問うた。

「どういうこと？　どうして由良が知ってたの？」

　私と一緒になって悩んだり怒ったりしてくれたのに。

「小毬の近くにいたら、嫌でも気づくよ。あいつの気持ちに」

　手を左右に振りながら「まずは食べよう」と言われ、パスタを口に運んでいくものの、やっぱり気になって食事どころではなくなる。

　それに気づいたのか、由良は食べながら話の続きをしてくれた。

「だって一目瞭然だったから。バレないようにいつも小毬を見ていたし、小毬がいないところでかなり気にかけていたしね」

　なにか思い出したのか、笑いだした由良。

「よく小毬のことを悪く言ってた女子たちに、あいつが牽制しているのを見たなー。強者はそれを逆手に取って、あいつに付き合ってって迫っていたけど」

　将生から聞いて知っていた話だけれど、どこか信じられない自分もいた。でも由良から聞くと、本当だったんだって実感させられる。

「それと小毬のことを少しでも好意的な目で見た男子に、圧力をかけていたんだけど、それがまたものすごい形相でさ。だから男子は小毬に話しかけたくても、話しかけられなかったんだよ」

　え、それじゃ私に男友達ができなかったのは、もしかして将生のせい？

　そんな疑惑が増す中、由良は食べる手を止めて、眉尻を下げた。

「男って好きな子にはうまく愛情表現できない生き物なんだって、大人になった今は理解できるけど、昔は小毬に対してさんざんな態度だったでしょ？　だからあいつのことは大嫌いだった。……でも小毬を好きな気持ちは本物だと思うよ。昔からずっと」

　しみじみと言われ、胸がトクンと音を立てた。

「でもあいつの愛情表現は間違っていたと思う。あの冷たい態度も、理由があったとはいえ、小毬以外の子と付き合うのも私は許せなかったから、やっぱりあいつのことは大嫌いだし、小毬にずっと誤解されたまま嫌われていればいいと思ったわけだけど」

　悪い顔をして言う由良に、顔が引きつる。

　何年も一緒にいた親友なのに、私はまだ由良のすべてを知っているわけではなさそうだ。

　由良を敵に回したら……と想像すると、戦々恐々としてしまう。

「それで小毬はどうするの？」

「えっ？」

「あいつとよ。……結婚してから初めてあいつの気持ちを知って、これからどうするつもりなの？」

　肝心なことを聞かれ、ドキッとなる。

「まぁ……あいつの話をする小毬の様子と、今も結婚生活を続けているところから推測すると、多少なりとも小毬の中で気持ちの変化があったのかな」

　さすが由良だ。言わなくても私の気持ちはお見通しのようだ。

「変だよね、あんなに嫌いだと思っていたのに、将生の気持ちを聞いたらドキドキするようになるなんて」

　由良は口を挟むことなく、私の話に耳を傾けた。

「ほかの子と付き合っていたことや、冷たかった理由を聞いたらなんか、うまく言えないんだけど、胸がむずがゆいっていうか……その、表現しがたい気持ちになって」

「うんうん、それで？」

　ニマニマする由良に、居たたまれなくなりながらも続けた。

「将生ね、すごく変わったの。もしかしたら今の姿が本当の姿なのかもしれないけど、私はまだ知らないことがたくさんあるから。……だからもっと知りたいと思うし、初めて好きになるなら将生がいいって思っちゃったの」

　これには微笑ましく聞いていた由良も、大きく目を見開いた。

「将生と最初からやり直したいと思ってる。……それに将生と一緒にいると心地よくて。家のことも積極的にやってくれるし、気遣ってくれるし、仕事も応援してくれているの」

　次々と将生のいいところをあげていくと、徐々に由良は不機嫌になる。そして深いため息を漏らした。

「あいつのことは大嫌いだけど、小毬がそう言うなら血を吐きながら応援するよ。だけど正直、小毬に優しいあいつなんて想像できないなー。あ、今度ふたりの新居に遊びにいってもいい？」

「えっ？」

　パッと目を輝かせ、由良はハツラツと言う。

「そこで私が、本当にあいつは小毬を幸せにできる器か、しっかり見定めてあげる！　ね、いいでしょ？」

「えっと……一応将生にも聞いてみるね」

　私だけの家じゃないし、確認取ったほうがいい。それに由良が将生を嫌っているように、なんとなく将生も由良のことを苦手に思っているように感じるから。

「うん、お願い。……ずっと小毬にも誰かを好きになる気持ちを知ってほしかったし、それがどれだけ幸せなことなのか身をもって実感してほしかったの。その相手があいつっていうのが気に食わないけど、小毬が幸せならあいつでもいいよ」

「由良……」

　由良は高校一年生の時、バイト先で知り合った大学生と付き合い始め、由良が大学生になってもふたりの関係は続いていた。

　でも私たちが大学三年生の時、就職して社会人になっていた彼の海外への転勤が決まり、たくさん話し合ってふたりは別れの道を選んだ。

　今でも由良はその彼のことが忘れられないと言っている。ふたりの始まりから終わりまでを知っているから、由良が私に言ってくれた言葉に重みを感じ、胸が苦しい。

「もちろん誰かを好きになるって、楽しいことやうれしいことばかりじゃない。つらいことや苦しいこともあるよ。だけど、それすら愛しく感じられるほど相手を好きになるのって、すごく幸せで……。小毬にもそんな幸せな恋愛をしてもらいたい……だから！」

　そう言うと前かがみになり、私に向かって人さし指を立てた。

「あいつのことをしっかり見定めたいから、ＧＷのこと、絶対に忘れないでね！」

「う、うん」

　私の返事を聞くと由良は満足し、再び料理を食べ進めていく。

　これはどうにか将生の了承を得ないと、いけないようだ。

　食べ終わり、すぐに運ばれてきたアイスコーヒーを飲みながら、お互いの仕事の話をしていると、そろそろ会社に戻らないといけない時間になっていた。

「話し足りなかったねー。今度会えるのはＧＷになりそうだし、社会人になると会える時間が限られちゃうね」

「そうだね。でも会社近いし、またランチしよう」

「うん、絶対にね」

　そんな話をしながら会計に向かうと、列ができていた。最後尾に並ぶと、前に並ぶスーツ姿の男性三人に目がいく。

　ん？　このうしろ姿、すごく見覚えがあるぞ。もしかして……。

　様子をうかがっていると、私の視線に気づいたひとりが振り返った。

「え、荻原？」

「やっぱり野沢君だ」

　一緒にいたのは千葉支社に配属された谷君と岸本君。ふたりも歓声をあげた。

「おぉ、荻原さんじゃん！　久しぶり」

「元気だった？」

「うん、ふたりも元気そうだね」

　二週間ぶりなのに、ずいぶんと会っていないような気がする。

「ふたりとも近くで研修があったみたいでさ、せっかくだから一緒に昼食べようってことになったんだ」

「そうだったんだ」

　野沢君から事情を聞いていると、なにやら谷君と岸本君は由良をチラチラと見ている。

　そしてわざとらしくふたりして喉を鳴らすと、私に聞いてきた。

「荻原さん、そちらの美人さんは？」

　そう聞かれ由良を見ると、彼女は微笑んだ。

「初めまして、吉井由良です。小毬とは中学以来の友人で、会社もこの近くなんです。……皆さんは小毬の同僚の方ですか？」

「そうなんです、荻原とは同期で――」

「俺、谷といいます。彼女はいません」

「俺もです！　絶賛募集中の岸本です！」

　由良のスマイルに谷君と岸本君は、野沢君が話し途中なのに、我先にと口を開いた。

　わかりやすいアピールに、私と野沢君は顔を見合わせて苦笑いしてしまう。

「次のお客様、どうぞ」

　店員の声に野沢君はふたりの肩を掴んだ。

「ほら、吉井さん引いてるからそこらへんにしておけ」

　そう言って残念がるふたりに先に会計をさせている間、野沢君は私たちに向かって、「悪かった」と両手を合わせた。

「じゃあ荻原、またな」

「あ、うん」

　自分の支払いを済ませると、由良ともっと話したそうなふたりを引きつれて颯爽と出ていった。

　その途端、由良は肘でつついてくる。

「なによ、小毬。さっそく会社で友達ができたんだ？」

「うん」

　お互い会計を済ませて店の外に出ると、歩を進めながら由良は感慨深そうに言う。

「出会ったばかりの小毬からは想像できなかったね。異性の友達ができるなんて。できなかったのはあいつのせいでもあるけど、初めてじゃない？」

「うん。でも野沢君って異性とは思えないほど気さくな人だから、すごく話しやすいんだ」

「そっかそっか。安心したよ、会社でうまくいっているようで」

　世話好きな由良らしい発言に、笑みがこぼれる。

「仕事も大変だと思うけど、がんばってね。あ、だけど無理は禁物！　小毬はすぐため込んじゃうところがあるから、つらいことがあったら私に話してね」

「うん、ありがとう。……由良もだからね。私、愚痴でもなんでも聞くから」

「ありがとう。イラッとすることがあったら、すぐに小毬を頼るわ」

　交差点で別れ、小さくなっていく彼女の背中を見送って私も会社へ戻る道中、これまでのことが脳裏に浮かぶ。

　由良はずっと一番の味方で、どんな話も親身になって聞いてくれた。友達のことや将生のことでたくさん心配かけたし、迷惑もかけたよね。

　これからは少しでも由良に負担をかけず、今まで力になってくれた分、今度は私が由良の幸せのために尽くしたいな。将生とのことでも安心させたい。

　そんなことを考えながら会社に戻り、玄関を抜けると、壁に寄りかかっていた野沢君が私を見るなり駆け寄ってきた。

「荻原、ちょっといいか」

「どうしたの？」

　私の前で足を止めると、まずは先ほどのことを謝罪してきた。

「さっきは谷と岸本が悪かったな。吉井さん、気分悪くしていなかったか？」

「ううん、全然大丈夫だよ」

　美人な由良は、周囲から騒がれていた。さっきみたいなことも学生時代によくあり、そのたびに由良は笑顔でスルーしていたっけ。

　昔のことを思い出していると、野沢君はホッとした顔を見せる。

「よかった。……実はさ、荻原に頼みがあるんだけど」

「なに？」

　首を捻ると、野沢君は言いにくそうに切り出した。

「実はさ、あのふたりがその……また吉井さんに会いたいって言うんだ。荻原からさりげなく聞いてほしいって頼まれたんだけど……吉井さんって彼氏はいるのか？」

「あー……えっと、由良、彼氏はいないけど好きな人がいて……」

　由良が私の幸せを望んでくれているように、私も由良の幸せを誰よりも願っている。もちろん由良の気持ちを尊重するけど、運命の出会いはいつあるかわからないのは、由良にも言えること。

　もしかしたら谷君や岸本君と、気が合うかもしれない。……とは思うものの、幸せだった由良も別れてどん底だった由良も知っているから、安易に言えないでいる。

　言葉を濁すと、「やっぱりそうだよな」と言いながら野沢君は頭をかいた。

「あいつら、もう一度吉井さんに会いたいみたいで。……みんなで飲み会とかできないかな？　会って脈がないとわかれば、あきらめると思うから」

　野沢君に「聞いてみてくれないか？」と両手を合わせて頼まれると、非常に断りにくい。

　私が敬子やみんなと打ち解けることができたのは、野沢君のおかげだから。

「えっと……じゃあ聞いてみるよ」

「本当か!?　サンキュ、荻原！　あいつらひと目惚れしたって言っていたからさ、力になってやりたくて……」

　こういうところ、野沢君らしい。きっと敬子は、野沢君のこういう優しいところに惹かれたんだろうな。

　そうだ、敬子も誘ったらどうかな。さっき野沢君も『みんなで』って言っていたし。

「あ、ひとつお願いしてもいいかな？」

「おう、なんでも言ってくれ」

　両手を広げる野沢君に、さりげなく提案した。

「せっかくだからほかの同期も誘わない？　みんなで会ったほうが楽しいし、由良も大勢で集まるのは好きだから」

「いいな、そうしようか。どうせなら吉井さんの会社の友達も誘ったらどうだ？　この近くなんだよな？」

「そうだね、そのほうが由良も来やすいかも」

　とんとん拍子に話は進み、まずは由良に私から聞いてみることになった。

　昼休みが終わるまであと十分ある。オフィスに戻ってさっそく由良にメッセージを送ると、すぐに返信が届いた。

【なにその企画！　楽しそう。小毬の会社の人たちと会ってみたいし、もちろん参加するよー。私の会社の友達もみんな出会いを求めているから、喜んで参加すると思う】

　そんなメッセージとともに、大喜びしているキャラクターのスタンプが送られてきて、ホッと胸をなで下ろす。

　由良からの返事を野沢君にメッセージで伝え、午後の勤務に戻った。




「嘘、もう日程決まったの？」

　この日の夜、帰宅して夕食の準備をしていると、野沢君から同期のみんなに宛てたメッセージが届いた。

　どうやら仕事が終わってすぐに谷君たちとやり取りをし、早々と決めたようだ。

　来週の金曜日、会社近くにある居酒屋で十八時からとなっている。

　すぐに野沢君から、由良にもこの日程で大丈夫か聞いてほしいと、個別のメッセージが届いた。

　火を止めて、由良に送るメッセージ文を打ち込んでいく。

　由良も会社の友達も、今月の平日ならいつでもいいと言っていたから、大丈夫だと思うんだけど……。

　送るとすぐに既読がつき、由良は大丈夫と返信が届いた。友達に聞いてみるとも。

　友達の返事も聞いたら野沢君に連絡しようと思い、スマホをエプロンのポケットにしまい、料理を再開する。

　今夜は遅くなるって聞いていないし、そろそろ帰ってくる頃かな。

　できあがった煮物を皿に盛りつけていると、玄関のドアが開く音が聞こえ、少しすると廊下に続くドアが開き、スーツ姿の将生がキッチンに入ってきた。

「ただいま、小毬」

「おかえりなさい。もうご飯ができるよ」

「ありがとう。じゃあ着替えてくる」

　そう言って出ていった将生。

　ほかのおかずも盛りつけて、次々とテーブルに運んでいると、着替え終わった将生も一緒に手伝ってくれた。

　片づけはふたりでやって、食後に将生がコーヒーを淹れてくれるのが日課になりつつある。

「はい、小毬の分」

　将生がそう言って、私の前のローテーブルにカップを置く。

「ありがとう」

　並んでソファに座り、私はテレビを見て、将生はノートパソコンを開き、なにやら調べ物をしているようだ。

　最初はこんな生活をする毎日を想像さえできなかった。きっと将生は毎日帰りが遅くて、家に帰ってこない日もあるかもしれない。そして家で顔を合わせても、口をきかない冷めた関係のまま日々を過ごしていくとばかり思っていたから。

　私たちの日常を知ったら由良、腰を抜かすんじゃないかな。

「あっ……」

　コーヒーを飲んでいると由良で思い出し、思わず声をあげると、すぐに将生がパソコンを操作する手を休め「どうした？」と聞いてきた。

「あのね、お願いがあるんだけど……」

　手にしていたカップをテーブルに置き、そう前置きすると、なぜか将生はうれしそうに表情を緩めた。

「なに？　なにか欲しいものでもあるのか？」

　どうやら将生は、私が欲しいものがあっておねだりすると勘違いしているようだ。

「ううん、違うよ」

　すぐに否定すると、あからさまにがっかりした様子。

　え、なに？　将生は私になにかねだってほしいのだろうか。そんな疑問が浮かんだが、すぐにそんなわけないと頭の中で否定して本題を切り出した。

「今日、久しぶりに由良と会ったの。それでね、由良がＧＷに家に遊びにきたいって言うんだけど、いいかな？　来ても」

「由良って……吉井だよな？」

「うん」

　それを聞いて顔を引きつらせた将生だけれど、すぐにぎこちない笑顔を見せた。

「もちろんいいに決まってるだろ？　ここは小毬の家でもあるんだから」

「え……いいの？　だって将生もＧＷは休みで家にいるよね？」

　てっきり難色を示されると思っていたから、あっさりと了承してくれて驚きを隠せない。

「仕事は休みだけど、もし吉井が俺に会いたくないって言うなら、どこかに出かけるか会社に行って仕事をしてくるからいいよ」

「ううん、そんな……！　由良も将生に会いたがっていたから、家にいてくれるとうれしい」

　そう伝えると将生は大きく目を見開いた。

　嘘は言っていない。由良の目的は将生に会うことだと思うし。でもその理由が今の将生を見定めるため……とは言えなくて、うしろめたい気持ちになる。

「そっか、わかった。じゃあ家にいるよ。……正直、吉井のことがきら……いや、苦手だったが小毬の親友だもんな。手厚くもてなすよ」

　うっ……！　将生、『嫌い』って言いかけて『苦手』と言い換えたよね？　由良が将生のことを嫌いなように、やはり将生も由良のことをよく思っていないようだ。

　それでも会うと言ってくれた将生の気持ちが素直にうれしい。由良にも実際に会ってわかってほしい。今の将生は昔とは違うんだって。

「ありがとう、将生」

　感謝の思いを告げると、将生はまばたきもせずに私を見つめた後、見る見るうちに頬を赤く染めた。

「え……将生？」

「……見るな、恥ずかしいから」

　そう言ってそっぽを向く彼は、耳まで赤くなっていた。

　えっと……これは照れている？　でもどうして？

　答えが知りたくてジッと見つめていると、私の視線に気づいた将生は両手で顔を覆った。

「小毬からお礼を言われること、滅多にないからうれしかったんだ。しかもかわいい笑顔で『ありがとう』とか、とんだオプションをつけられたんだから」

「オプションって……」

　思わず笑いそうになり、ギュッと口を結んだ。ここで笑ったりしたら、将生はもっと恥ずかしがりそう。

　そんな将生もちょっぴり見たいと思いつつも、これだけは言いたい。

「これからもたくさん将生に『ありがとう』って言うからね」

「え？」

　手をどけた将生の顔はやっぱりまだ赤くて、口もとが緩む。

「だって自然なことでしょ？　ありがとうって言うのは。将生だってさっき、帰ってきてすぐ言ってくれたじゃない。……結婚してから将生、変わったよね。いろいろ気遣ってくれていつもありがとう。将生のおかげで私、仕事がんばれているよ」

「小毬……」

　今朝だって朝ご飯を用意してくれた。家事だってなにも言わずにやってくれる。それがどれだけ助けになっているか……。

　生活面だけではない、精神面でも私は将生に支えられていると思う。

　だけどこうして改まって言うと、非常に恥ずかしいものがある。おまけに将生がなにも言わないから余計に。

「なんか照れるね」

　恥ずかしさをごまかすと、将生は目尻にたくさんの笑い皺をつくって言った。

「あぁ、照れるな」

　言葉通り、どこか照れくさそうに笑う将生の笑顔に目が釘づけになる。

　昔はよく将生、私の前で笑ってくれて、そのたびに私までうれしい気持ちになっていた。

　熱が顔に集中していくのがわかり、咄嗟にソファにあるクッションで顔を隠した。

「え、小毬……？　急にどうしたんだ？」

「やっ……！　見ちゃだめ!!」

　クッションに将生の手が触れた瞬間、大きな声が出てしまった。

「えっ？」

　絶対変な顔になっているもの。将生に見られたくない。

「なんでだめなわけ？　さっき小毬は俺の情けない顔を見ただろ？　それなのに小毬は見せてくれないなんて、フェアじゃない」

　私がクッションを持つ手の力を強めたのを見て察知したのか、意地悪な声で言うと、無理やり私の顔を見ようと試みる。

　クッションを奪われそうになったけれど、必死に死守した次の瞬間、将生は私の耳もとでささやいた。

「見せてよ、小毬」

「……っ」

　鼓膜を刺激する彼のかすれた声にゾクッと体が震える。その隙をついて将生は私の手からクッションを奪った。

「あっ……！」

　クッションを追っていくと、愛しそうに私を見る将生と目が合う。

「なに恥ずかしがってるんだよ、小毬から言ってきたんだぞ？」

「そ、それはそうだけど……」

　だめだ、平常心！と思えば思うほど心が乱れていく。

　そんな私の心情を知ってか、将生はさらに私の心を煽る。

「俺も小毬のおかげで仕事をがんばれているよ。働いているのに家のことをやってくれて感謝しているし、疲れて帰った時に小毬に『おかえり』って出迎えられると、一日の疲れも吹き飛ぶ。……だから今日も小毬の『おかえり』が聞きたくて、着替えもせず真っ先にキッチンに行ったんだ」

　そう、だったんだ。

　またひとつ将生の気持ちを知って、胸がときめく。

「不思議だよな、昔はこうやって素直な想いを伝えるのが苦手であまのじゃくだったのに、今はスラスラと気持ちを伝えることができる」

　私だってそう。こうして将生と普通に話せていることが不思議だよ。昔は目さえ合わなかったのに。

　だから困るの。真っ直ぐ目を見てストレートに気持ちをぶつけられ、優しく笑いかけられると、いつも通りでいられなくなる。

　胸が苦しくてまともに将生の顔を見られず、目を逸らした。

「あまりそういう顔しないでくれ。……せっかく我慢しているのに、できなくなる」

「えっ……」

　再び彼を見れば、苦しそうに表情をゆがめた。

「誠実でいたいのに、小毬は簡単に俺の理性を崩壊させる。……小毬が俺を好きになってくれるまで触れないと決めたのに……」

　自嘲気味に笑う姿にさえドキドキしてしまう。

　将生だって私の心を大きくかき乱している。それを言ったら昔からそうだったのかもしれない。

　彼の言動に傷ついたりときめいたりと、感情の起伏が激しかった。

「少しだけ触れてもいい？　……小毬のこと、思いっきり抱きしめたい」

　今だってそう。熱い眼差しで見つめられたら、抗うことなんてできなくなるんだ。それに拒む理由も見つからない。将生に触れられることを嫌とは思わないから。

「小毬……」

　恥ずかしくて素直に「いいよ」と言えずにいると、艶のある声で呼ばれ、胸をギュッと締めつけられる。

　見つめ合ったままでいると、将生のスマホが鳴った。その音に張りつめていた緊張の糸が切れたように声が出る。

「将生、電話……」

「わかってる。……わかってるけど」

　鳴りっぱなしの呼び出し音。だけど将生は一向に電話を取る気配がなく、ただ熱く私を見つめるばかり。

　だけどいつまでも鳴りやまない着信音に、将生は大きなため息をこぼし、勢いよく立ち上がった。

　そして私に背を向けると、苛立った様子で電話に出た。

「もしもし。……あぁ、洋太か。どうかしたのか？」

　どうやら電話の相手は副社長である秋田さんのようだ。仕事の話かもしれない。

　なんとなく近くにいると電話の邪魔をしちゃいそうで、空になったカップを手に持ち、キッチンへ向かった。

　カップを洗っていると、少しずつ胸の高鳴りも収まっていく。

　よかった、秋田さんがタイミングよく電話をかけてきてくれて。……電話がなかったら私は将生に抱きしめられていたと思う。

　最初からやり直したい、好きになってから恋人がするようなことをしたいと言ったのに、なにやってるのよ。

　冷静になると、自然と将生の声が耳に届いた。

「いや、とくに予定はないが……。は？　そんな急な。……わかってるけど、俺の事情も知ってるだろ？」

　焦った声で話しているけど、どうしたんだろう。なにかトラブル？

「……わかったよ、ちゃんと参加するから。あぁ、手配はお前に任せる」

　カップを布巾で拭いて食器棚にしまい、電話を終えた将生を見ると浮かない顔だ。

「なにかあったの？」

　心配になりリビングに戻りながら聞くと、将生は首を横に振った。

「いや、トラブルとかじゃないんだ。……ただ、洋太が勝手に新入社員のための歓迎会に、俺も参加するって言ったようで」

「え、歓迎会なら出なくちゃいけないんじゃないの？」

　思ったことを口にしたら、将生は困った顔を見せた。

「せっかくの楽しい歓迎会が台無しにならないか？　もちろん社員が増えるまでは参加していたけど、今は社員教育は部下に任せて俺は経営のみに集中しているから、ほとんど関わりがない。そんな俺が参加したって、場の空気を壊しかねない気がしてさ」

　たしかに自分の立場に置き換えると、将生の言うことも一理ある。同期会に社長が現れたら恐縮して、ガチガチになっちゃいそうだもの。

　だけど職場環境によって違いはあるんじゃないかな？　副社長である秋田さんが誘ってきたってことは、将生は社員に好かれていて、新入社員のみんなは将生が出席してくれることを望んでいるのかもしれない。

「参加してみたらどうかな？」

「えっ？」

　さっき、将生があまりに困惑した様子だったから、なぜか少しでも励ましたくて必死になる。

「秋田さんが誘ってきたってことは、みんな将生に参加してほしいって思っているからかもしれないでしょ？　それに行ってみなきゃわからないよ。案外将生が参加することによって、大盛り上がりするかもしれないし！」

　すると将生は目をしばたたかせた後、顔をクシャッとさせて笑った。

　あぁ、やっぱり私は将生の笑顔に弱い。心臓を鷲掴みにされたように苦しくなる。

「そうだな、参加してみないことにはわからないよな」

「う、うん」

　ドキドキしていることを悟られないよう、平静を装う。

「じゃあ悪いけど来週の金曜日、行ってくる」

「わかったよ。……あ、来週の金曜日なの？」

「あぁ、そうだけど……」

　あれ？　たしか同期会も来週の金曜日だった気がする。

　急いで送られてきたメッセージを確認すると、やはりそうだった。

「ちょうどよかった。私もその日、同期会があるの」

「同期会？」

「うん、あと由良たちの会社の子も一緒に」

「え、吉井たちも？」

　混乱する将生に、会社の同期の子と由良の会社の友達みんなで飲み会をすることになったことを伝えた。

「そうか、じゃあちょうどよかったな。……楽しんでくるといい」

「うん、将生も」

「俺はまだ調べたいことがあるから、先に風呂入ってくれ」

　そう言うと将生はソファに腰を下ろし、再びパソコンを開いた。

　調べたいことって仕事のことかな？　いつものことながら、本当に大変だよね。邪魔をしないようさっさとお風呂に入ってこよう。

「じゃあ先に入るね」

　リビングを出てお風呂の準備をしながら、由良からの返信を野沢君に伝えていないことを思い出す。

　スマホを見ると、由良から友達もみんな大丈夫との返信が届いていたので、それも合わせて野沢君に送り、浴室に向かった。




　そして迎えた同期会当日。時間前には全員集まり、谷君と岸本君の乾杯の音頭を皮切りに始まった。

　由良はさっそくふたりに囲まれ、質問責めにあっている。昨夜、【私は私で楽しくやるから、小毬は気にせずみんなと親睦を深めることに徹すること】とメッセージが送られてきたけれど、大丈夫かな？

　心配でチラチラと様子をうかがっていると、ほかの子と話していた敬子が私の隣にやって来た。すると私の肩を揺すり、今にも泣きそうな声で言う。

「小毬、見てあれ！」

　敬子が指さす方向に目を向けると、由良の会社の友達に囲まれている野沢君の姿があった。

「こうなると予想していたけど、実際に目の当たりにするとモヤモヤする」

「モヤモヤ？」

　聞き返すと、敬子はグラスに三分の一残っていたウーロンハイを一気に飲み干した。

「そう、モヤモヤ！　……だって好きな人が自分以外の女の人と一緒にいるところを見たら、誰だって嫌な気持ちになるでしょ？」

　そういうものなの？　誰かを好きになったことがない私には想像できない。

「まだ野沢君が誰のものにもなっていないことが救いだけど、この先はどうなるかわからないでしょ？　社会人になったし、ウカウカしていたらあっという間に誰かに取られちゃいそう。だからがんばってくる！　小毬、私に活を入れてくれない!?」

「えっ？　あっ……が、がんばって！」

　両手拳をギュッと握ってエールを送ると、敬子は「ありがとう、出陣してくる！」と言い、野沢君のところに向かった。

　そして割って入り、しっかりと野沢君の隣に座ると敬子はうれしそうに野沢君に話しかけている。

　かわいいな、敬子。

　同性ながら、野沢君の隣で話す敬子の笑顔に胸がキュンとなる。

　だけど、そっか。好きな人が異性と仲よくしていたら嫌なものなんだ。

　目から鱗な情報に関心していると、谷君と岸本君から逃れてきた由良が、ぐったりした顔で隣に座った。

「疲れた」

　ひと言そうつぶやくと、私に寄りかかってきた由良に申し訳ない気持ちになる。

「ごめんね、由良の気持ちを知っておきながら今日誘っちゃって」

「ううん、私が来たかったから来たの。あのふたりからは話しかけられるだろうなーって覚悟してきたし。でもはっきりと元彼のことが忘れられないって言ったら、早々とあきらめてくれたみたいでほら、見て。さっそく別の子にアタックしてる」

「本当だ……」

　ふたりは由良の友達に声をかけていて、変わり身の早さに乾いた笑い声が漏れる。

「それに小毬が同期の子たちとうまくいっているか、この目で見て安心したかったから。……さっき見たよ、よかったじゃない！　同性の友達もできて」

「……うん」

　由良は姿勢を戻すと、囲まれている野沢君に目を向けた。

「それにしても野沢君って、気配りもできて話し上手だね。だけど決して口説いてこない誠実さに、友達みんなメロメロよ」

　笑いながら言うと、由良は通りかかった店員にビールを注文した。すぐに運ばれてきたビールを受け取ると、ゴクゴクと喉を鳴らす。

「そういえばＧＷ、あいつに会えるの、うれしいよ。少しは成長したみたいだし、今から楽しみ。今日ここに来ること、あいつ許してくれたんでしょ？」

「うん、そうだけど……」

　すると由良は感慨深そうに言う。

「信じられないわ。昔のあいつだったら、なんとしてでも阻止していたよ。私にさえ敵意を向けてきたんだからね？」

「そ、そうなの？」

　信じがたい話に目を白黒させると、由良は嫌悪感をあらわにした。

「私、いつも小毬と一緒にいたでしょ？　それが悔しかったんだろうね。同性の私にも嫉妬するあいつが、男がたくさんいるこういう集まりに小毬を送り出すなんて、やっぱり信じられない」

　鼻息を荒くして言うと、由良は近くにあったポテトに手を伸ばした。

「だけどまぁ……あいつも大人になったってことかな」

　あ、あれ？　そういえば私、将生に同期会には男の人も来るって伝えた？

　記憶をたどるものの、言った覚えがない。――ということは、将生は女子会だと思っているってこと？

　そこまで考えが行きつき、急に心がそわそわして落ち着かなくなる。

　敬子は好きな人が自分以外の女の人と一緒にいるだけで、モヤモヤすると言っていた。それは将生も同じだよね？

　やましい気持ちはなにひとつないし、出会いを求めているつもりもない。だけどこういう場に来たという時点で、そう思われても仕方ない。将生が知ったらいい気はしないはず。

　なんだか、たまらなく悪いことをしている気分になる。だって私、将生に『初めて好きになる人は、将生がいい』って言ったのに。

　その時の喜んだ将生の顔が脳裏に浮かび、胸に痛みが走った。

　いや、でも将生だって今日は新入社員の歓迎会だ。会社には女性社員も多いはず。

　今夜、集まっているのは男性だけではないよね。だったら、そこまで気にすることじゃないのかな？　……でも。

　モヤモヤは広がっていき、耐えきれず立ち上がった。

「え、どうしたの？　小毬」

　不思議そうに私を見上げる由良に、急いでお札を取り出して渡した。

「ごめん、先に帰るから会費を野沢君に渡しておいてくれる？」

「えっ？　帰るって――」

「また連絡するね」

　呆気にとられる由良に一方的に言い、居酒屋を出た。

　なぜか今、無性に将生に会いたい。きっとまだ歓迎会中のはず。だけど先に帰宅して、家で帰りを待っていることを伝えたい。少しでも早く帰ってきてほしい。

　その思いでスマホを取り出し、メッセージを送るために将生の連絡先を呼び出そうとしたものの手が止まる。

「あれ、メッセージが届いてる」

　送られてきたのは、三十分前。すぐに居酒屋の前で目を通す。

【終わったら連絡して。迎えにいく】

「迎えにって……」

　歓迎会じゃなかったの？　だってまだ二十時前だよ？　今が一番盛り上がっている頃じゃないの？

　気になって電話をかけると、すぐに彼の声が聞こえてきた。

『もしもし、小毬？』

「将生、歓迎会は？　もう終わったの？」

　真っ先に尋ねると、将生は『抜けてきた』と言う。

「どうして？　……やっぱりいづらかったの？」

　安易に参加してみたら？と勧めた手前、気になって聞いてみる。

『いや、違うよ。小毬の言う通り大歓迎された』

「だったらどうして？」

　すぐさま聞くと、少し間が空いた後、将生は照れくさそうに言った。

『小毬には、いつだって誠実でいたかったから』

「えっ？」

『自分の会社の歓迎会だし、やましい気持ちなんてない。……でも女性が大勢いる場には変わりないだろ？　どんな些細なことでも、小毬に誤解を与えるような言動は慎みたかったんだ。……俺は小毬一筋だから』

　ボソッと付け足して言われたひと言に、胸が高鳴る。

『だから全員分の支払いを済ませて、さっさと出てきた。……小毬はどうしたんだ？　たしか帰りは二十二時頃になるって言っていたよな？』

「私も同じ。ごめんね、今日の同期会には男の人もいたの。言わなくてごめん」

　素直な思いを話してくれた将生に、私も包み隠さず正直な気持ちを伝えたい。

「私もやましい気持ちなんてない。……でも将生の顔が浮かんじゃったの。知ったら将生はどう思うだろうって考えると、居ても立ってもいられなくて出てきた。急いで帰るから待ってて」

　どうしてこんなにも、将生に会いたくてたまらないのだろう。私と同じ気持ちになって帰ってきてくれたのが、うれしくてたまらない。

　通話を切って走り出そうとした時、思いもよらぬ言葉が耳に届いた。

『いや、俺が迎えにいく。……実は小毬が同期会やっている居酒屋の近くのパーキングにいるんだ』

「えっ？」

『すぐにそっちに行くから、店の前で待ってて』

　そう言うと将生は通話を切った。

　この近くにいるの？　もしかして同期会が終わるまで、ずっと待つつもりだった？

　そう思うと痛いほど胸が苦しくなる。

　この近くのパーキングってあまりない。そうなると、将生がどこにいるのかなんとなくわかる。

　待ってなんかいられないよ、早く会いたい。

　我慢できず、走り出した。

　だけど数十メートル走ったところで、指輪を外したままのことを思い出す。

「指輪っ……！」

　歩行者の通行の邪魔にならない端で足を止め、バッグの中にしまった指輪を探す。だけど暗くてなかなか見つけることができない。

「あった！」

　やっと見つけた指輪を手に取った時――。

「荻原！」

　急に名前を呼ばれ、びっくりして手にした指輪を落としてしまった。

「野沢君……？」

　どうして野沢君がここに？　あ、それよりも指輪……！

　落ちた指輪を探していると、野沢君の足もとに転がっていた。

「結婚指輪……？」

　拾い上げると、野沢君は困惑した顔で名前が彫られている指輪と私を見た。

「これ、荻原のだよな？　結婚していたのか？」

　こんな形で、結婚していることを打ち明けたくなかったんだけどな。

「秘密にするつもりはなかったんだけど、自分から話すのも……と思って言うタイミングを掴めなかったの。……私、結婚しているんだ」

「そう、だったのか……」

　びっくりしちゃうよね。急にこんな話をされたら。

「荻原は結婚しても指輪は、はめないんだな」

「うん、そうなの。それにその、目立ちたくなかったから。いろいろと詮索されるのも嫌で……」

　そこまで言うと理解してくれたようで、野沢君はそっと指輪を差し出した。

「そっか。……じゃあこれ、大切なものだろ？　落とさないように気をつけないと」

「うん。……見つけてくれてありがとう」

　指輪を受け取り、また落とさないように左手薬指にはめた。

「そうだ、忘れるところだった！」

　思い出したように言うと、野沢君はポケットからお札を取り出した。

「荻原、多く払いすぎ」

「え……それでわざわざ追いかけてきてくれたの？　月曜日でもよかったのに」

　受け取りながら聞くと、野沢君は小さく首を横に振った。

「早く帰るって言ってなかったから、心配になってさ。……もしかして誰かになにか嫌なことをされたのか？」

　身に覚えのないことを言われ、一瞬フリーズしてしまう。

「あ……そんな！　違うから。ただ、その……ちょっと用事を思い出して」

　本当の理由が理由だけに、気恥ずかしくて目を逸らしてしまった。

「それって……」

　なにかを言いかけたところで、野沢君は口を結ぶ。

「野沢君？」

　不思議に思った時、背後から両肩を掴まれうしろに引かれた。

「きゃっ!?」

　体はバランスを崩し、私の肩を掴んだ人物の胸に寄りかかる形になる。その瞬間、鼻をかすめた爽やかなシトラスの香り。

　この香りって……将生？

　顔を上げて確認すると、やはり将生だった。いつになく厳しい表情で野沢君を見つめている。

「俺の妻になにか？」

「えっ……妻って……えっ!?　この人が荻原の旦那さん？」

　混乱する野沢君の声に我に返る。これ、完全に将生、野沢君のことを誤解しているよね。だって絶対怒っているし、声が怖いもの。

「将生、同期の野沢君！　私が会費を多く払いすぎちゃったから、渡しにきてくれたの」

　早口で事情を説明すると、将生は眉根を寄せた。

「そう、なのか」

　とは言うものの、まだ納得できていないという顔。それに野沢君も気づいたのか、慌てて口を開いた。

「そうなんです、今夜の同期会の幹事なので、それで追いかけてきただけで……。俺と荻原はただのよき同僚ですから！」

　心なしか野沢君は怯えているように見える。それほど今の将生からは威圧感を覚えているのかもしれない。

　だけど野沢君の話を聞き納得してくれたのか、やっと将生は表情を緩めた。

「それは悪かった、わざわざありがとう。……小毬、帰るぞ」

「う、うん」

　すばやく私の手を握ると、将生は足早に歩き出した。彼に手を引かれながら、呆然と立ち尽くす野沢君を見て小さく頭を下げる。

　びっくりさせてしまい、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。私が結婚していることを知って、さらには将生まで現れたのだから。

　それよりも心配なのは将生だ。さっきは納得してくれた感じだけれど、本当にそうだろうか。

　彼の背中を見ただけではわからない。でもひと言も話さないし……。

　それに私、将生に会社では旧姓で働いていることを言っていない。さっき、野沢君に私が『村瀬』ではなく、『荻原』と呼ばれるのを聞いて、変に誤解していないだろうか。

　そうこう悩んでいる間に近くのパーキングに到着し、将生は私を助手席に乗せた。そしてすばやく支払いを済ませると彼も運転席に乗り、なにも言わず車を発進させる。

　やっぱり怒っているのかもしれない。

　車に乗ってからも、ひと言も話さないもの。だったら早く誤解を解きたい。その思いで切り出した。

「野沢君とは、本当になんでもないからね？」

　私の声にハンドルを握る将生の手がピクリと反応したことに気づき、無我夢中で説明していく。

「同じ本社勤務の仲がいい同期のひとりだから。それと旧姓で働いているのは、周りに誠司君たちとの関係を知られたくなかったし、コネ入社だと思われたくなかったからで……」

　わかってほしくて言葉を並べていく中で、疑問が浮かぶ。どうして私、こんなに必死に言い訳しているんだろうって。

　なぜか将生を悲しませたくない、嫌な思いをさせたくないって思ったんだ。

　私の話を聞いて少し車を走らせると、将生は突然ハザードランプを点滅させて路肩に車を停めた。

　そして力が抜けたように、深く息を吐きながらハンドルに突っ伏す。

「カッコ悪いな、俺」

「えっ？」

　彼は顔を上げることなく、力ない声で言う。

「初めて好きになる相手は俺がいい。最初からやり直したいって言ってくれた小毬の気持ちを信じようと決めたんだ。だから同期会に行くって聞いても、本当は行かせたくない気持ちを必死に抑えて笑顔で送り出した。……それなのにやっぱり心配になって、店の近くまで行って終わるのを待っていてさ」

　再び深いため息を漏らし、ボソボソと将生は続ける。

「さっきも余裕を失った。もしかしたら小毬が好きな男かもしれないと思ったら、体が勝手に動いていて、『俺の妻』だなんて言って……。今だってそう。事情を聞いて理解しているし、小毬が会社では旧姓で働いている理由にも納得した。……だけど小毬が俺以外の男を好きになったらどうしようと考えると、不安でたまらなくなる」

　彼の切実な思いを聞き、胸が苦しくなる。

「みっともないよな、嫉妬するなんて。……昔からそう。小毬が俺以外の男と話しているのを見ただけで、気が狂いそうになる」

　ゆっくりと顔を上げた彼の瞳が悲しげに揺れたのを見て、大きく心を揺さぶられた。

　本当に私はおかしいのかもしれない。嫉妬されてうれしいと思い、もっと将生の本音を聞かせてほしいと思うなんて――。

「カッコ悪くないよ」

「……え？」

　今にも泣きそうな将生を見たら、言わずにはいられなかった。

「そういう本音をもっと聞かせてほしい。今まで話してくれなかったでしょ？　だから私は将生の気持ちを知ることができなかった。……これからはなんでも話してほしい。……それに前にも言ったけど、私が好きになりたいと思っているのは将生だから」

「小毬……」

　将生の気持ちをうまく読み取れない私は、また彼を無自覚のうちに傷つけてしまうかもしれない。気づけないからこそ、ちゃんと話してほしい。

「将生以外の男の人と話さないようにするのは、ちょっと無理だけど……でも、将生が心配するようなことはこの先も絶対ないから」

　彼の心配を払拭するように思いつくまま言葉を口にすると、将生は唇を噛みしめて私を抱き寄せた。

「ごめん、今だけは触れることを許してくれ。……違うんだ、いいんだよ、俺以外の男と話したって。これは俺の気持ちの問題なんだ」

　そう言いながら彼の手は、私の背中や髪を優しくなでていく。

「こうしてそばにいてくれるだけで十分なのに、どんどん欲張りになる。小毬のことになると、いつも歯止めが利かなくなるんだ」

　苦しげに告げられた言葉に、私まで胸が苦しくなる。

　ゆっくりと顔を上げれば、艶っぽい表情で見つめられていて、嫌でもドキドキしてしまう。

　歯止めが利かなくなるのは、私もなのかもしれない。

　好きかどうかわからないのに、これまでに何度も将生を受け入れて求めてしまったのは、彼のことが好きだったからではないだろうか。そもそも好きじゃない人と、恋人がするような行為ができる？

「小毬のその顔……キス、したくなる」

　躊躇ためらいがちに頬に触れた大きな手は、少し震えていた。そして私の気持ちを探るようにジッと見つめてくる。

　今、将生とキスをしたら自分の気持ちがわかる？

　そんな好奇心と、彼にキスしてほしいという欲望が芽生える。

　好きになってから恋人がするようなキスをしたいと言ったのに、どうして求めてしまうのだろうか。その答えもキスをしたら出るの？

　もうアレコレ考えず、本能に従ってもいいかな？　だって今の私には、抗うことなんてできないもの。

『キス、して』と言うようにそっとまぶたを閉じると、少しして唇に触れたあたたかな感触。もう何度もキスを交わしているのに、やっぱり緊張して、そして胸が痛くなる。

「小毬……」

　名前を呼ばれるたびに体は反応し、もっとしてほしいと望んでしまう。

　将生のことが好きかもしれないと感じながらも、その反面、どうしても自分の気持ちに確信を得られない。

　将生といると心地よく感じる。でも由良から聞いていたような幸福感を残念ながらまだ実感することができていないし、将生がほかの女性と一緒にいるところを想像してみても、モヤモヤも嫉妬も感じない。

　それはやはり、将生のことを好きではないからでは……？と思ってしまう。――なんて考える余裕があったのはここまでだった。

　熱い舌に搦め捕られ、お互い吐息を漏らすほどの激しいキスをされたら、思考は遮断されてしまう。

　息も途切れ途切れになるほど、何度も何度も口づけを交わした。
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　トーストした食パンにからしマヨネーズを塗り、たっぷりの千切りキャベツの上に揚げたてのカツをのせる。

　そしてパンでサンドし、形が崩れないよう、ラップで包んでから食べやすい大きさにカットした。

「よし、うまくできた」

　次にアボカドサラダ作りに取りかかる。

　ＧＷ初日。俺は朝からキッチンに立ち、昼食の準備に追われていた。

「将生、部屋の掃除が終わったから手伝うよ」

「じゃあ、トマトとキュウリを切ってもらっていいか？」

「任せて」

　小毬はお気に入りのエプロンをつけて手を洗い、隣でトマトを切り始めた。

　こういった些細なことでいちいちドキッとしてしまう俺は、小毬のことが好きすぎてヤバいのかもしれない。

　必死によこしまな感情を払拭して、スープ作りに取りかかった。

　今日は十一時半に小毬の親友、吉井が訪ねてくる。小毬が言うには、俺たちの新居を見たいと言っていたらしいが、恐らく……いや、間違いなく今の俺の様子を見るのが目的だろう。

　昔から吉井は小毬の親友であり、保護者のような一面もある。世話好きな性格のようだが、小毬に対する愛情はそれ以上のものだと思う。

　そんな吉井に俺は嫌われている。それもかなり。

　俺も吉井のことは正直好かないし、お互いさまだと思うが、感情をもろに表に出すのはどうかと思う。

　それというのも、学生時代は顔を合わせただけで汚物を見るような目をされ、すれ違うたびに『クズ』とか、『最低男』とかさんざんな言葉を言われていたから。

　学校では常に小毬の隣にピタリと寄り添い、声をかけたくてもかけられない俺に気づくと、わざと小毬にべったりくっついていた。そして勝ち誇った顔をして俺を見る。……本当、いい性格をしていると思う。

　だけど小毬の一番の理解者であり、俺以外の男も追い払ってくれていたから、そこは感謝している。

　それに吉井の言う通り、俺はクズで最低な男だ。

　でも今は昔とは違う。間違いに気づき、過去を後悔している。これからは自分の都合で小毬を傷つけたくないし、大切にしたい。

　それを吉井にもわかってほしいと思う。……あいつは小毬の親友だから。

　少しでも吉井の好感度を上げたくて、必死に考えた昼食のメニュー。ほかに冷製パスタと手作りプリンを用意したが……どうだろうか、口に合うといいが。

「うわぁ、コーンスープもおいしそう。ねぇ、味見してもいい？」

「あぁ、ちょっと待ってろ」

　食器棚から小皿を取り、少しだけ盛って渡すと、小毬はそれをおいしそうに飲んだ。

「すごくおいしい……！　きっと由良もびっくりすると思う！」

　懸命に褒める小毬がかわいくて、にやけそうになるのを必死にこらえた。

「それはよかった」

　小毬との関係は、はっきり言ってうまくいっていると思う。こうして自然体で接してくれるし、笑いかけてくれる。

　俺の仕事のことを心配して、なにかと気遣ってくれたりもして、時々もしや両想いでは……？と感じることもある。

　学生時代は、小毬も俺と同じでただ恥ずかしいだけで、冷めた態度をとっているとばかり思っていた。

　本当、とんだ勘違いをしていたよ。小毬はただ、俺のことが嫌いだっただけなのに。

　あの時の小毬の態度を思えば、少なくとも今は嫌われているわけではないと思う。

　人を好きになる感情を知らないと言った彼女のペースに合わせて、ゆっくりと関係を育んでいきたいと思う反面、早く小毬の心も手に入れたい気持ちもある。

　それはきっと、このＧＷにかかっていると思うんだ。

　ちょうどインターホンが鳴り、時計を見ると約束の五分前だった。

「あ、来たみたい。行ってくるね」

「じゃあ俺は料理を盛りつけておくよ」

「ありがとう」

　足取り軽くキッチンから出ていく小毬を見送り、料理が豪華に見えるよう気を配りながら盛りつけていく。

　吉井の中で俺の好感度が上がれば、小毬の中でも俺に対する好感度も上がるはず。下心ありありだが、好きになってもらうのに、なりふりかまってなどいられない。

　小毬は心配するなと言うが、やはり会社での彼女を知らない分、不安は消えない。

　いつどこの誰かに、彼女の心を奪われる可能性はおおいにあるのだから。

　それに小毬は、俺が幼い頃からなにひとつ勝てたことがない兄さんの秘書として働いている。

　兄さんはずっと俺と小毬を応援してくれていた。時折、俺たちの関係をうらやましがることもあった。

　だけど平日は俺と過ごすより、兄さんと過ごす時間のほうが長いんだ。小毬も兄さんも、お互い意識していなかったのに、気持ちが変わることだってあるはず。

　サンドイッチとサラダをテーブルに運んでいると、小毬に案内されて吉井が部屋に入ってきた。

「将生、由良が来たよ」

　上機嫌の小毬に続いて部屋に入るや否や、吉井は俺を見て足を止めた。そして幽霊でも見たような顔で見つめてくる。

「由良、どうしたの？」

　なんとなく吉井の考えていることが理解できる。吉井は小毬に声をかけられた途端、声をあげて笑いだした。

「アハハハッ……！　まさかいきなりエプロン姿を拝めるとはっ……！　どうしよう、すごく似合わないんだけど！」

　来て早々失礼なことを言って大笑いする吉井に、怒りで顔の筋肉がひくひくと動く。

　やっぱり吉井のことは好きじゃない。だけどオロオロする小毬の手前、必死に笑顔でその場を取り繕った。

「久しぶりだな、吉井。ちょうど昼食の準備が終わったところなんだ」

　そう言ってキッチンへ逃げ込み、一度大きく息を吐いて気持ちをリセットする。

　さっきの小毬の様子からして、俺と吉井に仲よくしてほしいのだろう。小毬はそれが目的で吉井を家に招いたのかもしれない。

　スープをよそっていると、パタパタとキッチンに駆け込んできた小毬。

　そして俺の近くまで来て足を止めると、リビングにいる吉井に聞こえないように声を潜めた。

「由良がさっきあんなことを言ったのは、私に冷たい態度をとり続けていた将生の印象しかなかったからだと思う。それに私、よく将生のことで由良に相談していたから……。だから想像できなかったんじゃないかな。将生の料理する姿が」

　吉井を悪者にせず、俺のことも傷つけまいと必死にフォローする小毬に癒され、怒りなど簡単に消えていく。本当、俺ってつくづく単純な性格をしていると思う。

「大丈夫、わかってるから。……昔とは違うってこと、吉井にも知ってもらえるようにがんばるよ」

「将生……」

　目を見開く小毬にクスリと笑いながら、三人分のスープをトレーにのせて渡した。

「これ運んでくれる？」

「あ、うん」

　どんなに努力したって過去は変えられない。だったら今を誠実に生きて、新しい未来につなげるしかないんだ。……とはいうものの。

「ねぇ、小毬。この前あげたリップ試した？」

「うん、由良が言ってた通り、すごくよかったよ」

「それならよかった。またいいコスメ見つけたら教えてあげる。あ、そういえば会社の近くで、おいしいカフェを見つけたの。今度一緒に行こうよ」

　三人で昼食を取っているわけだが、吉井はまるで俺なんか存在していないように振る舞う。ひっきりなしに小毬に話しかけて、いっさいこちらを見ようとしない。

　そもそもこの席の配置もおかしくないか？　どうして吉井が小毬の隣なんだ？　普通は俺じゃないか？　おかげでまったく話に入れない。

　我ながらうまくできたと思いながら料理を黙々と口に運んでいると、それに気づいた小毬が不自然なほど急に俺の料理を褒めだした。

「あ、由良……！　コーンスープ飲んでみて。すっごくおいしいから。あのね、今日の料理は全部将生が用意してくれたの。将生、料理上手でよく作ってくれるの。私よりおいしいかもしれない」

「えっ、そうなの？　村瀬が小毬より料理上手だなんて意外。でも小毬だって負けていないでしょ？　大学に入ってから村瀬のために、四年間も料理教室に通っていたんだから」

　えっ……料理教室？　小毬、料理教室に通っていたのか？　それも大学の間ずっと？

　初めて聞く話に驚きを隠せずにいると、小毬は吉井に対して人さし指を立てた。すると吉井はチラッと俺を見る。

「なに？　村瀬には秘密にしていたの？　あんなにがんばっていたのに。もしかしてほかにもいろいろと花嫁修業していたこと、村瀬は知らないの？」

　オーバーに驚く吉井だが、絶対俺が知らなかったことに気づいていたよな？　だからこんなわざとらしく言ってきたんだろ？

　でも悔しいが事実だ。なにも知らなかった。そもそも俺は小毬のことで知らないことが多いと思う。

「あれはお母さんに言われてやってただけだし……。別に将生に知らせる必要はないと思ったから、言わなかっただけで……」

「だったらなおさら言わないと。村瀬と結婚するために、小毬がどんな苦労をして、たくさん努力してきたのかを」

　そう言うと吉井は、戸惑う小毬をよそに俺に厳しい目を向けた。

「村瀬の婚約者だってだけで、小毬はしなくてもいい苦労や、つらい思いをたくさんしてきた。村瀬が想像している以上にだよ？　小毬の手前、一度もあんたに文句を言ったことがないけど、本当は何度も言いたくなったよ。婚約者なら正当な方法でしっかり小毬を守れって」

　吉井の言葉が鋭い刃と化し、胸に深く突き刺さる。

　小毬に嫌な思いをさせないよう、細心の注意を払ってきた。それでも俺の気づかないところで、小毬につらい思いをさせていたのかと思うと、本当に過去を後悔してもしきれない。だが……。

　変わらず俺に鋭い目を向ける吉井は、小毬のことが大切だから俺に言ってくれたんだよな。

　手にしていたフォークを置き、真っ直ぐに吉井を見据えた。

「吉井の言う通りだと思う」

　素直に認めると、意外だったのか吉井は目を丸くさせた。

「昔の自分の振る舞いをずっと後悔しているよ。……だからこれからはなにがあっても、小毬を悲しませたり、つらい思いをさせたり、傷つけるようなことはしない。生涯かけて大切にするつもりだ」

　はっきりと自分の想いを伝えると、吉井は目を逸らした。

「さっき言ったこと、忘れないで。……小毬のこと、絶対守ってね」

「あぁ」

　ぶっきらぼうに言うと、吉井は料理をパクパクと口に運んでいく。

　少しは小毬を想う気持ちが吉井に伝わったと、自惚れてもいいのだろうか。

　すると小毬は俺の気持ちを察したのか、「伝わったよ」と言うように大きくうなずいた。それを見てホッと胸をなで下ろす。

　こうして少しずつ俺の気持ちを吉井にも伝えていこう。

　その後、吉井は俺が作った料理を残さず全部食べてくれた。

　片づけを手伝うと言って引き下がらなかった小毬をなだめ、ひとりで食器を洗っている間、ずっと小毬と吉井の笑い声が聞こえてくる。

　洗い終わった食器を拭いて片づけ、デザートの準備に取りかかったところで手が止まった。食後には、あたり前のようにコーヒーを淹れるつもりだったが、吉井も同じで大丈夫だろうか。

　気になって声をかけた。

「吉井、コーヒーでもいいか？」

「うーん……できれば紅茶がいいんだけど」

　紅茶、あったかな。

　戸棚の中を探すより先に、小毬が声をあげた。

「将生、私買ってくるよ！」

「えっ？」

　買ってくるって……ちょっと待て、小毬ひとりで行くわけじゃないよな？　吉井も一緒だよな？

「すぐ買ってくるから、待ってて」

　そう言うと小毬は貴重品をまとめ、まるで逃げるように出ていった。

「あ、小毬……！」

　追いかけようとしたが、すぐに玄関のドアが閉まる音が聞こえてきてあきらめた。

　冗談だろ、吉井とふたりっきりにするなんて。いや、もしかしてわざとか？

　そんな考えが頭をよぎった時、リビングから吉井が「村瀬、ちょっと」と俺を呼ぶ。疑惑を拭えぬままリビングへ行くと、ソファに座っていた吉井は立ち上がった。

「私が小毬に頼んだの。村瀬と話がしたいから、ふたりっきりにしてほしいって。……その顔だと気づいた？」

「あぁ、小毬の様子がおかしかったからな」

「小毬は素直だからね」

　そう言ってクスリと笑ったものだから、目が釘づけになる。吉井が笑ったところは、遠くからなら何度も見たことはあるが、間近で見るのは初めてかもしれない。

　ついまじまじと眺めていると、吉井は眉間に皺を刻んだ。

「なによ、その顔は。私が笑うのがそんなに珍しい？」

「いや、そういうわけじゃ……」

　言葉を濁すと、吉井は咳払いをした。

「こんな話をするために小毬に頼んだわけじゃないの。……一度、村瀬とはゆっくり話がしたかったから」

　すると吉井は「座って話そう」と言い、ダイニングテーブルに移動して腰を下ろすと、俺に真向かいの席に座るよう手で促した。

　そうだな、吉井とは小毬抜きで一度ゆっくり話をしたほうがいいのかもしれない。

　椅子に座ると、吉井はさっそく切り出した。

「村瀬の今の気持ちはわかった。……だから聞きたいんだけどさ、どうして小毬を好きになったの？　婚約者だから？」

「は？」

　まさかそんなことを聞かれるとは思わず、つい不快感をあらわにしてしまうと、吉井は片眉を上げた。

「気になって当然でしょ？　村瀬が心から小毬を愛していないなら、親友として安心できないもの。答えられないってことは、図星？」

「ちがっ……！　そんなわけないだろ？」

「だったら教えてよ」

　間髪入れず言う吉井。そしてジッと俺の答えを待つ姿を見て、あきらめにも似たため息を漏らした。

　これは話さないことには、納得してくれなそうだ。

　こんなこと小毬にも話したことがないし、恥ずかしい以外のなにものでもない。

　だけど、俺がどれほど小毬を大切に想っているのか吉井にわかってほしくて、恥を忍んで話した。

「小毬は無条件で俺を受け入れてくれたからだ」

「えっ？」

　吉井はどういう意味かわからないというように首を傾げる。

「小毬から聞いていないか？　俺には六つ上の兄がいることを」

「それは知っているけど……」

　兄さんとの思い出には、苦い思いしかない。それは大人になった今も心に強く染みついている。

「兄さんは子供の頃から優秀でさ。勉強もスポーツもできて、優しくて誰からも好かれていた。だから俺は物心つく頃からなにかと比べられてきたんだ」

　両親をはじめ、親戚に習い事や学校の先生、関わるすべての人が兄さんを基準にして俺を見る。

　俺だって同級生に比べたら、それなりにできるほうだった。だけど、どんなに努力したって兄さんにはなにひとつ勝てるものがなかったんだ。

「誰もが俺を兄さんの弟として見る。……それは友達も同じだった」

　俺も同じ学校に入り、兄さんは学園内でなにかと目立つ存在だったから。

「でも小毬は違った。最初から村瀬将生というひとりの人間として見てくれた。単純だと思うかもしれないが、それがすごくうれしかったんだ」

　小毬は一度だって俺と兄さんを比べることはない。むしろ兄さんより俺と遊ぶほうが楽しいと言い、家を訪ねてきた際は俺のそばを離れなかった。

「小毬はいつだって俺の隣で笑ってくれて、俺が落ち込んでいるとすぐに気づき、心配してくれた。信じられないかもしれないけど、昔の小毬はお姉さん気質があって、なにかと俺の世話を焼いていたんだ」

「へぇ、小毬が？」

「あぁ」

　昔のかわいかった小毬を思い出すと、笑いそうになる。

　一ヵ月だけ先に生まれた小毬は、お姉ちゃんだと言い張って、なにをするにも俺を守り、気にかけていた。

　体も俺より成長が早く、昔は小毬のほうが大きかったから余計かもしれない。

「俺はもう五歳の頃から小毬のことが好きだったよ。……その気持ちは次第に大きくなって、婚約者だと知った後はますます好きになった」

　小毬は大きくなるにつれてかわいさを増し、俺の独占欲が芽生えていった。ほかの子と仲よくしてほしくなくて、学校では常に一緒にいるほどに。

「でも俺のせいで、小毬が友達から嫌がらせされているのを知ってさ。次第にクラスでもひとりでいることが増え、あんなに明るかった小毬が笑わなくなった。……俺たちは大学まで上がれる学校に通っていたから、当然進学しても環境はさほど変わらない。だから中学からは公立の学校に進学したんだ」

　そこで小毬は、吉井と出会った。

「吉井には感謝してるよ。小毬がまた笑うようになって、クラスメイトとも打ち解けることができたのは、吉井のおかげだから。本当にありがとう」

　改めて感謝の思いを伝えると、意外だったのか吉井は戸惑う。

「なによ、村瀬が私に感謝するとか気持ち悪い。……あんた、私のこと嫌いでしょ？」

「あぁ。でもそれはお互いさまだろ？」

　言い返すと吉井はグッと唇を噛みしめた後、大きく息を吐き厳しい目を俺に向けた。

「そうよ、大好きな小毬をいつも傷つけていたあんたのことなんて大嫌いだった。……小毬から村瀬が学生時代、どうしてあんな冷たく接していたのか聞いたよ。それと、ほかの子と付き合っていた理由も。でも小毬を守る方法はもっとほかにあったんじゃないの？」

　もっともなことを言われ、胸が痛む。

「今なら間違いだったと気づけるが、あの頃はあれが最善の策だと思っていたんだ。ただ、小毬を傷つけたくなかった。……それにあの年頃は男と女が一緒にいて話しているだけで、周囲はなにかと勘繰るだろ？」

「それはっ……そうだったけど」

　思春期特有のものだが、男子は男子、女子は女子同士でいるのが普通だった。そんな中、小毬と一緒にいると、クラスメイトから『付き合っているんだろ？』なんて言われ、からかわれるのは日常茶飯事だったから。

「学校では話さないのが一番だと思ったんだ。それを小毬も理解してくれていると勝手に思っていた。……あと、俺が素直になれない気持ちもわかってくれているって」

　俺がそう言うと、吉井はあきれた様子で椅子の背もたれに寄りかかった。

「村瀬が小毬のことを本気だってことは、昔から知ってたよ。ちなみに村瀬のことをよく見ていた人には、バレバレだったと思う」

「そう、だったのか……」

　初めて知る事実に、ショックを隠しきれない。

「だからあんたの気持ちを利用して、交際を迫る女が後を絶たなかったのよ。反対にあんたの本当の気持ちに気づけない女からは、親に無理やり決められたからだって言われて、責められていたのよ？　小毬じゃ不釣り合いだ、村瀬が可哀想だって。それもこれも、婚約者なのにあんたが小毬に冷たく接していたせいだからね」

　そうか、そうだったのか……。どんな行動に出たって、俺が婚約者という時点で小毬につらい思いをさせていたことには変わりなかったんだ。

　なにも言えずにいると、吉井は前かがみになり俺の顔を覗き込んできた。

「でも今は、どんなことがあっても小毬を守るんでしょ？」

「……あぁ」

　吉井から当時の話を聞かされて、その想いは強くなった。過去の失敗があるからこそ、今は全力で小毬を守りたい。

　俺の答えを聞くと、吉井はずっとこわばっていた顔の筋肉を緩めた。

「だったら過去のあんたを許す。悔しいけど、今の小毬は幸せそうだから」

「えっ？」

　すると吉井はおもしろくなさそうに言う。

「あんなに昔は村瀬のこと嫌っていたのが嘘のよう。今日だって必死にあんたの料理を褒めていたしさ、小毬。……ちょっと妬ける」

　妬けるって……。

「アハハッ……！　吉井、どれだけ小毬のことが好きなんだよ」

　つい笑ってしまうと、吉井はあからさまに怒りをあらわにするものだから、慌てて表情を引き締めた。

　だけど時すでに遅し。吉井は反撃とばかりに、ニヤニヤしながら言ってきた。

「それを言ったら村瀬もでしょ？　小毬が好きすぎて、冷たく接することで自分の理性を必死に抑えていたんだって？」

「どうしてそれをっ……！」

　思わず立ち上がる俺を見て、吉井はますます悪い顔になる。

「小毬とふたりっきりになると、自分を抑える自信がなかったって言ってたくせに、早いうちからうちのかわいい小毬に手を出してくれたようだけど？　まぁ、セックスしか興味がない健全男子が、月一回で抑えていたのは偉いと褒めてあげるべきかな」

　小毬……吉井にそんなことまで話していたのか。

　力なく再び腰を下ろすと、吉井は頬杖を突いて勝ち誇った顔で俺を見る。

「どんなに冷たくしても、そういう行為をする時だけは感情があふれちゃったんだね。……小毬、言ってたよ。普段は冷たいくせにあの時だけは優しくて甘くて、愛されていると勘違いしそうになるって」

　そうだったのか。少しでも俺の気持ちが伝わっていたのかと思うとうれしい。だが、それを人ひと伝づてに聞くのは非常に居たたまれない。ましてやその相手は吉井なのだから。

「だから小毬も、嫌いと言いながらどこかで村瀬のことを嫌いになりきれていなかったのかも。……昔はだいぶ仲がよかったようだしね」

　納得したというようにうなずいた後、再び吉井は悪い顔で俺を見た。

「昔のツケが回ってきて、今はだいぶ苦労しているんじゃないの？　小毬は村瀬が勝てないお兄さんの会社で働いているんでしょ？　しかも秘書として。お兄さんって独身だよね？　恋が芽生えちゃうかもって心配にならないの？」

　吉井は容赦なく痛いところを突いてくる。こいつが俺のことを嫌いなのがよーくわかったよ。

「心配するに決まってるだろ？　同性の俺から見ても兄さんはカッコいいと思うし」

「おっ、素直に認めたね」

「吉井には、さんざんカッコ悪いところをさらしたからな。今さらだ。……心配だけど、仕事をしたいっていう小毬の気持ちを大切にしてやりたかったから」

　最初はただ小毬が心配でたまらなかった。社会に出たら学生時代のように、いつもそばで見守ることなどできなくなるのだから。

　でも小毬は昔とは違う。吉井と出会い、友人もたくさんできた。その時点で俺が守る必要もなかったのかもしれない。

「両親たちを説得できず、結局うちの会社っていうのが申し訳ないけどな。大変な仕事だと思うけど、その分やり甲斐もあるだろうから、応援したいと思ってる。……でも苦渋の選択だったんだ。兄さんの目が届くところにいれば、小毬に悪い虫がつかないからな。それに俺は小毬を信じると決めたから」

　すると吉井は目をしばたたかせた後、急に声をあげて笑いだした。

「アハハハッ……！　やだ、村瀬ってば気持ち悪いくらい一途すぎ……！　もう本当に小毬のことしか眼中にないのね」

　笑われるとは心外だが、間違ったことは言われていない。昔から今もずっと小毬以外のことは目に入らないのだから。

　否定することもできず、ただ目の前で笑う吉井を眺めること数十秒。やっと落ち着いたのか、彼女は涙を拭った。

「ちょっと今日で村瀬に対する見方が変わったわ。……合格。認めてあげる、小毬の旦那にふさわしいって」

「吉井……」

「ただし！　小毬が村瀬を好きになったらの話だけどね。悪いけど小毬が村瀬以外の人を好きになったら、私はその恋を全力で応援するから」

　一瞬持ち上げたかと思えば、簡単に俺の気持ちを突き落とすな。

「じゃあ吉井に応援してもらえるようがんばるよ。……このＧＷに勝負をかけるつもりだし」

「勝負って……あ、そういえば小毬言ってたけど、ふたりでどこか出かけるの？」

「まぁな」

　まだ新婚旅行に行けていない分、近場だけど小毬が喜ぶところに行く予定だ。楽しんでくれるといいけど……。

　その時の小毬の反応を想像していると、吉井は嫌悪感たっぷりに言った。

「やだ、なにニヤけているわけ？　もしかしてＧＷ中に、小毬に変なことするつもりじゃないでしょうね」

「するわけないだろ？」

「どうだか」

　否定しても「村瀬なら、やりかねない」なんて、とんでもないことを言う。

「たった今、俺に対する見方が変わったって言ったよな？」

「そんなこと言ったっけ？」

　なんて言い合いをしていると、買い物に出ていた小毬が戻ってきた。

「ただいまー」

　玄関からリビングまで駆け足でやって来ると、小毬はなにかを期待しているような目で俺たちを交互に見る。

「おかえり、小毬」

「おかえり」

　吉井と声をハモらせてしまうと、小毬はパッとまぶしい笑顔を見せた。

「よかった、ふたりが仲よくなれて」

　仲よくって……！

「冗談じゃない」

「そんなわけないでしょ!?」

　再び同時に声を発した俺たちを見て小毬は笑う。その姿を見たら、いつの間にか俺も吉井も一緒になって笑っていた。

　それから三人で俺が作ったプリンを食べ、昔話に花を咲かせていく。――といっても、ほとんど俺と吉井が言い合いしているのを、小毬がうれしそうに見ていたようなものだが。

　吉井はさんざん悪態をつきながらも帰りがけ、小毬に聞かれないよう「小毬のこと、よろしくね」と言ってくれた。

　それと「気が向いたら相談に乗ってあげる」なんて上から目線なことを言い、連絡先を渡してきた。

　吉井に俺の小毬に対する気持ちをわかってもらえたと、自惚れてもいいよな？　あとは小毬に好きになってもらうだけだ。そのために一ヵ月間、準備してきたんだ。




「え、旅行？」

「あぁ。一泊で近場のところなんだけど予約したんだ」

　夕食は簡単に済ませ、いつものようにリビングでくつろいでいる時に切り出すと、小毬は目を丸くさせた。

「一泊で旅行……」

　俺が言ったことを復唱して戸惑うものだから、焦りを覚える。

　小毬も喜んでくれると思って、サプライズ的なノリで勝手に計画を進めてきた。

　この前、キスを受け入れてもらえて自惚れていたけど、小毬からまだ好きとは言われていない。それなのに一泊で旅行に行こうと誘われても困るよな。もしかして嫌だろうか。

「ほら、新婚旅行にも行けていないし、ＧＷどこか行こうって前に話しただろ？　その……ひと部屋しか取っていないけど、旅行中はいっさい触れないと約束するから。だから行かないか？」

　どうしても小毬と旅行に行きたくて必死になる。そんな俺の思いが伝わったのか、小毬は表情を崩した。

「そうだね、せっかくのＧＷだし行こうか」

「本当か？」

　彼女の返事を聞いてうれしくて、思わず大きな声をあげてしまい途端に恥ずかしくなる。

「旅行、明後日からだから」

　すぐに表情を引き締めたものの、小毬に「じゃあ明日準備しないとね」と笑いながら言われてしまった。

　だけどよかった、断られなくて。明後日からの旅行で、少しでも小毬との距離を縮めよう。




　不安と期待を入り混じらせながら迎えた旅行当日。連休中ということもあり、時間に余裕を持って家を出た。

　そして小毬とゆっくり話ができればと思い、俺の運転で向かっている。

「あ、ねぇ、将生。行き先はどこ？」

「それは着くまで秘密」

「そっか……」

　サプライズにしたい思いが強すぎて、さっきから会話が続かない。

「あ……仕事はどうだ？　慣れてきたか？」

「うん、覚えることがたくさんで大変だけど、どうにか。誠司君もなにかと気にかけてくれるし助かっているよ」

「……そうか」

　なんて言いながら、本当のところは複雑な気持ちだ。兄さんが小毬のことを気遣ってくれていることに感謝している。

　だが会社でのふたりを俺は知らない。どんなふうに関わって、いつもなにを話しているのだろうか。

「将生……？」

「あ、なんでもない。もう少しで着くから」

　名前を呼ばれ、頭の中から兄さんのことを追い払った。

　今さらそんなことを気にしたって仕方ないし、なにより念願の小毬とふたりっきりの旅行だ。

　気持ちを切り替えて、安全運転で目的地へと向かった。




　渋滞に巻き込まれながらも、予定していた時刻にたどり着いた場所は鎌かま倉くら。

　事前に予約しておいたパーキングに車を停めると、小毬は目を輝かせながら降りた。

「鎌倉、懐かしい。一度だけうちの家族と将生の家族で旅行に来たことがあったよね」

「あぁ」

　よかった、小毬も覚えていてくれて。

　家族同士で初めて旅行に訪れたのがここ、鎌倉だった。だからふたりっきりの初めての旅行も鎌倉に来たかったんだ。

　多くの観光客とともに鎌倉のメインストリートである、小こ町まち通どおりを目指していく。

「どこから回ろうか」

「まずは着替えからしよう」

「え、着替えって……？」

　キョトンとする小毬を連れて向かった先は、老舗の呉服店。せっかく鎌倉に来たのだから、浴衣で散策したかった。

　遠慮する小毬を説得して気に入った浴衣を購入し、着付けもしてもらった。先に着付けが終わった俺は、そわそわしながら小毬が来るのを待つ。

「どうかな？」

　少しして、着付け室から出てきた小毬に目が釘づけになる。想像以上に、白に色とりどりの花が描かれているモダンな浴衣が似合っていたから。

　髪も浴衣に合わせてアップにされていて、それもまたかわいい。恥じらっている姿も浴衣だとグッとくるものがある。

　しみじみと眺めていると、着付けをしてくれた店主が「胸中察するよ」と言いたそうに微笑ましい目を向けてきた。

「いいと思う」

　店主の手前、素直に「かわいい」「似合っている」と言えない意気地のなさに嫌気がさす。

　だけど小毬は笑顔で「ありがとう」と言ってくれた。

「将生も浴衣似合ってるよ」

『ありがとう』の言葉も、満面の笑みで褒められたこともうれしいくせに、「おう」なんてぶっきらぼうな返事しかできない。

　ますます微笑ましい目で俺を見る店主に耐えられなくなり、貴重品以外の荷物を預けて店を出た。

　さすがＧＷ。先ほどより観光客で賑わっていて、人通りが多い。

　小毬の浴衣姿見たさに着替えたのだが、間違いだったかもしれない。小毬は慣れない下駄に、足もとがおぼつかない。

「大丈夫か、小毬」

　心配で手を取ると、みるみるうちに小毬の頬は赤く染まった。

「悪いっ」

　すぐに手を離したものの、頭をかかえる。

　触れないと約束したのに、さっそく破ってどうするんだ。明日までずっと警戒されるんじゃないか？

　そんな心配が頭をよぎった時、強く手を握られた。

「――え」

　びっくりして彼女を見ると、耳まで赤くなっていた。そして忙しなく目を泳がせながら言う。

「悪くないよ。……歩きづらかったから、こうして手をつないでくれたら助かる」

「小毬……」

　あぁ、本当に小毬はどこまでかわいいのだろうか。

「じゃあ今日はずっとこのままな」

　彼女の手を握り返し、ゆっくりと小町通りを進んだ。

　土産もの屋やオシャレな雑貨店、伝統工芸品が並ぶ店をゆっくりと眺めては買い物を楽しみ、その道中でソフトクリームや焼き立ての煎餅などを食べ歩き、ランチは事前に調べておいた、小毬が好きそうなアンティークカフェに入った。

　その甲斐あって小毬は店を見るなり興奮し、豊富でおいしそうなメニューにさんざん悩んだ。

　真剣に選ぶ姿も、運ばれてきたメニューを見て感動する姿も、全部がかわいくてたまらない。

　その後も休憩しながら散策し、最後に立ち寄ったビードロ専門店で、小毬は目をキラキラさせた。

　ガラス細工の箸置きや、美しいキーホルダー。ネックレスや指輪のアクセサリーなど、見ているだけでも楽しそうだ。たしか小毬、こういうの好きだったよな。

「どれがいい？　記念にプレゼントするよ」

「えっ、そんなっ……！」

　謙遜する小毬に「いいから」と押しきる。

　そもそも小毬は昔から物欲がないと思う。誕生日プレゼントもクリスマスプレゼントも、なんでもいいと言っていた。

　高校生になり、デートをするようになっても必ず割り勘だった。バイトをして自分で稼いだお金でおごりたくても、断られていたくらいだ。

　でも今日は初めてふたりで旅行に来た記念に、なにかプレゼントしたい。

「たまには甘えてよ」

　すると根負けしたのか、「じゃあ……」と言いながら店内を見回した。そして俺に差し出したのは、金魚の箸置きふたつ。

「ふたりで初めて旅行に来た記念。ふたりで使える物が欲しいなって思って。ひとつは私が将生に買うから。私の分は将生が買ってくれる？　お互いプレゼントしよう」

　どうしたらいいだろうか、胸が苦しくてたまらない。

　この旅行で少しでも俺を好きになってもらい距離を縮めるつもりが、俺のほうがもっと小毬を好きになっている。

「わかった、じゃあひとつは俺が買う」

「うん、ありがとう。私、由良へのお土産もここで買いたいから、もう少し見てもいいかな？」

「もちろん。ゆっくり選んでいいよ。先に会計してくる」

　小毬から箸置きをひとつ受け取ってレジに向かう途中、ふと目に入ったのはネックレス。

　これ、小毬に似合いそうだな。

　チラッと彼女を見ると、ガラス細工の雑貨をあれこれ手に取って見ている。俺は彼女に気づかれないようにネックレスも手に取り、会計を済ませた。




「鎌倉散策、すごく楽しかったね。前に来た時は子供だったから、ほとんど忘れちゃっていて、全部が新鮮だった」

「そうだな」

　着替えを済ませて車に戻ると、うれしそうに言われて俺までうれしくなる。

「でも足は疲れちゃったね」

「じゃあ今夜はゆっくり温泉につかって、体を休めよう。……予約した宿、温泉もあるんだ」

　そこは家族で訪れた際に宿泊したところ。緑に囲まれた場所にある宿は、一日三組しか受け入れない。

　客室は独立した和風のコテージで、完全なプライベート空間となっている。

「お待ちしておりました、村瀬様」

　チェックイン手続きを済ませ、出迎えてくれた宿の女将の案内でフロント棟を出て、緑の道を歩いていく。

　外観は完全なる一軒家のドアを開けて中に入ると、広々とした和室が広がっていた。

「奥のお部屋が寝室となっております。ベランダには露天風呂もありますので、お楽しみください。もちろん本館のほうにもお風呂はございますので、そちらもぜひ」

　女将の話を聞き、あわあわする小毬を見て、少しばかりショックを受ける。

　いや、触れないと約束したし破るつもりもない。でも、いつかはこういうところに来て、小毬と一緒に露天風呂に入りたいという夢はある。

「ではお食事のお時間まで、ごゆっくりお過ごしください」

　丁寧に頭を下げると、女将は部屋を出ていった。そしてなんとも言えぬ気まずい空気になる。

　周囲を気にせずにゆっくり過ごしたかったし、なによりここは両親たちと訪れたことがある場所。

　露天風呂のことは深く考えずに決めたけれど、もっと配慮するべきだった。

「小毬、本館の風呂に行かない？　部屋の風呂は明日の朝、俺が寝ている時に入るといい」

「……うん」

　さっきまであんなに明るかったのに、警戒しているのか、どこかよそよそしくなる小毬。風呂に入って少しは空気が変わればいいが……。

　用意されていた浴衣に着替えて部屋を出て、本館にある風呂へと向かった。

　源泉かけ流しの温泉は最高に気持ちよく、風呂から出た小毬もいつも通りに戻り、「すごくいいお風呂だった。疲れも取れたよ」と上機嫌で話してくれた。

　夕食の時も料理が運ばれてくるたびに小毬は歓声をあげ、噛みしめながら食べる。その姿を見ることができて幸せな気持ちで満たされていく。

　洋太や沢渡さんに注意されながらも、小毬に気づかれないよう、仕事の合間を縫って計画を立てて本当によかった。

「鎌倉でたくさん食べたのに、夕食がどれもおいしくて食べすぎちゃったよ。おなかいっぱい」

　そう言って苦しそうにおなかをさする小毬を見ながら、さっきから気になってしまうのは時間。

　そろそろだよな？

「小毬、こっち来て」

「え、将生？」

　立ち上がって縁側へ向かい、窓を全開にした。

「どうしたの？　急に」

「ん、ちょっとな」

　もう一度時計を見ると、あと一分に迫っていた。

「座って見よう」

「見るってなにを？」

　混乱する小毬の手を引いて縁側に並んで腰を下ろすと、音を立てて一発の大きな花火が夜空に打ち上がった。

「え……嘘、花火？」

　突然打ち上がった花火にびっくりしながらも、次々と上がっては消えていく夜空に咲く大輪の花に小毬は言葉を失う。

　そして、百発の花火がすべて打ち上がると歓声をあげた。

「すごい、綺麗だったね！　どこかでお祭りでもあったのかな？　あれ？　でもまだお祭りの時期じゃないよね？」

　小首を傾げる小毬に、クスリと笑ってしまった。

「よかっただろ？　偶然にも見られて」

「うん、それはもちろん！」

　彼女が満面の笑みで答えた時、食べ終えた食器を下げに女将が入ってきた。

「失礼いたします。こちら、お下げしますね」

「お願いします」

　すばやく音を立てずに片づけをしながら、女将は「先ほどはありがとうございました」と言ってきた。

「村瀬様のおかげで私たち従業員や、ほかのお客様も花火を楽しむことができました」

「いや、それはっ……！」

　咄嗟に否定しようとしたが、事情を知らない小毬がすぐに女将に尋ねた。

「――えっ、どういうことですか？」

「どういうことって……あら、もしかして奥様はご存じなかったのですか？　それは申し訳ありませんでした。……ですがこんな素敵なサプライズ、内緒にしておくなんてもったいない。もう花火もご覧になったんですから、タネ明かしされてもいいんじゃないですか？」

　タジタジになる俺をよそに、女将は小毬を見つめる。

「花火は奥様のために打ち上げられたものなんですよ？　花火だけではございません。本日のご夕食も奥様の好きなものを承り、ご用意させていただきました」

「嘘……」

　女将の話を聞き、信じられないと言いたそうな目を向けられ、心が落ち着かない。まさかこんな形でサプライズがバレるとは……。

「明日のご朝食のメニューも同様に、奥様の好きなものを伺いご用意させていただきますので、お楽しみにしていてくださいね。ではなにかございましたらご連絡ください、失礼いたします」

　ネタばらしするだけして、去っていく女将に呆然となる。すると小毬は複雑な顔で俺に詰め寄ってきた。

「どうして言ってくれなかったの？」

「それは……ただ、小毬の喜ぶ顔を見たかったから」

　質問に答えたのに、彼女は渋い顔になった。

「だからって花火を打ち上げるなんて……」

　そこまで言うとキュッと口を結んでうつむいた小毬に、不安を覚える。

　小毬は昔から俺にお金を使わせることを、悪いと思っているところがある。だからデートをしても、おごらせてくれなかった。

　気にすることないのに。デートをすれば、大半のカップルは男がデート代を出すものだ。そこが小毬のいいところでもあるが、男としては少し甘えてほしいと何度も思った。

　そんな小毬だから俺が花火を用意したことは、秘密にするつもりだった。

　俺にお金を使わせてしまったと、気をもんでいるのだろうか。

　様子をうかがっていると、小毬はゆっくりと俺に体重を預けた。

　ほのかに香るシャンプーの香り。そしてこわばった体からは熱を感じ、小毬が抱きついてきた事実に驚き戸惑う。

「小毬……？」

　心臓の動きを速めながら彼女の名前を呼ぶ。

「ありがとう、将生」

　そう言って顔を上げた小毬の目は潤んでいて、息が詰まった。

「すごくうれしい」

　今にも泣きそうな顔で言うと、今度はギュッと俺にしがみつく。

　本当に小毬のこういう仕草が愛しくて、簡単に理性を崩壊させる。だけど自ら触れてきた小毬が悪い。

　彼女のぬくもりを感じたくて、小さな体を力いっぱい抱きしめた。

「よかった、小毬に喜んでもらえて」

「こんなの、喜ばないほうがおかしいでしょ？」

　俺の腕の中でクスクスと笑うものだから、胸がくすぐったくなる。

「でも……」

　ひと呼吸置き、俺の顔を覗き込んで小毬は少し頬を膨らませた。

「タネ明かしがないとサプライズにならないし、女将さんが教えてくれなかったら、私は知らないままだったでしょ？　言ったじゃない、なんでも話してほしいって」

「それは……そうだった」

　これは怒られているんだよな？　初めてかもしれない、小毬に怒られるのは。

　新鮮な気持ちになっていると、小毬はキッと俺を睨みつけた。

「サプライズはすごくうれしいけど、これからはちゃんと話してね！」

「……はい」

　思わず返事をすると、小毬は満足そうに笑う。

　なんだこれ。怒った顔からの笑顔とか、反則だぞ。俺の心を鷲掴みにする最強コースじゃないか。

　おまけに離れる気配はなく、安心して俺に体を預けたまま。今すぐにキスをして押し倒したい。

　だけどそんなことをしたら、せっかく彼女が警戒心を解いてくれたのが台無しになる。ここは我慢するしかない。

「ねぇ、将生。ほかに私に隠していることないよね？」

　無関係な仕事のことを考えて煩悩を払拭していると、急に声をかけられた。

「えっ？」

　慌てて彼女を見ると、なにかあると勘ぐったような疑いめいた目を向けた。

「まだなにか考えてくれているの？　それとも、私が気づいていないだけでサプライズしてくれちゃった？」

「いや、もうなにも……」

　そこまで言いかけて、浴衣の上から懐に忍ばせているネックレスに触れる。

　これも一応サプライズの部類に入るのだろうか？

「ごめんね、私は将生になにも用意していないのに」

　ボソッとつぶやくと、小毬はゆっくりと俺から離れた。

「もらってばかりでごめん。……私もこの旅行中に将生へなにかサプライズを用意すればよかった」

　泣きそうな顔で言うものだから、たまらずもう一度彼女の体を抱き寄せた。

「そんなこと気にするなよ、俺は小毬がこうしてそばにいてくれて、喜んでくれたら十分なんだ。ほかにはなにもいらないよ」

　この気持ちは昔から変わらない。ただ、そばにいてくれるだけでいいんだ。

　彼女の背中や髪を優しくなでながら、感じるぬくもりに酔いしれる。

「ずるいよ、将生。昔はあんなに冷たかったくせに、結婚した途端に人が変わったみたいに優しくなって……本当に戸惑う」

「小毬……」

　そう、だよな。小毬に対する気持ちは昔から変わっていない。でも小毬からしたら、結婚前と結婚後の俺の態度は百八十度違っているはず。

「でも昔からそうだったよね。どんなに冷たくされても、嫌いにさせてくれなかった。……だから将生にプロポーズされても、断ろうなんて思えなかったんだと思う」

　ドキッとするようなことを言われ小毬を見ると、彼女も顔を上げて俺を見つめた。

　目が合うと大きく瞳を揺らし、ほんのりと頬が紅潮する。こんな表情を見せられたら、嫌でも期待してしまう。

　小毬も俺と同じ気持ちになってくれたのではないかと。

　高揚感が増す中、小毬は真っ直ぐ俺を見つめたまま口を開いた。

「将生、私……」

　彼女がなにかを言いかけた時、まるで見計らったかのように鳴った電話の着信音。

　どうしてこのタイミングでかかってくるのだろうか。そもそもなぜ電源を切っておかなかった？

「電話、仕事関係じゃないの？　早く出たほうがいいよ」

　小毬の話が気になるし、本当は無視するつもりだったが、こう言われては出ないわけにはいかなくなる。

「……悪い、出てくる」

　重い腰を上げて室内に戻り、いまだに鳴り止まないスマホを見ると、電話の相手は洋太だった。

　小毬といい感じだったところを、一度ならず二度までも邪魔するとは……！　これでくだらない電話だったらキレるぞ。

　苛立ちを抑えながら電話に出ると、抑揚のない声が届いた。

『将生、俺はもう生きていけないかもしれない』

「は？　いきなりなにを言って……っ!?」

　どうやらくだらない話どころの問題ではなさそうだ。生きていけないかもだなんて、洋太にいったいなにがあったのだろうか。

　近くに小毬がいることを思い出し、玄関付近へと移動した。

「なにがあったんだよ」

　そもそも昔から前向きで明るかった洋太が、マイナスなことを言うのは非常に珍しい。それほど深刻な事態に陥っている？

　心配で尋ねると、洋太は力ない声で言った。

『浩美さんが理由も言わずに、別れようって言ってきたんだ。……来月いっぱいで会社も辞めるって』

「嘘だろ？」

　思いもよらぬ話に驚きを隠せない。

　ふたりはうまくいっていたし、正直、近い将来結婚すると思っていた。それに沢渡さんは、いつも生き生きと仕事をしていたし、なにかに困っているとか、悩んでいる様子も見られなかった。

『こんな嘘つくわけないだろ？　将生が小毬ちゃんと旅行に行っているとわかっても、連絡せずにはいられないほど落ち込んでいるんだから』

「そう、だよな」

　この旅行の計画も、洋太と沢渡さんに助言を受けたもの。浴衣を買った呉服店は沢渡さんから教えてもらったんだ。

『なぁ、将生。俺と浩美さん、うまくいってたよな？　仕事も楽しそうにやっていたよな？』

「あぁ」

『だよな。……だったらどうして急にあんなこと言ったんだろ。理由も話してくれないし』

　電話越しからでも、洋太がひどく落ち込んでいるのが伝わってくる。なにか声をかけたいのに、なんて言ったらいいのかわからない。それほど俺も動揺しているのかもしれない。

『俺……こんなに誰かを好きになったのは初めてなんだ。きっともう二度と浩美さん以上に好きになれる相手とは、出会えないと思う。そんな彼女を失うことになったら、生きていく自信がない』

　弱気なことを言う洋太に、俺までつらい気持ちになる。

「洋太、一度落ち着け。大丈夫、なにか事情があるんだよ、きっと。……俺からも沢渡さんに聞いてみるから」

『将生……』

「だから元気出せよ。……生きていく自信がないなんて言うな。洋太がいなくなったら、俺こそ生きていけなくなるだろ？」

　するとやっと洋太から笑みがこぼれた。

『将生は俺の恋人かよ』

「似たようなもんだろ？　ビジネスパートナーであり、親友なんだから」

　洋太を元気づけたい一心だったが、らしくないことを言うのは非常に照れくさい。顔が見えない電話で心底よかったと思う。

「戻ったらゆっくり話を聞くから」

『……ありがとう。おかげで少し落ち着いた』

　それを聞いて、俺もホッと胸をなで下ろした。

『悪かったな、旅行中に。……もしかして最中だったか？　電話出た時の将生、機嫌悪そうだったし』

「違うから！」

　すぐさま否定すると、やっと洋太らしく笑いだした。

『本当に悪かった。……またな』

「あぁ、戻ったら連絡する」

　通話を切っても、スマホを見つめたまま立ち尽くしてしまう。

　洋太と沢渡さんは、なにがあっても大丈夫だと思っていたのに。だけど急に別れを切り出したのには、やむにやまれぬ事情があるに違いない。

「あ、小毬……！」

　ハッとし、急いで戻る。すると彼女は待ち疲れたのか、縁側の柱に寄りかかってスヤスヤと寝息を立てていた。

　無防備な寝顔に口もとが緩む。

　起こさないように隣に腰を下ろして、顔にかかった髪をどけた。

　今日は慣れない下駄でたくさん歩いたし、疲れさせてしまったよな。本当はさっきの話の続きを聞きたいところだけれど、気持ち良さそうに寝ている小毬を起こすのは忍びない。

　渡すタイミングを失ったネックレスの存在を思い出し、袋から取り出して彼女の首にそっとつけた。

「……ん、似合ってる」

　そっと髪をなでてもやっぱり起きない。これは熟睡しているな。

　優しく抱きかかえて奥にある寝室へと向かい、畳の上に敷かれている布団に下ろした。布団をかけてそのまま彼女に寄り添う。

　小毬の寝顔を見つめながら、どうしても頭をよぎるのは洋太のこと。

　なにか事情があって、沢渡さんは洋太に別れを切り出したのだと信じたい。人の気持ちは変わるものだが、変わらない気持ちもあるはず。

　あのふたりは、なにがあっても離れないと思っていたのに……。

「俺たちは、大丈夫だよな……？」

　小毬の気持ちを信じようと決めたが、洋太と沢渡さんの話を聞き、不安になる。

　俺だって洋太と同じ気持ちだ。小毬を失ったら生きていく自信がない。

「小毬だけは、絶対に失いたくない」

　彼女の左手薬指にはめられている指輪を、そっと指でなでた。

　今の俺たちの関係は指輪をつけた、見せかけの夫婦だ。最初は小毬と結婚できればいいと思っていた。……でも今は、小毬の心すべてがほしい。

「お願いだから、早く俺を好きになって」

　小毬の手を強く握り、気づいたら俺も深い眠りに落ちていた。










強くなりたい




　遠くから聞こえたドアを閉める音。

「んっ……」

　目が覚めると将生の姿はなかった。

「嘘、もう行ったの？」

　ベッドから起き上がり寝室を出て、彼の姿を探すものの見あたらない。時刻は六時を過ぎたばかり。

　キッチンへ向かうとコーヒーの芳しい香りが漂っていて、テーブルには私の分の朝食が用意されていた。

「もう、いいって言ったのに……」

　家を出るのが早いのに、私の分まで朝食を用意してくれた将生に、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　旅行の次の日から、将生は仕事に出ている。なんでもトラブルが起こったらしく、しばらく忙しくなると言っていた。

　言葉通り将生は、朝早くに家を出て、夜遅くに帰ってくる。だから旅行から戻ってきてから、まともに顔を見て話をしていない。

「私も早く準備していこう」

　ＧＷ明け。今日からまたいつもの毎日が始まる。

　将生が作ってくれた朝食を食べながらテレビを見ていると、ちょうど連休中の鎌倉の様子が流れた。それを見ているとふたりで行った旅行のことを思い出す。

「楽しかったな」

　最初、旅行に行こうと言われた時は戸惑ったけれど、すごく楽しかった。

　将生は本当に予想していなかったサプライズを、たくさん用意してくれていたよね。それがうれしくて、将生の想いがすごく心に染みて泣きそうになった。

　私も将生のためになにかしたい。彼に喜んでほしい。その思いが強くなり、感情に身を任せて不確かな思いを口にするところだった。

　本当、電話が入ってよかったと思う。まだ自分の気持ちに自信を持って彼に好きと言えないくせに、雰囲気にのまれて口走るところだったのだから。

「ごちそうさまでした」

　完食して片づけを済ませ、着替えに自分の部屋へ向かう。クローゼットの隣にあるタンスの上にはアクセサリーケースがあって、それが目に留まるたびに私は将生からもらったネックレスを手に取っていた。

「何度見ても綺麗……」

　花火の夜、将生が電話中にいつの間にか寝てしまい、目が覚めると隣に将生が寝ていて、首にはこのネックレスがつけられていた。

　起きた彼から『これが最後のサプライズ』って言われたんだ。高価な物ではなく、こういったさりげないプレゼントがすごくうれしい。

　大切にアクセサリーケースにしまい、着替えや準備、戸締まりを済ませて家を出た。




　歩いて駅まで向かい、改札口を抜けてホームに降りる。いつも乗っている女性専用車両の乗り場を目指していると、視線の先に見覚えのある人影を見つけ足が止まった。

　ん？　あれって、もしかして……。

　ジッと見つめていると相手も気づき私を見た瞬間、大きく目を見開いた。

「あれ、荻原？」

「やっぱり野沢君だ」

　お互いびっくりしながら話を聞くと、どうやら野沢君は同じ路線の二駅先に住んでいるようだ。トイレを利用するために一度ここで降りたらしい。

「今日は先輩と初めて取引先に挨拶に行くから、緊張しちゃってさ」

「そうだったんだ。もう大丈夫なの？」

「あぁ、どうにか」

　そんな話をしながら、チラチラと野沢君の様子をうかがってしまう。

　この前の同期会で、結婚していることを打ち明けた。その後も何度か顔を合わせていたけれど、結婚していたことについて言及されたことがない。

　結婚については隠すつもりはなかったし、聞かれたら答えるつもり。でも自分から話すのも……と思っていたけれど、ここまでスルーされると逆に気になる。

　いや、別に野沢君にとって私が結婚していようがいまいが、関係ないことだ。それにどうして早くに結婚したのか、相手は誰でどんな人なのかが気になるのは、女性だけなのかもしれない。

「今日行く取引先の人、気難しい人みたいでさ」

「それは緊張しちゃうね」

　電車が到着するまでの間、他愛ない話をしながら待っていると、専務である誠司君の話をしていた流れで、野沢君がふと、なにかに気づいたように言う。

「そういえば荻原の旦那さん、どことなく専務に似ているよな」

「そりゃそうだよー。だって兄弟だもの。昔からそっくりってよく言われていたんだ」

「――え、兄弟……？」

　急に驚いた声をあげた野沢君に、すぐに気づく。あまりに自然に聞かれたから、うっかり自らバラしてしまったことに。

「どういうことなんだ？　専務と荻原の旦那さんが兄弟って」

「それは……」

　結婚相手に関しては秘密にするつもりだった。それなのに私ってば、なにやってるのよ。

　どうする？　今からでもごまかすことができる？　でもさっき私、はっきりと『兄弟』だって言ってしまったのに……。

「本当のようだな。……そうか、専務と荻原の旦那さんが兄弟……」

　なにも言わない私に確信を得たようで、野沢君は感慨深そうに復唱する。

　どう思ったかな？　やはりコネ入社だと思われた？　ううん。野沢君はそんな人じゃない。

　誠司君やお義父さんには、素性を隠して旧姓で働くと言ったのに、あっさりと同僚にバレてしまい申し訳ない。けれど、野沢君なら事情を説明すれば他言したりしないはず。

　だったらもう隠すことはないと開き直り、電車を一本見送ってすべて打ち明けた。

「……というわけなんです」

　私の話を最後まで聞いた野沢君は放心状態。改めて社長と専務が義理の父と兄だと聞いたら、誰だって驚くのは当然。

　でも、それを目の当たりにして苦笑いしてしまう。

「いや、ごめん、びっくりして……。あ、大丈夫！　荻原が実力で秘書課に配属されたってちゃんとわかってるからな！」

　そう言ってくれた野沢君に安心して、肩の力が抜けた。

　特別扱いされていると思われてしまうのが、なによりも怖かった。入社した経緯も配属された理由も〝コネ〟ではないかと。

「バレたのが野沢君でよかった」

「えっ？」

「普通はコネ入社だって思うものだよ。……よそよそしくされたらどうしようって不安だったから、会社では結婚相手だけは絶対に秘密にするつもりだったの」

　せっかく野沢君やみんなと仲よくなれたのに、今まで通り接してもらえなくなったら寂しいもの。

「だからありがとう。これからも変わらずに接してくれたらうれしい」

「……っ！　そんなのあたり前だろ!?」

　いつになく声を荒らげた野沢君に、周囲の視線が一気に集まる。もちろん私も。

　それに気づいた野沢君はわざとらしく咳払いした後、真剣な面持ちで私を見据えた。

「話を聞いたからって避けるわけないじゃん。そりゃまだびっくりしているけど、荻原は荻原だ。これからも同期としてガンガン声をかけるからな」

「野沢君……」

　胸がいっぱいになる。それと同時に中学時代、由良に将生とのことを打ち明けたことを思い出した。

　由良も野沢君と同じように『小毬は小毬じゃん！』って言ってくれたんだよね。そして今も変わらずそばにいてくれる大切な存在となった。

　野沢君とも同期として、これからもいい関係を築いていけたらいいな。

「ありがとう、じゃあ私もたくさん話しかけるね！」

　うれしさを噛みしめて言うと、野沢君はどこか照れくさそうに「おう」と言いながら、私の左手を指差した。

「そういえば結婚指輪は、いつも会社に行く前に外しているの？」

「あっ……うん、そうなの。結婚を隠すつもりはないんだけど、最初から話していなかったせいで、なかなか周りに打ち明ける勇気が出ないというか、タイミングがなくて……」

　そう言いながら指輪を外してバッグにしまうと、沢君はしみじみと話しだした。

「荻原の旦那さん、すごいよな。同い年なんだろ？　それなのに大学生のうちに起業して、今では会社の社長とか。おまけにカッコよかったし」

「えっと……」

　なんて答えたらいいのやら。自分のことを褒められたわけではないのに、恥ずかしくなる。

「なにより、生まれる前から結婚することが決まっているとか、運命じゃん。……うらやましいよ。俺、今まで誰かと付き合っても、いっつもすぐ振られちゃっているからさ」

「――え」

　嘘、野沢君が振られるの？

　信じられなくて、まばたきさえできなくなる。すると野沢君は苦笑いを浮かべた。

「それもみんな、決まって同じ理由で振られるんだ。『誰にも優しいから不安になる』って」

　たしかに彼女にしてみれば、彼氏が自分以外の女性にも優しかったら嫌なのかもしれない。

「だから荻原たちの関係がうらやましい。……いつか、ありのままの自分を好きになってくれる相手と、俺も出会うことができるかな」

「……出会えるよ。意外とその相手は近くにいるのかもしれないよ」

　少なくとも敬子は、ありのままの野沢君を好きなはず。きっと付き合うようになっても、自分だけに優しくしてほしいなんて、言わないと思うな。

「そういうもんかな？」

「うん、そういうものだよ」

　ちょうどホームに電車がやって来て、会話は一時中断。一本遅らせたおかげでそれほど車内は混雑していなかった。

　ドア付近の手すりにつかまり、流れる景色に目を向けていると、野沢君がボソッとつぶやいた。

「だけどその相手、結婚していなければ荻原だと思ったんだけどな」

「えっ？」

　野沢君、今なんて言った？　私の聞き間違い？

　まばたきすることなくジッと見つめていると、野沢君は顔をクシャッとさせて笑った。

「なんて、な。冗談だよ」

「えっ……えっ？」

　じょ、冗談？　そうだよね。やだ、それなのに動揺した自分が恥ずかしい。

「好きな子ができたら、一番に荻原に言うから。……その時はうまくいくよう、相談に乗ってよ」

「うん、もちろん」

　それから少しして電車は会社の最寄り駅に到着し、改札口を抜けて野沢君と会社に向かっていると、背後から声をかけられた。

「あれ、珍しいね。ふたりが一緒なんて」

　聞き覚えのある声に野沢君とともに足を止めて振り返ると、そこにいたのはやはり敬子だった。不思議そうに私たちを見ている。

「おはよう、田澤。俺と荻原、路線が同じなんだ。たまたま同じ時間の電車に乗ってて、ついさっき会ったんだよな」

「うん、そうなの」

　野沢君から話を聞いて、敬子は「そうだったんだ。路線が同じとかすごいね」と口では納得したようだけど、顔はそう言っていない。複雑な表情をしている。

　野沢君と会ったのは本当に偶然だった。でも敬子からしてみたら、私といえど、朝から好きな人が自分以外の女性と一緒にいるところを見たら、嫌なのかもしれない。同期会の時も言っていたし。

　自然な流れで敬子を間に挟み、会社に向かうものの……なんだか気まずい。

「路線が同じってことは、住んでいるところも近いの？」

「二駅しか離れていないし、意外とご近所さんだよな？」

「う、うん。そうだね」

　こういう共通点って気になるところなのかな？　いや、気になるはず。由良も元彼と付き合う前、ほかのバイト仲間の子と帰り道が同じだからって理由で一緒に帰っているところを見て、嫉妬したって言っていたもの。

　それにこういう時は私が気を利かせるものだよね。敬子は野沢君とふたりっきりになりたいはず。

　ふたりが仕事の話をしている中、慌てて声をあげた。

「――あ、そうだった。ごめん、連休前に上司から頼まれていた仕事を忘れてた。悪いけど、先に行くね」

　一方的に言うと、ふたりからは戸惑った反応が返ってきた。

「え、小毬？」

「そんなに急いで行かないといけない仕事なのか？」

「うん、秘書の仕事って始業前にやらなくちゃいけないことがたくさんあって。ふたりはゆっくり来て。……また今度ね」

　そう言って駆け足で会社へと急ぐ。

　不自然だったかな？　いや、これでよかったんだ。私は敬子の気持ちを知っていて、応援すると言ったのだから。

　会社に着き、乱れた呼吸を整えながらエレベーターホールへと向かう。

　今まで野沢君と話をしたり、一緒に行動したりしていてもとくに気に留めてこなかったけど、これからは気をつけよう。敬子は口にしないけど、本当は快く思っていないかもしれないもの。

　こういう経験をしたことがないから、どう行動するのが正解なのかわからなくて戸惑う。

　敬子、嫌に思ったかな。私も野沢君のことが好きとか、勘違いされていない？

　心配になりエレベーターを待つ長い列の最後尾に並び、スマホを取り出した。

　敬子に【先に来ちゃってごめんね】とメッセージを送る。返事をくれるといいんだけれど……。

　心配しながらエレベーターに乗って上の階を目指していると、返信が届いた。

【大丈夫だよ。むしろ野沢君とふたりっきりにしてくれてありがとう。また相談に乗ってくれたらうれしい】

　よかった、いつも通りで。敬子に変に思われていないようだ。だけどこれからも気をつけないと。

【今度ゆっくりランチに行こう】と返信してオフィスへと向かった。

「おはようございます、荻原さん」

「おはようございます」

　秘書室に入るとすでに山浦さんは出勤していて、専務宛てに届いた郵便物の確認をしていた。

　試用期間中は朝早く来ることも、残業することもだめだと言われ、山浦さんがいつも早く出勤して、いろいろやっていることを知りつつも規定の時間に出勤していた。

　だけどこうして会社に来て、すでに山浦さんが仕事をしている姿を見ると、なにもできない自分にもどかしさを感じる。

　しかし私はまだ試用期間中。今は教えてもらった仕事を覚えることだけに集中するべき。

「まだ始業前ですが、少しよろしいでしょうか？　そろそろ荻原さんに、専務が出勤するまでにやるべき仕事を、お教えしようと思っていまして……」

「え……！　ぜひお願いします！」

　思わず大きな声が出てしまうと、山浦さんは目を見開いた後、珍しく頬を緩めた。

「やる気十分でうれしい限りです」

「……すみません、大きな声を出しちゃって」

　それから山浦さんに、朝出勤してからするべきことを教えてもらった。来客用のお茶の準備に専務室の清掃。誠司君が毎朝読んでいるビジネス新聞の手配。それとメールのチェックと郵便物の確認。

　週に一度は飾ってある花を替え、最後に誠司君の一日のスケジュールの確認をする。

　それらすべてを山浦さんひとりでこなしていたのかと思うと、もう尊敬しかない。

　おまけに来客ひとりひとりの好みまで把握しているらしい。コーヒーか紅茶か、それともお茶か。砂糖やミルクは入れるのか、濃いめがいいのか……。

　そこらへんはおいおい覚えていってくださいと言われたけれど、覚えられる自信がない。その前に取引先の人の名前と顔を覚えないと。

「どうですか？　仕事には慣れましたか？」

　教えてもらったことを必死にメモに記していると聞かれ、すぐに答えた。

「はい、覚えることがたくさんで大変ですが……。山浦さんが丁寧に教えてくださるので、少しずつ慣れてきました」

「それを聞いて安心しました。……秘書課のみんなとも、うまくやっていけそうですか？　なにか困っていることはありませんか？」

「……はい、それも大丈夫です」

　一日中ほどんと秘書室にこもって仕事をしているから、ほかの秘書課の社員と滅多に顔を合わせる機会がない。

　だから山浦さんが心配するようなことはない。でもつまり仕事中に私が関わる人は、山浦さんしかいないということ。

　それはそれで少し寂しい気もするけれど、会社には遊びにきているわけではない。秘書課に配属された以上、これが普通だと思うし。

「そうですか。しかし今後、なにかございましたらすぐにご報告ください」

「わかりました」

　それから今日やるべき仕事の指示を出して、山浦さんは誠司君とともに外出した。

　いよいよ本格的に海外進出に着手し始めたようで、現地の建築会社から送られてきた大量の契約書や資料などを、翻訳するのが私の仕事。

「これ、一週間で終わるかな」

　渡された量の多さに顔が引きつる。

　話すのは得意だけど、翻訳となると話は違う。英語のようにスラスラ読めるわけではない。

　山浦さんは一週間以上かかっても大丈夫だと言っていたけれど、できるなら言われた期限内にしっかり終わらせたい。多忙な山浦さんとは違い、私が任せてもらっている仕事は今、これだけだもの。

　誰もいないオフィスで留守番をしながら、翻訳作業に取りかかった。




　それから三日後の夕方。仕事を終え買い物をしてからの帰宅途中、将生からメッセージが届いた。

【悪い、小毬。今夜も遅くなるから夕食はいらない。気にせず先に休んでいてくれ】

　それを見てがっかりしてしまう。

「食材、いっぱい買っちゃった」

　だけど将生、大丈夫だろうか。ずっと毎日遅くて夕食も食べていない。会社でなにか食べているならいいけど。

　彼の体を心配しながら帰宅し、料理に取りかかる。

　夕食はいらないって言われたけれど、帰ってきたらおなかが空くかもしれないし、軽く食べられるものを作っておこう。

　それから簡単に自分の夕食も準備し、テレビをつけて席に着く。料理を食べ始めると、おいしくできたはずなのにあまり味がしない。ひとりだと味けなくて、寂しさを感じてしまう。

　真正面の席にはいつも将生がいて、毎日私が作った料理を褒めてくれた。他愛ない話をしながら食べるご飯はおいしくて、日常の楽しいひと時となっている。

　まだ結婚して二ヵ月くらいしか経っていないのに、将生とふたりで暮らす日々がもう何年も前から続いているような。あたり前のことになっている。

　たった数日食事をともにしないだけで、こんなにも寂しくなるなんて……。

　ううん、食事の席だけじゃない。朝起きたら隣で将生が寝ていないことも、〝おはよう〟と〝おやすみ〟を言えないことも、すべてが寂しい。今の私の生活の中心には将生がいるんだ。

「会いたいな」

　箸を持つ手はいつの間にか止まり、ポツリと漏れた声。

　好きな人ができると、みんなこんな気持ちをかかえて毎日過ごしているのだろうか。

　将生の仕事が忙しくなってから、何度も思った。会いたいと。……会って顔を見れば、どうして寂しいのかも、こんなに会いたいと思うのかもわかる気がする。

　きっとあと少ししたら仕事も落ち着いて、今までのように早く帰ってくる日も増えるはず。

　家のことは私がしっかりやって、将生を支えよう。それに私も任された仕事をまっとうしないと。

　急いで残りのご飯を食べて片づけを済ませ、入浴後に持ち帰った翻訳の仕事に取りかかった。

　そして眠気の限界までやって、ベッドに入ったのが十二時半過ぎ。その時間になっても、将生は帰ってこなかった。

　次の日、目を覚ますとやっぱり隣に将生の姿はない。だけど私が作った料理を食べてくれたようで、リビングのテーブルの上にお礼のメモ紙があり、それを見て自然とやる気がみなぎる。

「将生に負けないよう、がんばらないと」

　気合い十分にこの日も会社に向かった。




　それからまた数日が過ぎ、翻訳の仕事の締め切り前日。いつものように定時を少し過ぎてオフィスを出ると、廊下で野沢君に声をかけられた。

「お疲れ、荻原。上がり？」

「お疲れさま。うん、帰るところ。……野沢君も？」

「あぁ、残業したくてもできないからな。強制的に帰された。早く試用期間終わってほしいよな。思いっきり仕事がしたい」

「そうだね、もどかしい時があるよね」

　エレベーターホールに着き、呼び出しボタンを押して到着を待っている間、帰ってからのことを頭の中で考える。

　今夜も将生は遅いようだし、夕食は残りもので簡単に済ませよう。翻訳の仕事、結構ギリギリだから今夜は徹夜になるかもしれないし。

　山浦さんに言われた提出期限は明日。今日の帰り、無理なら数日延ばしてもいいと言われたけれど、明日には提出しますと言ってしまった。やっぱり期日内には提出したいもの。

　到着したエレベーターに乗り一階に着くと、ふたりで玄関を抜けていく。

「料理はいつも荻原が作ってるの？」

「あ、うん。ほとんど私かな？　向こうも仕事が忙しくない時には夕食はもちろん、朝食も用意してくれるの」

　聞かれたことに答えると、野沢君は目を丸くさせた。

「マジか、すごいな。仕事もデキて料理もできるとか完璧すぎる。兄弟だし、専務もやっぱり料理できるのか？」

「ちょ、ちょっと野沢君!?」

　会社の人に聞かれたらマズい〝兄弟〟と〝専務〟のワードに周囲の目が気になり、急いで野沢君に詰め寄った。

「結婚相手のことは秘密にしたいって話したでしょ？」

　声を潜めて言うと、野沢君はハッとして口を手で覆った。

「悪い、つい……」

「もう、気をつけて」

　いつ、どこで話が漏れて噂が広がるかわからないのだから。

「なにしてるの？」

　至近距離でふたり、コソコソと話していると怒りを含んだ声がかけられた。すぐに声のしたほうを見ると、険しい表情で私たちを見つめていたのは敬子だった。

「なにって、別になにもないよな？　荻原」

「う、うん」

　ふたりで笑顔で説明をするものの、それがかえって敬子の疑惑を増したのかもしれない。

「なにもないようには見えなかったけど？　ふたりの距離、すごく近かったし、なにか隠しているよね？」

　そう言うと敬子は今にも泣きそうな顔で私を見つめた。

「私に言えないようなことなの？」

「敬子……」

　ズキッと胸が痛む。

　これ以上なんて答えたらいい？　敬子にはまだ、結婚している事実を伝えていないし……どうしよう。

「本当になにもないよ。田澤はどうしてそんなに気になるんだ？　そういえばこの前も、俺と荻原が一緒に出勤したことを気にしていたよな」

　正解がわからなくて口を結んでいると、野沢君が明るい声で言った。

　敬子の気持ちを知らない野沢君は、空気を変えようとして、わざと明るく素直に思ったことを聞いたんだと思う。でもそれは敬子にとってどうなの？　……気持ちが伝わらないのは苦しくて、つらいはず。

　そんなの、私にでもわかる。

「ごめん、帰るね」

「敬子っ！」

　この場から逃げるように去っていく敬子に、野沢君は混乱している。

「え、どうしたんだ？　田澤。俺、なにかまずいことを言っちゃった？」

「ううん、違うと思う。ただ、その……」

　フォローしなくてはいけないと思いつつも、それよりも敬子のことが心配でたまらない。

「とにかく大丈夫だから！」

　一方的に言い、敬子を追った。

「あ、おい荻原!?」

　背後から野沢君の声が聞こえてきたけれど、振り返らずに急いで敬子の後を追う。

　ちょうど横断歩道の信号が赤で、すぐに追いつくことができた。

「敬子！」

　夢中で名前を呼んで腕を掴むと、敬子はびっくりして体を大きく反応させた。

「小毬……」

　泣いていたのか目が赤い。それを見て胸が痛くなる。

　すると敬子は慌てて目もとを拭い、顔を伏せた。

「どうして追いかけてきたの？」

「それは……」

　無我夢中で追いかけてきたけれど、なにからどう説明すればいいのだろうか。

　頭を悩ませていると信号は青に変わり、歩道は人の行き来が激しくなる。どちらからともなく邪魔にならないよう端に寄り、私は掴んでいた敬子の腕を離した。

「ねぇ、小毬……正直に話して」

「えっ？」

　敬子は真剣な面持ちで私に言った。

「小毬も野沢君のことが好きなの？」

「ちがっ……！　違うよ！」

　すぐに否定しても、敬子は納得していない様子。

「私が最初に野沢君のことを好きって言っちゃったから、言えずにいるんじゃないの？　だったら言ってほしい」

「本当に違うの。私は野沢君のこと、好きじゃない」

　わかってほしくて繰り返し言うと、敬子は表情をゆがめた。

「そんなわけないでしょ？　この前、朝ふたり一緒に出勤してきた時もさっきも、いつもと様子が違ったじゃない！　どうして話してくれないの？　私たち、まだ知り合ったばかりだけど、友達だと思っているのは私だけ？」

　違う、私だって敬子のこと友達だと思っている。でも、なにからどう説明したらいいの？

　それにやっぱり不安もある。友達なのに嘘をついていたのだから。結婚していることも、私が社長と専務とは家族だということも話したら、敬子はどう思う？

　由良のように、変わらず接してくれると信じたい。……信じたいけれど、もし嫌われてしまったら？　責められたらどうしたらいい？

　あらゆる可能性を考えれば考えるほど、打ち明ける勇気が消えていく。

　そんな私に敬子は痺れを切らした。

「話してくれないなら、もういい」

「あっ……！」

　雑踏の中へ走り去っていく敬子の背中を見つめるばかりで、今度は追いかけることができない。

　どうすることが正解だったのだろう。深く考えずに、結婚のことも将生のことも、すべて打ち明けるべきだった？

　だけど敬子が話を聞いてどう思うかなんてわからない。考えたくないけど、口外しないとは言いきれないし、敬子に話したことで誠司君やお義父さんに迷惑をかけることになったら……？

　考えれば考えるほど、答えがわからなくなる。……だけど敬子の表情や言われた言葉を思い出すと、泣きそうになった。

「なにやってるんだろう、私……」

　敬子は初対面にもかかわらず気軽に声をかけてくれて、野沢君のことが好きだと打ち明けてくれた。それがすごくうれしかったのに……。

　友達だから、なんでも話したい。でも話すことによって友達ではいられなくなることもある。身をもって知っているからこそ余計に言えなかった。

　トボトボと重い足取りで駅へと向かい、電車に乗り込んだ。

　気づいたらマンションにたどり着いていて、どうやって帰ってきたのか思い出せない。それほど敬子のことがショックだったんだ。

　玄関のドアを開けると、当然ながら部屋の中は真っ暗。次の瞬間、言いようのない虚しさが一気にこみ上げてきて、涙がこぼれ落ちた。

　だけどすぐに涙を拭い、廊下の明かりを灯す。

　泣いていたって解決しない。ちゃんと敬子に話をするんだ。でもその前に仕事を片づけないと。

　自分に活を入れてリビングへ向かい、テーブルの上にパソコンを開いて、バッグの中から資料を取り出した。

　だけどいざ始めようとしても、集中することができない。それならまずは、敬子にゆっくり話したいことがあると伝えようと思い、スマホを手に取るものの、すぐに文字を打つ手が止まる。

　誘ったら会ってくれるかな？　こういうことは、メッセージじゃなくて直接顔を見て話がしたいって言ったほうがいいの？

「あっ、指輪」

　スマホを持つ左手の薬指に結婚指輪がはめられていないことに気づき、すぐにはめた。

　この指輪をはめて入社式に向かっていたら、こうならなかったかな。……ううん、結婚もその相手が将生ということも隠さずにいたら、同期のみんなと今の関係を築けていないかもしれない。

　どうしよう、頭の中がぐちゃぐちゃ。

　手にしていたスマホを置き、呆然とする。どれくらいの時間、そうしていただろうか。静かな室内に玄関のドアが開く音が響く。

　廊下に続くドアを見ると、そこから入ってきたのは将生だった。

「え……将生？　あれ、今日は遅くなるんじゃ……」

　混乱する私を見て、将生は困ったように眉尻を下げた。

「その予定だったんだけど、洋太からたまには早く帰れって言われて……。小毬は仕事中だったか。大変だな。夕食はまだか？　だったら俺が作るよ」

「え、そんなっ……！」

　将生の体を心配して、秋田さんは早く帰るよう言ったんだよね？　そんな彼に作らせるわけにはいかない。

　それに将生、少し痩せた気がする。今までにも私が知らなかっただけで、こんなに忙しいことがあったのかな。

　そういえば私、アプリの会社だとは聞いているけれど、将生がどんな仕事をしているのかあまり詳しくは知らない。彼の会社がどこにあるのかも、なんとなくしかわからないし……。

　幼い頃からずっと一緒にいるのに、知らないことがある。もしかしたらほかにも、もっとあるのかもしれない。

　そう思うとなぜか切なくなる。急いで立ち上がると、ジャケットを脱いでワイシャツの袖をまくりながらキッチンに入る将生の後を追った。

「将生、夕食なら私が作るから」

「大丈夫、俺は仕事を持ち帰っていないから。気にせず仕事して」

「でも……」

　私より将生のほうが何倍も忙しくて疲れているはず。そんな将生を支えたいと思っていたのに、これじゃだめじゃない。

　どうしてなにもかもうまくいかないんだろう。仕事も人間関係もプライベートもすべて。こんな自分、嫌になる。

　泣いたってなんの解決にもならないとわかっているのに、自分の不甲斐なさに我慢できず、ポロポロと涙がこぼれ落ちた。

「え……おい、どうしたんだ？　小毬。どこか痛いのか!?」

「ちがっ……！　違うの、ごめん」

　涙を拭うものの、なかなか止まってくれない。

「なにが違うんだよ。そんなに泣いて……。もしかして会社でなにかあったのか？」

　心配して駆け寄ってきた将生は優しく私の腕をなでると、リビングへ導き、「座ろう」と促した。

「これ使って」

　ティッシュ箱を差し出され、数枚取って涙を拭う。その間も将生は私をなだめるように背中をなでる。

「ごめん、ありがとう」

　少しして落ち着きを取り戻すと、なにもかもうまくいかなくて泣くとか、子供みたいで恥ずかしくなる。

「なにがあったんだ？　小毬が泣くなんて、よっぽどのことがあったんだろ？　話してよ、俺でよかったらいくらでも聞くから」

「将生……」

　それ以上彼はなにも言うことなく、私が話すのを待っている。

　いいのかな？　甘えても。こんな話を聞かされても困らない？　でも今は誰かに話を聞いてほしい。

　その思いが強くなり、素直な思いを吐露した。

「私より将生のほうが仕事大変なのに、朝ご飯用意してくれて、夕食まで作らせてしまうなんて申し訳なくて……。私、いつも将生にしてもらうばかりで、なにも力になれていないでしょ？」

「そんなことない。俺は昔からずっと小毬の存在に助けられてきたよ」

　力強い声で言うと将生は私との距離を縮め、そっと肩を抱き寄せた。

　肩を伝って感じる彼のぬくもりに、目頭が熱くなる。

「ほかには？　あるんだろ？　泣いた理由。ため込まないで、全部吐き出せ」

　優しい言葉に胸がいっぱいになる。再びこぼれ落ちた涙とともに、つたない言葉で今の気持ちをすべて打ち明けた。

「仕事もね、初めて任せてもらえたの。でも、私だめで……。明日提出しなくちゃいけないのに、終わりそうもなくて。……仕事だけじゃない、せっかくできた友達のことを傷つけちゃった。その子に隠しごとをしているせいで、うまく説明してあげられずに、今も不安な思いをさせたままなの。こんな自分が本当に嫌で……」

　思うがまま口にした言葉は、なにを言っているのか聞いているほうはわからないと思う。

　だけど将生は理解してくれて、そっと私に投げかけた。

「小毬はどうしたいんだ？」

「えっ？」

「自分が嫌なら、どうにかするしかないだろ？　それとも小毬は、今のままでもいいのか？」

　ううん、今のままでいいわけない。

「明日までにちゃんと終わりにしたい。……どう思われるかわからなくて怖いけど、友達にもすべて打ち明けたい」

　理想を口にすると、将生はそれが正解というように目を細めた。

「大丈夫、小毬だけじゃない。誰だって最初からすべてがうまくいく人なんていないさ。……俺もそうだったから」

「え……将生も？」

　将生は昔からなにもかも完璧だった。勉強もスポーツもできて、友達だってたくさんいたし、仕事だって順調じゃない。

　だから信じられなくて、ジッと彼を見つめてしまう。すると将生は片眉を上げた。

「小毬は俺をスーパーマンだと思っているのか？　俺だって同じ。日々悩んで迷っているよ。会社だって最初は洋太とふたり、たくさん苦労した。友人とも、小毬のように昔はうまくいかないことばかりだったよ」

「そう、だったんだ。……将生は、どんなことで悩んでいたの？」

　私はこれまで、由良としか親密な友好関係を築いてこなかった。だから今回みたいなことは初めてで、すごく戸惑っている。きっと私とは違い、友達が多かった将生ならいろいろな経験をしているはず。

　その思いで聞くと、将生は私の肩を抱く力を強めた。

「俺さ、物心ついた頃から、なにかと兄さんと比べられてきたんだ」

「誠司君と？」

「あぁ。……それがすごく嫌だった。友達も、最初は兄さんのことで話しかけてくるんだ。あんな兄貴がいてうらやましいって。……どんなに努力しても、兄さんにはなにひとつ勝てるものがなかった。周りも兄さんの弟なら、勉強もスポーツも、できてあたり前だと思われていたんだ」

「そんな……」

　知らなかった。将生が誠司君のことで悩んでいたことも、周りからそういうふうに言われていたことも。でも……！

「将生は将生、それでいいじゃない」

「え？」

　顔が見たくて勢いよく離れ、驚く彼を見つめた。

「幼い頃から将生が努力してきたこと、知ってるよ。きっと誠司君だっていっぱい勉強してきたと思う。勝ち負けなんてないし、そんなふたりを比べることがおかしいよ。誠司君の弟だからじゃない。将生自身ががんばったから、今の将生がいるんだよ」

「小毬……」

　幼い頃、将生の家に遊びにいった時、彼の部屋の中には勉強道具がいっぱいあったのを覚えている。

　当時、どんな思いで将生が勉強に励んでいるかなんて知らなくて、単純にすごいなとしか思えなかった自分が悔やまれる。

　気づくことができたなら、彼に寄り添うことも励ますこともできたのに。

　キュッと唇を噛みしめると、将生は表情を和らげた。

「ありがとう、小毬。……本当、俺には小毬がいてよかったと心の底から思うよ」

「えっ……あっ」

　そのまま抱き寄せられ、声が続かない。次第に伝わってきた将生の心臓の鼓動。そのリズムが心地よくて、ゆっくりと彼に体重を預けた。

「悪い、話が逸れちゃったな。……気を許せる友達がいなかった俺にも、洋太という親友ができた。それは嘘偽りなく、ありのままの自分を洋太に知ってもらったからだと思っている。兄さんに対するコンプレックスも、小毬への想いもすべて話した。……小毬だって吉井とは、そうやって友情を築いてきたんじゃないのか？」

　そうだった。最初、声をかけてくれたのは由良からだったけれど、しだいに私は自分のことを打ち明けるようになった。

　そうしたら由良もいろいろなことを話してくれるようになり、そうやって友情を深めてきたんだ。

「きっと小毬の会社の友達も、なんでも話してほしいと思っているんじゃないか？」

　そう、なのかもしれない。だって敬子、言っていた。正直に話してって。それなのに私は、なにも言えなくて……。

「将生、今からでも遅くないかな？　敬子……私の話を、聞いてくれるかな？」

　背中を押してほしくて顔を上げると、将生は私を安心させるように微笑んだ。

「大丈夫、聞いてくれるよ。連絡してみるといい」

「……うん」

　不思議。将生の言葉に魔法をかけられたよう。

　さっきは敬子に送るメッセージ文を、一文字も打つことができなかったのに、今はすんなりと打つことができる。

　彼に見守られながらメッセージを作成していく。

【さっきはごめんね。敬子とちゃんと話がしたい。明日、時間をつくってもらえないかな】

　緊張しながら送信ボタンを押すと、すぐに既読がついた。そして一分も経たないうちに返信が届く。

「返事、きたのか？」

「う、うん……」

　ドキドキしながらタップして、メッセージ文を目で追った。

【私のほうこそごめん。……私も小毬と話がしたい。明日、仕事終わりに会おう】

　それを見てホッと胸をなで下ろし、すぐに将生に言った。

「明日、会ってくれるって……！」

「そうか、よかったな」

　優しく頭をなでると、将生はゆっくりと立ち上がった。

「じゃあ明日、友達に会うためにも早く仕事を終わりにしないと。その間、なにか簡単なものを作っておくからがんばれ」

「えっ、ううん！　私が作るよ」

　すぐに立ち上がろうとしたけれど、将生に止められてしまった。

「いいから、今日は甘えろ。その代わり、俺もつらい時は小毬に甘えるから」

「将生……」

　もう一度彼は私の頭をポンとなでると、キッチンへ向かった。そのうしろ姿を見つめ、胸が苦しいほど締めつけられる。

　どうしよう、うれしすぎて泣きそう。いいかな？　今夜は甘えても。

　小さく深呼吸をして、資料に目を通した。

　将生の言う通り、明日敬子と会うためにも早く終わらせないと。

　それから仕事に取りかかり、将生が作ってくれたご飯を食べた後も、集中して取り組んだ。先に寝る前に、将生が淹れてくれたコーヒーを飲みながら。

　そして、仕事の合間に誠司君に電話をした。私から将生とのことを秘密にしてほしいと頼んだのに、野沢君にバレてしまい、敬子にも話そうとしているのだから。

　だけど誠司君は、『小毬のしたいようにしたらいい。もちろん反対しないよ。父さんも同じ気持ちだから』と言ってくれた。それと『小毬さえよければ、会社中のみんなに公表してもいいんだよ』とも。

　そう聞いて、ますます明日、敬子にちゃんと話そうと気合いが入った。




「んっ……あれ……？　朝？」

　気づけば朝になっていて、重いまぶたを開けてゆっくりと起き上がる。だけど眠気が覚めるとすぐさまベッドから飛び降りた。

「仕事っ……！」

　急いでリビングへ行き、昨夜のままのテーブルを見ると、そこには翻訳済みの書類があった。

「そうだった、終わってから寝落ちしちゃったんだ」

　深夜の二時までかかり、どうにか終わってそのまま力尽きたんだ。ん？　だったらどうしてベッドで寝ていたんだろう。だけどその答えはすぐに出る。

「将生、だよね」

　きっと夜中に起きた時に、寝ていた私をベッドまで運んでくれたんだ。そしてやっぱり今朝も早く出たようで、すでに彼がいる気配がない。

　その代わり、テーブルの上には一枚のメモ紙が置かれていた。

【おはよう。先に行くな。今日がんばってこい。大丈夫、きっとうまくいくよ。俺も、もう少しすれば落ち着くと思うから、ゆっくりふたりで食事に行こう】

「将生……」

　何度も読み返しては、胸がいっぱいになる。

　敬子に打ち明けることを考えると緊張するし、怖い。でも昨夜、疲れているのに話を聞いてくれた将生にいい報告をしたい。

　将生に勇気をもらい、準備を済ませてしっかり書類を持ち、家を出た。




　会社に着き、秘書室に入ると山浦さんはすでに出勤していて、いつものように朝の仕事に取りかかっていた。

　来月からは、私がすべて引き継ぐ予定となっていて、今は通常の時間に出勤し、できる範囲で手伝っている。

「おはようございます、ほかに終わっていないものはありますか？」

「すみません、ではお茶菓子のチェックをお願いしてもいいですか？　本日いらっしゃる取引先の方が甘党なので、チョコレートがあるか確認してください」

「わかりました」

　言われた通り給湯室で、お菓子のストックがある戸棚を確認すると、しっかり高級チョコレートがあった。

　お出しするお茶菓子や飲み物の買い出しも、秘書の仕事。本当に山浦さんはすごすぎる。これを全部ひとりでやっているのだから。

　始業前の準備を終え、今日やる仕事の指示を仰ぎ、最後に翻訳し終えた書類を提出した。

　それを確認する山浦さんの様子を、緊張しながら眺めていると、彼は丁寧に封筒に戻した。

「お疲れさまでした。この量を一週間で翻訳するのは大変でしたでしょう」

「いいえ、そんな……」

　両手を左右に振ると、山浦さんは私の目もとを指差した。

「少し隈ができております。……遅くまでやられていたんですね」

　うっ……！　山浦さんには嘘はつけないようだ。

「……はい」

　素直に認めると、山浦さんは小さく息を吐いた。

「仕事熱心なことは大変いいことですが、寝不足は厳禁です。秘書は想像以上にハードな仕事なので、体力勝負なところもございます。今後、どんなに忙しくても睡眠だけはしっかり取るようにしてください」

　そうだよね、寝不足が原因でミスをしたら大変なことになる。

「すみませんでした。今後は気をつけます」

　頭を下げると、優しい声色が降ってきた。

「無理をせず、私を頼ってください。私も手が回らない時は荻原さんを頼りますので。……ふたりで協力してやっていきましょう」

　山浦さんが私を頼ることなんて絶対なさそうだけど、『ふたりで協力してやっていきましょう』と言ってもらえただけでうれしくて、ますますやる気が湧いてくる。

「……はい！」

　返事をすると、山浦さんは「そうでした」と思い出したように声をあげた。

「荻原さん、まだいつかは決めておりませんが、近々仕事終わりにお食事に行きませんか？」

「え……食事ですか？」

「はい。専務が荻原さんの歓迎会をやろうと乗り気でして」

　誠司君が言ってくれたんだ。きっと私を気遣ってのことだろう。でも……。

「あの、大変うれしいのですが、その……歓迎会ということは、秘書課全員参加されるのでしょうか？」

　歓迎会をきっかけに交流を図るべきなのかもしれないけれど、山浦さん以外、先輩たちとほとんど話をしたことがない。そんな中で、うまく接することができるか自信がないよ。

　それで先輩たちを不快にさせてしまったら、元も子もない。

　心配になっていると、珍しく山浦さんはクスリと笑った。

「ご安心ください。専務からいきなり秘書課全体でやったら、荻原さんが縮こまってしまうと聞きましたので、まずは私と専務、三人での歓迎会となります。……秘書課全体での歓迎会は試用期間が終了したタイミングで開く予定です」

「そう、なんですね。……すみません、お気遣いいただいてしまい」

　つまり誠司君と山浦さんには、忙しいのに二回参加させてしまうということでしょ？

「いいえ、私と専務がやりたくてやるのですから、お気になさらずに。……直属の部下ができたので私、こう見えてすごく喜んでいるんですよ？」

「えっ？」

　すると山浦さんは微笑んだ。

「楽しみにしておりますね」

「あ、は……はい」

　その後はいつもの厳しい表情をした山浦さんに戻り、すばやく自分の仕事を終えてから、専務室へと行ってしまった。

　指示された午後の会議用の資料作りをしていると、さっきの山浦さんの言葉が頭を巡り、手が止まる。

『ふたりで協力してやっていきましょう』

　ひとりでできていた仕事なのに、私に教えるという手間が増えて、山浦さんは正直、迷惑に思っているのではないかと気に病んでいた。

　でも違ったのかな。あれは山浦さんの本音だと思ってもいいのかな？

　これから先、少しでも山浦さんの役に立てる存在になれたら……。そう願わずにはいられなかった。




「片づけも戸締まりもしたし、やり忘れたことないよね」

　終業時間を過ぎ、秘書室の中を歩いて確認する。

　誠司君は夕方から会議に出席していて、まだ終わっていない。その間、山浦さんは大事な会食場所の料亭と打ち合わせし、そのまま直帰。

　もう一度確認して秘書室を出たところでスマホを見ると、二件の新着メッセージが届いていた。

　ひとつは敬子からで、もう会社を出て先に待ち合わせ場所である、二駅先の居酒屋に向かっていると送られてきた。

　私も今から向かうと返信をしてからエレベーターに乗り、もう一件のメッセージを見ると野沢君からだった。

　きっと敬子のことを心配してだろう。昨日、あんな形で別れてしまったから。

　まだ既読をつけていないし、返信は後からでもいいかな。今はまだうまく説明できる自信がないから。

　スマホをバッグにしまい、待ち合わせ場所へと急いだ。




　緊張しながら店に入ると、すでに敬子の姿があり、目が合うと微妙な顔で手を上げた。

「小毬、こっち」

　店内は満席に近く、敬子は端のふたり席のところにいる。

「ごめん、待たせて」

「ううん、そんなに待っていないから大丈夫だよ」

　昨日のことがあるから、お互いぎこちないながらも、注文を取りにきた店員にビールと料理を何品か頼んだ。

「少々お待ちください」

　店員が去っていくと、気まずい空気が流れる。

　いや、だんまりじゃだめでしょ。せっかく敬子が会ってくれたんだから。

　だけど話しかけようとした時、店員が注文した料理とビールを運んできて、タイミングを失う。

「ごゆっくりどうぞ」

　店員が去り、さっそく本題を切り出そうとした私より先に、敬子はいきなり頭を下げた。

「え……敬子？」

　困惑する私に向かって、彼女は頭を下げたまま。

「昨日はごめんね小毬。……私、自分のことしか考えていなかった」

「そんなっ……！　そんなことない、悪いのは私だから」

　だけど顔を上げた敬子は、首を左右に振るばかり。

「小毬の話を聞かず、勝手に決めつけてキレて……。完全なる八つ当たり。入社式の時からふたり、すごく打ち解けていたでしょ？　だからいつも不安だったの。……野沢君も小毬も、お互いのことを好きになっちゃったらどうしようって」

　やっぱり私の言動が、敬子を不安にさせていたんだ。

「だからあんな牽制するように、野沢君のことを好きだって打ち明けたの」

「嫌なやつでしょ？」と言いながら、無理して笑う敬子に胸が痛む。

　ううん、違う。そうさせたのは全部私のせい。

「本当にごめんね」

　再度深く頭を下げた敬子に、私は無我夢中で伝える。

「謝らないで。……違うの、悪いのは私なの。ごめんね、もっと早く話せばよかったのに」

「えっ……？」

　私の言いたいことがわからない敬子は、困惑している。

「でも私、これから話すことを聞いたら敬子がどう思うか不安で……。だけど、敬子には嘘をつきたくないから聞いてほしいの」

　敬子とは、なんでも話せる関係になりたいから。

　バクバクと胸を高鳴らせながら答えを待つ。すると敬子は真っ直ぐに私を見つめた。

「聞かせて、全部。……聞きたい」

　敬子の答えを聞いて意を決し、将生と結婚していること、社長が義ち父ちで誠司君が義兄あにであるがゆえに、コネ入社と思われたくなくて、旧姓で働いていること。

　結婚していることは隠すつもりはなかったけれど、相手だけは秘密にしておくつもりだったこと。夫とその家族のことが野沢君にバレてしまい、彼に口止めしていたこと。だからふたりして敬子の前で様子がおかしかったこと。

　そしてこの話を聞いた時の敬子の反応が怖くて、昨日はすぐに言うことができなかったことを打ち明けた。

　途中、何度も驚愕の声をあげながらも、敬子は最後まで話を聞いてくれた。

「えっと……ごめん、頭の中が容量オーバーなんだけど、これだけは言わせて」

　混乱した様子で頭をかかえながら言うと、敬子は私に鋭い目を向けた。

「私は小毬が社長と親族関係だったことを聞いても、コネ入社だなんて思わないし、ましてや、それだけの理由で離れたりしないから。今までの友達がおかしいよ。小毬は小毬じゃん！」

　まるで自分のことのように怒る彼女の姿に、目頭が熱くなる。

「あ、もちろん絶対に口外しないから安心して。だけど、そっか。結婚しているなら、野沢君を好きになることもないよね。いや、でも野沢君はわからないよ？　同期会の時、先に帰った小毬を急いで追いかけていったし」

「あ、それは私が会費を多く払いすぎちゃったから、追いかけてきてくれただけなの。ちょうどその時に将生と会っちゃって……」

　いろいろと隠しごとばかりだったけれど、これだけは嘘じゃない。あの日、野沢君が追いかけてきてくれたのは、会費のことがあったからだもの。

「そうだったんだ……」

　それを聞いてやっと安心できたのか、敬子は椅子の背もたれに寄りかかった。

「アハハ、やだね私。勝手に勘違いしてヤキモチ焼いて。感情的になって小毬を困らせちゃって本当にごめん」

「そんなっ……！　こっちこそごめんね。ちゃんとすぐに話さなくて」

　それよりもあっさり受け入れてくれた敬子に、拍子抜けしてしまう。いや、敬子なら大丈夫だと信じていたけれど、こうも簡単に受け入れてもらえるなんて……。

　うれしくて感極まり、泣いてしまった。

「えっ、ちょっと小毬、どうしたの？」

「ごめっ……」

　涙を拭いながらうれしくて笑ってしまう。

「敬子に話してよかった。ありがとう、受け入れてくれて」

　思ったことを口にすると、敬子はムキになって言った。

「あたり前でしょ？　私たち、友達なんだから。私も話してくれてうれしかったよ。だからこれからはなんでも話して」

　敬子から『友達』と言われると、もっと泣いてしまいそう。将生の言う通り、友情はこうやってお互いのことを曝け出しながら深めていくんだ。

「……うん」

　私の返事を聞き、敬子は満足そうに笑った。

「じゃあ乾杯しようか」

「そうだね」

　改めて乾杯をした後、緊張の糸が切れたことによって野沢君のことを思い出した。

「そうだ、敬子。野沢君に連絡してくれる？　私たちのことで、心配してると思うから。実は会社出る前にメッセージが届いていたんだけど、まだ返信してなくて……」

「あ……そういえば私にもメッセージが届いていたんだ！　でも小毬と話をしてから返信しようと思ってて……！」

　慌ててスマホを取り出した敬子。どうやら私たちふたりに野沢君はスルーされていたようだ。

「アハハ、きっと野沢君、私と小毬から返信こなくて焦っているよ。なにかやらかしたのかもしれないって」

「そうかも」

　そんな野沢君が想像できて、敬子につられるように笑ってしまう。

「心配かけてごめん、大丈夫だよって送っておくね。ちなみに今は小毬と一緒に飲んでいるってことも」

「うん、お願いします」

　いそいそと返信文を打ち始めた敬子はうれしそう。そんな敬子を見ていたら、将生のことを思い出した。

　そうだ、私も将生に連絡しよう。敬子にすべて話すことができて、ちゃんと理解してもらえたってことを。

　メッセージ文を作成していると感じる視線。顔を上げると野沢君にメッセージを送信し終えた敬子が、ニヤニヤしながら私を見ていた。

「小毬は旦那さんに連絡？　もしかして四六時中連絡取り合うくらいラブラブだったりする？」

　からかい口調で聞かれた内容にギョッとし、慌てて否定した。

「ちがっ……！　違うから。……今日はその、敬子とのことでいろいろと相談に乗ってもらったから、報告をしていたまでで……。決していつも連絡を取り合っているわけじゃないからね」

　なんだかものすごく恥ずかしくなり、必死に言い訳をしてしまった。するとますます敬子の顔はニヤけていく。

「ムキになっちゃって。別に照れなくてもいいじゃない」

「照れているわけじゃ……」

　そこまで言いかけると、なぜか急に敬子は顔面蒼白になる。

「えっ……ちょっと待って。私とのことで相談に乗ってもらったってことは、それじゃ今頃旦那さん、すごく心配しているんじゃない？」

「大丈夫だよ、今、メッセージ送ったし。仕事の合間に見てくれると思うから」

　うろたえる敬子を安心させるように言ったものの、いまだにオロオロしている。

「うわー、どうしよう。私のせいだよね。小毬！　今すぐ帰って!!」

「えっ!?」

　いきなり帰ってと言われ、戸惑う私に敬子は早口でまくし立てた。

「メッセージじゃなくて、小毬から会って直接聞いたほうが安心できるでしょ？　それに小毬とは、これからいつでもこうして飲みにいけるもの。今日は早く帰って旦那さんを安心させてあげて」

「敬子……」

　そう、だよね。昨夜迷惑をかけた分、顔を見て報告したい。将生のおかげですべて打ち明けることができ、敬子とよりいっそう距離を縮められたことを。

　そう思ったら、居ても立ってもいられなくなる。

「ありがとう、敬子。ちゃんと顔を見て報告してくる。だから私……」

「私のことは気にしないで。早く帰って旦那さんに伝えて」

「……ありがとう！」

　敬子に感謝をしてバッグを手に立ち上がり、せめてここは私が出そうと伝票に手を伸ばした時――。

「ここは俺が出すから」

「えっ……野沢君？」

　突然現れた野沢君に目を白黒させてしまう。それは敬子も同じでビックリしている。

　そんな私たちを見て、野沢君は得意げに言った。

「田澤からふたりが飲んでいる店の場所を聞いたからさ、驚かせてやろうと思って来たんだ。……急用なんだろ？　早く行けよ」

「あ、うん。でもお会計は……」

　出してもらうわけにはいかないよ。

　だけど野沢君は伝票をポケットにしまってしまった。

「いいよ、荻原の代わりにこれから田澤と飲むから」

「えっ？　私と？」

　野沢君の話を聞いて、敬子は慌てふためく。

「あぁ、田澤も聞いたんだろ？　荻原の事情を。荻原の秘密を知る者同士、楽しく飲もうぜ」

「う、うん」

　思いがけない展開に呆然としてしまう。でもうれしそうな敬子を見て、先に帰る罪悪感が薄れていくよ。

　よかった、野沢君が来てくれて。邪魔者はさっさと退散するべきだ。

「えっと、じゃあここはお言葉に甘えて野沢君にごちそうになります」

「おう」

　席を譲ると、野沢君はすぐに腰を下ろした。

「小毬、また飲もうね」

「うん、ありがとう」

　野沢君と楽しい時間を過ごしてねと心の中で付け足して出口へ向かう。そして最後にメニュー表を見るふたりの仲睦まじい様子を目に映して、店を後にした。

　最寄り駅に駆け足で向かい、改札口を抜けてホームへ急ぐ。

「あっ……！」

　だけどタッチの差で電車は出てしまい、がっくり肩を落とす。すぐに次の電車を見ると五分後。

　その間に将生にメッセージを送る。

【今日は何時に帰ってこられそう？】

　ほかに勢いあまって【顔を見て将生に敬子とのことを報告したい】って打ち込んじゃったけれど、送る前に消した。するとすぐに既読がつき、電話が鳴る。

「え、電話？」

　突然の電話に緊張しながらも出ると、すぐに耳に届いたのは彼のやわらかい声。

『悪い、先に送ってくれたメッセージに気づくのが遅くなって。……よかったな、友達とうまくいって』

「……うん」

　どうしよう、すごくドキドキする。将生とあまり電話でやり取りをしないから？

「ありがとう、将生。……将生のおかげだよ」

『いや、小毬ががんばったからだよ。……だけどうれしいな、小毬にありがとうって言われると』

　戸惑いつつ、肝心なことを伝えていないことを思い出してお礼を言うと、彼の笑い声がこだまして、胸がむずがゆくなる。

『もっとこうして小毬と話していたいんだけど、まだ仕事が終わりそうになくて。今夜は遅くなると思う』

「そっか」

　今度は帰りが遅くなると聞いて悲しくなる。コロコロと変化する気持ちに心が追いつかない。

『明日は早く帰るようにするから、ゆっくり話を聞かせて』

「……うん、わかった。忙しいのに電話くれてありがとう」

『いや、こっちこそありがとう。戸締まりだけはしっかりしろよ？』

　親が子供に注意するような口ぶりで言うものだから、思わず笑ってしまった。

「わかったよ。……あまり無理しないでね」

『あぁ、ありがとう』

　電話越しから『社長』と将生を呼ぶ声が聞こえ、彼は『ごめん、またな』と言って通話を切った。

　名残惜しさを感じ、切なくなる。

　なんだろう、この気持ち。早く将生に会って敬子のことを伝えたかった。電話で話しているとドキドキして、今夜は遅くなると知ったら悲しくなって……。これじゃまるで、将生のことが好き、みたいじゃない？

「好きなの？　私……。将生のことが好き……？」

　口にした想いは、到着した電車の音によってかき消されていく。ドアが開き、人の乗り降りが始まっても動くことができない。

　会いたいと思うのは、将生のことが好きだから？　彼の言葉ひとつで、大きく気持ちが揺れるのも好きだからかもしれない。

　すべてのことが『将生を好き』という理由で解決する。

　ドアが閉まり、ホームから電車が去っていくと駅のホームは静けさに包まれた。

「私……いつの間にか、将生のことが好きになっていたんだ」

　じわじわと彼のことが好きだと実感すると、恥ずかしくてその場にうずくまる。

「どうしよう。どんな顔で将生に会えばいいんだろう」

　頬に触れると熱くて、鏡を見なくても自分の顔が赤いことがわかる。

　明日、将生と顔を合わせた時のことを考えると、「わーっ！」と叫びたい衝動に駆られた。

　一度自覚した気持ちは、決壊したダムのごとくあふれて止まらなくなり、胸が苦しくなる。その後も胸の痛みは収まらず、二本電車をやり過ごしてしまった。










自分の中に眠っていた感情




　月曜日の昼休み。私は敬子と待ち合わせして、会社近くにある焼き立てのスコーンが食べられるカフェに来ていた。

　そこで私は、ここ数日の大きな悩みを打ち明けると、目の前に座る敬子は顔を引きつらせた。

「えっと……私は夫婦のノロケ話を聞かされるために、こうしてランチに誘われたのかな？」

「ノロケって……！　違うから！　私は真剣に悩んでいるわけで……！」

「いやいやいや、完全にノロケにしか聞こえないから！」

　私の声を遮って言うと、敬子はあきれ顔で言う。

「なに？　〝旦那さんが最近カッコよく見えて困る〟なんて、幸せな悩みは。そんなの、好きな相手ならカッコよく見えて当然でしょ？　私だって野沢君のこと、世界で一番カッコいいと思っているから！」

　恥ずかしがる様子も見せずに、堂々と野沢君のことがカッコいいと宣言すると、敬子は運ばれてきたばかりの焼き立てスコーンを頬張った。

　将生のことが好き。

　自覚した途端に好きって気持ちは急スピードで大きくなり、私を悩ませていた。

　最大の悩みは、敬子に相談したように将生がカッコよく見えて、直視できなくなったことだ。

　幼い頃から何度も彼の顔なんて見てきたのに、どうして今さら？と思う。だけどそれは敬子いわく、好きな相手なら当然のことみたい。

　でもそのおかげでまともに話すこともできなくなってしまい、早く好きって伝えたいのに言えずにいる。

　それに将生は、まだまだ仕事が忙しいようで、先週末出張に出て、週明けの月曜の今も帰ってきていない。

　将生の前では挙動不審になってしまうから助かる反面、会えない日々に寂しさを感じ、早く気持ちを打ち明けたい……と悩みが尽きない日々を過ごしていた。

　将生が帰ってくるまでに、挙動不審になるのをどうにかしたいと思い、こうして敬子に相談したわけだけど……。

「そんなかわいい悩みはね、本人に伝えるのが一番よ。きっと旦那さんも『俺も小毬がかわいく見えて困るんだ』なんて言ってくれるから」

「えっ!?　いや、それは……」

　私と将生が相思相愛で結婚したと思っている敬子には、なにを言ってもとげとげしい答えが返ってくるだけみたい。

　結婚しているなんてうらやましい！と言われた手前、なかなか言えずにいたけれど、本当のことを伝えないことには相談に乗ってもらえなそう。それに敬子なら、将生とのおかしな関係も打ち明けることに抵抗を感じない。

「あのね、敬子。実は……」

　私と将生が結婚した経緯や今の状況を、敬子の説明していった。

「そっか、そうだよね。相手が相手だもの。いろいろあるよね。……でも旦那さん、本当は小毬のことが大好きで、小毬も旦那さんのことを好きになったって聞いて安心した。愛のない結婚なんて寂しいもの」

　話を聞き終えると敬子は安堵し、今度は微笑ましい目を私に向けた。

「初めて人を好きになると、ちょっとしたことで戸惑うよね。わかる！　急に好きな人がカッコよく見えちゃう気持ちも、うまく話せなくて挙動不審になるのも。私も初恋の人にはそうだったなー」

「敬子もそうだったの？」

　聞き返すと、敬子は「あたり前だよ」と言う。

「誰だってそうなるよ。だから大切なのは、恥ずかしがらないで想いを伝えること。だって旦那さんは小毬の気持ちを知らないんでしょ？　それなのに小毬がいつまでも今のままだったら、勘違いされる可能性があるよ。嫌われているかもしれないって」

「そう……だよね」

　自分のことでいっぱいいっぱいだったけれど、今のままだったらいつまでも私の気持ちは将生に伝わらない。

「旦那さんは、小毬にちゃんと好きって言ってくれたんでしょ？　だったら小毬からも言わないと」

「……うん」

　将生に『好き』って言うところを想像すると緊張するけれど、そんな気持ちをかかえて将生は私に気持ちを伝えてくれた。だったら私もちゃんと伝えたい。

「がんばって！　私もがんばるから！」

「ありがとう」

　エールを送ってくれた敬子に感謝の思いを伝えたところで、ふと、この前私が帰った後のことが気になった。

「そういえば聞きそびれちゃっていたけど、野沢君とふたりで飲んだ日はどうだったの？　なにか進展があったりした？」

　尋ねると途端に敬子の表情は曇り、深いため息をこぼした。

「進展があったといえば、あったかなぁ。最初は大学の頃の話で盛り上がって、仕事の話をするようになって……。その頃になるとお互い酔いが回ってきてさ、私は思いきって聞いたわけよ」

　どんより顔でもう一度ため息を吐きながら、敬子は力ない声で言った。

「野沢君、気になる人がいるんだって」

「え……気になる人？」

　野沢君に気になる人……？　この前は、そんなこと言っていなかったのに。

　いや、私だから言わなかったのかも。敬子とは大学からの付き合いだし、信頼関係もあるから、敬子にだけ打ち明けたんだ、きっと。

　でもそっか。野沢君、気になる人がいるんだ……。

　こういう時、なんて声をかけたらいいんだろう。

「だけど私はあきらめないから！」

「えっ？」

　声高らかに宣言すると、敬子は拳をギュッと握りしめた。

「気になる人がいるだけで、その人と付き合っているわけでも、ましてや結婚しているわけでもないんだもの。私にもまだチャンスはあるでしょ？　……そう簡単にあきらめられるような気持ちじゃないから、野沢君が結婚するまで私はがんばるよ！」

「敬子……」

　強いな、敬子は。敬子を見ていると、私もがんばろうって勇気が湧いてくる。

「いつか小毬にいい報告ができる日を楽しみにしてて。私は小毬から早く旦那さんと本物の夫婦になったって報告を聞けるのを、待っているから」

「……うん」

　敬子にそんな報告ができるよう、早く将生に自分の気持ちを伝えよう。

　お互いの恋愛話や仕事の話をしながら昼食を済ませ、会社に戻った。




　この日も定時で仕事を終えて帰宅すると、部屋の中は真っ暗だった。

　将生はまだ出張先から帰ってこられないのかな。

　一日一回はメッセージが届いていたけれど、今日はまだきていない。仕事が忙しいのかもしれない。

　冷蔵庫の中を見るとなにも入っていなくて、今日、仕事帰りにスーパーに寄ろうと思っていたことを思い出した。

「どうしよう、今からでも行ったほうがいい？」

　でも冷凍しておいたご飯や卵、玉ねぎはある。将生も帰ってこなそうだし、今夜はチャーハンにしちゃおうかな。

　部屋着に着替えてエプロンをつけ、さっそく調理に取りかかる。ひとりの日が続くと手抜きになるばかりだ。

　玉ねぎを炒めながらリビングに目を向けると、あちこち荷物が散乱している。洗濯物もまだたたんでいないし、テーブルの上も仕事の資料を置きっぱなし。

　明日の夜には将生も帰ってくるかもしれないから、ご飯を食べ終わったら片づけないと。こんなだらしないところを見られたら、恥ずかしい。

「上機嫌だな」

　鼻歌を歌いながらご飯と卵を合わせて味つけをしていると、急に背後から声が聞こえてきて、心臓が飛び跳ねた。

「わっ!?」

　びっくりして大きな声をあげながら振り返ると、数日ぶりに会う将生がいた。

「ただいま、小毬」

　まさか連絡なしに突然帰ってくるとは夢にも思わず、微動だにできなくなる。

「びっくりしたか？　やっと向こうでの仕事が落ち着いて帰ってこられたからさ、驚かせようと思って。どうやら大成功したみたいだな」

　悪戯が成功した子供のように無邪気に笑う姿に、胸がキュンとなる。

　どうしよう、久しぶりに見る将生はキラキラしているし、なにより笑顔がかわいくて直視できない……！

　フライパンに目を向けて、ごまかすように早口でまくし立てた。

「お、おかえり！　お疲れさま。チャーハンだけど、将生も食べる？」

「あぁ、食べる。じゃあ着替えてきていいか？」

「うん、もちろん」

　キッチンから将生の気配が消え、火を止めると体中の力が抜けた。

「心臓に悪い」

　キッチンに手をつき、もう片方の手を胸にあてると心臓がバクバクいっている。

　でも久しぶりに会えてうれしくて、顔がニヤけてしまう。本当にもう好きって気づいた途端、感情の起伏が激しすぎて困る。

　将生が着替えている間に、準備しちゃわないと。

　チャーハンを皿に盛りつけて、飲み物と一緒にトレーにのせて運ぼうとしたところで、今の部屋の状況を思い出した。

「ヤバい……っ！」

　トレーをダイニングテーブルに置き、リビングに入ると着替え終えた将生が戻ってきた。

　テンパった私は、体ひとつでリビングを隠せないというのに両手を広げた。

「み、見ないで将生……！　違うの、今日片づけようと思っていたところで……！　たまたま片づけ忘れちゃっただけなの」

　必死に言い訳の言葉を並べる私に、将生はキョトンとしている。そして私の背後のリビングを見ると、クスリと笑った。

「別に気にしないよ、部屋が汚れていたって。俺、小毬に常に家の中を綺麗な状態に保ってくれって言ったか？」

「言ってないけど……だらしないって思わない？」

　将生がいないからって、こうも手抜きしていたら。

　不安に思っていると、将生は首を左右に振った。

「全然。それに家事は分担しようって言っただろ？　食べ終わったらふたりで片づければいい。だからほら、せっかく小毬が作ってくれたチャーハン、あたたかいうちに食べよう」

「将生……」

　彼の優しさに胸を鷲掴みにされ、まともに顔を見ていられなくなる。

「うん」

　冷蔵庫にある物で作ったチャーハンも「おいしい」と褒めてくれて、そのたびに私の胸はときめき、恥ずかしさを押し殺すのに必死だった。

　食べ終わってからは、将生が洗い物をやってくれると言うので、その間に私はリビングの片づけに取りかかる。

　洗濯物をたたみながら、チラッとキッチンに目をやると、つい将生を見つめてしまう。

　結婚して一緒に暮らすようになって、さらに好きになって……。どうしてもっと早く、将生のことをちゃんと見なかったんだろうって後悔する。

　将生の本音に触れて、彼自身をしっかり見て知ることができていたら、違う形で結婚という道に進むことができたのに。

　だからこそこれからは、なにひとつ後悔することなく人生を歩んでいきたい。

　将生に言おう、好きだって。だって私はもう彼のことを好きになったのだから。

　気合い十分で立ち上がると、洗い物を終えた将生がリビングに入ってきた。

「小毬。明後日の夜、食事に行かないか？」

「え、明後日？」

　出ばなをくじかれた私は、ポカンとしてしまう。

「あぁ、やっと明日で仕事が落ち着きそうだから。……前に言っただろ？　ふたりで食事しようって。あ、もしかして予定あるか？」

「ううん、大丈夫。なにもないよ」

　心配する将生に慌てて答える。

「よかった、じゃあ小毬が好きそうな店を予約しておくよ。片づけも大丈夫そうだし、悪いけど俺、仕事持ち帰ってきたから書斎にこもるな。先に寝てていいから」

「う、うん」

　あっという間に将生がリビングから姿を消してしまったので、告白するどころではなくなってしまった。

「仕事あるなら仕方ないよね」

　明日で仕事が落ち着くって言っていたし、明後日はふたりで食事に行けるなら、そのタイミングで伝えよう。

「私も少し勉強してから寝ようかな」

　来月いっぱいで試用期間は終わるもの。もっと中国語を勉強したい。

　洗濯物を片づけ、リビングで勉強に取りかかった。




「んっ……」

　まぶしい太陽の日差しに目が覚めると、ベッドの上にいた。

「あれ？　私……」

　ゆっくりと起き上がり、記憶を呼び起こす。

　将生が仕事をするって言うから、私も勉強しようと思ってリビングにいた。それから……自分でベッドに入った？

　ううん、入っていないよ。それなのにベッドで寝ていたってことは、将生が運んでくれたんだ。

　そこまで考えが行きつくと、頭をかかえ込んでしまう。

「またやっちゃったんだ」

　前にもこういうことがあった。仕事が終わらなくて、いつの間にか寝ちゃっていて、気づいた将生がベッドまで運んでくれたんだ。

　ベッドから起き上がり、部屋を出て将生を探しても、気配がない。

　記憶がある限り、私は一時くらいまで勉強をしていた。将生はそれ以上やっていたことになる。それなのにもう仕事に行ったんだ。

　明日以降、ゆっくり体を休めてもらおう。きっと疲れがたまっているはず。

「あ、時間っ……！　お風呂も入ってない！」

　昨夜、勉強が終わったらお風呂に入ろうと思っていたのに寝ちゃったから。

　時計を見ると、家を出る時間まであと三十分。即行で準備しないと間に合わない。朝食を食べる余裕はなさそうだ。

　急いでシャワーを済ませてメイクもそこそこに、家を出た。




「疲れた……」

　いつもより二本遅い電車に乗ったら超満員で、たった三駅の間に何度足を踏まれたか。もう二度と寝坊しないようにしないと。

　改札口を抜けたところで、いつものように指輪を外そうとしたものの、その指輪がはめられていない。

「嘘、あれ？」

　どこかに落とした？　ううん、落とすわけない。それじゃどこに置いてきたの？

　人の邪魔にならないところで足を止めて、必死に記憶を呼び起こす。

　あ、そうだ。朝、シャワーを浴びた時に外して、そのまま洗面台に置きっぱなしだ。

　落としたわけではないことにホッとしたと同時に、将生に絶対外すなよって言われている手前、心配になる。かといって、今さら家に戻って取りにいく時間的余裕などない。

　将生より先に帰ればバレないし、万が一先に将生が家に帰ったとしても、すぐには見つからないよね。

　そう自分に言い聞かせて、再び歩を進めていく。

　だけど横断歩道の信号が赤に変わり再び足を止めると、ビルの窓ガラスに映る自分の髪を見て絶句してしまう。駅まで走ったせいでボサボサになっていた。

　急いで手で整えながら、自然とため息がこぼれる。

　好きって伝えることができなかったし、疲れている将生に迷惑をかけるし、指輪は忘れるし、朝食は食べる余裕がなかったし……。

　なんか今日は運勢が悪い気がする。

　信号が青に変わり、一抹の不安を覚えながら足早に会社へと向かった。




「冠婚葬祭や、これからの季節ですと暑中見舞いのお返しの品は、こちらで購入しております。しかし、相手によって変えておりますので、明日、購入店のリストをお渡ししますね」

「わかりました」

　山浦さんに言われたことを、必死にメモに書き記していく。

「では次に、普段のお茶菓子を買う店をご案内します」

　午後から山浦さんとやって来たのは、大手百貨店。来客の際に出すお茶菓子や、お返しの品を買うお店を教えてもらっていた。

「チョコレートはこちらで購入するのですが、毎回季節限定のものがございます。そちらは数に限りがありますので、見かけた際は必ず購入してください。それとご存じかと思いますが、領収書を忘れずにもらってください」

「はい」

　広い百貨店内を回っていたら、時間があっという間に過ぎていく。

　誠司君は、社長とともに午後は終日会議に出席中。山浦さんと私は百貨店から直帰となっている。

「それでは荻原さん、また明日」

「はい、今日はありがとうございました。お疲れさまです」

「お疲れさまでした」

　百貨店の入口で別れ、すぐ目の前にある駅の改札口へ向かう山浦さんを見送る。

　スマホで時間を確認すると、十七時を少し過ぎたばかり。そのまま昼休みに届いていた将生からのメッセージを見た。

【ごめん、今日も遅くなる】

　メッセージを目で追っていく。

【明日は絶対早く帰るから、おいしいものを食べにいこう。小毬に話したいことがあるんだ】

　私が将生に話したいことはある。でも将生が私に話したいことってなんだろう。

　続いて敬子から届いていたメッセージを見ると、将生に好きって伝えたかという内容だった。

「まだ、伝えていないよ。……でも、明日には伝えるつもり」

　小さく声に出しながらメッセージ文を打ち、送信ボタンを押した。

　今夜はひとりだし、明日も食事に行くなら買い物には行かないほうがいいかな。さっき、山浦さんと百貨店を回っている時に、地下の食品フロアでおいしそうなお弁当が売られていたのを見た。今夜はそれを買っていこう。

　そう思って店内に戻ろうとした時、改札口から出てきた人たちの中に、将生に似た人を見つけて目を疑った。

「え……将生？」

　ううん、そんなわけない。だって仕事中のはずだし……。でもあのスーツは将生のもの。髪型も似ていたし……。

　気になって駅の外に向かう彼の後を追うと、隣に女性がいることに気づいた。顔はよく見えないけれど、ピタリと隣に寄り添い、なにやら楽しそうに話をしているのがうかがえる。

　ふたりともスタイルがよくて、並んで歩く姿はモデルのようでお似合い。すれ違う人たちが、ふたりをチラチラ見ているもの。すごく目を引く。

　将生じゃなくて、人違いであってほしい。今は会社にいるはずだもの。

　そう願いながらも不安は拭えず、駅の外に出て、徐々に距離を縮めていく。

　人が多くてはっきり将生だと確認することができない。だけどあまり近づきすぎると、気づかれそう。

　あ、電話……！

　ふたりを見失わないように、チラチラと目で追いながら将生に電話をかけてみる。耳もとで響く呼び出し音。すると前を歩く男性は足を止めると、スマホを耳にあてた。

『もしもし』

　う、そ……。

　私も足を止めた瞬間、歩道の端に寄って振り返った男性。それはやはり将生だった。

『小毬？』

「あっ……」

　名前を呼ばれ声が漏れたものの、言葉が続かない。

『どうしたんだ？　なにかあった？』

　そう言いながら将生は一緒にいる女性に向かって、『ごめん』とジェスチャーしている。

　その姿を見て、将生に対する怒りが沸々とこみ上げてきた。それまで言葉を失うほど動揺していたのに、今まで抱いたことのない醜い感情に覆われていく。

「ごめん、仕事中に……。今、会社？」

　やっとの思いで口を開くと、驚くほど冷静に尋ねている自分がいた。

『いや、今は取引先の人との会食場所に向かっているところ』

「そ、っか……」

　会食に？　じゃあ隣にいる女性は誰なの？

　聞きたいのに聞けない。……答えを聞くのが怖い。

『なにかあったのか？』

「ううん。……明日、どこに連れていってくれるのかなって気になって」

『あー……ごめん、まだ予約はしていなくて。明日までに決めておくよ』

「わかったよ」

　こんなこと、聞きたいわけじゃないのに……。

『それだけだった？　――ごめん、小毬。そろそろ行かないと。メッセージでも送ったけど、今夜も遅くなるから先に寝てて』

　遅くなるのは、これからその女性と過ごすから？

　卑屈になりながら「うん」と返事をすると、将生は弾む声で言った。

『でも、小毬から電話をかけてきてくれてうれしかったよ。……明日、楽しみにしているから』

　目の前の現実を見なければ、明日楽しみにしていると言われ、単純に喜んでいたと思う。でも今は喜べないよ。将生の言葉、すべてが嘘に思えてしまう。

　通話が切れると、将生は女性に「行こう」と促して、再びふたり肩を並べた。

「あっ……！」

　気になって私も追いかける。

　こんなことをしたって、自分が傷つくだけじゃないの？　結婚前はこれが日常だった。将生は私以外の人と付き合っていたし、いつも冷たかったじゃない。それなのにイライラして、それと同時にズキズキと胸が痛む。

　もしかしてこれが、ヤキモチを焼くと抱く感情なのだろうか。

　その答えが知りたくて、ふたりの後を追いかけていく。

　駅前の大通りを少し進んだところで、再び足を止めたふたり。どうやら将生に電話がかかってきたようだ。

　気づかれないよう物陰に隠れる。その時、初めて見えた女性の顔。

　年上、かな？　背が高くスラッとしていて、眼鏡をかけた綺麗な人だった。

　これからあの人とどこに行くんだろう。食事に行くの？　……遅くなるって言っていたし、食事だけじゃないかもしれない。

　キスをして、私に触れるように優しくあの人を抱くのだろうか。

　モヤモヤが広がり、次第にそれは怒りのような、言葉では言い表せない汚い感情に代わっていく。

　嘘をつくってことは、やましい気持ちがある証拠。でもあんまりだ。私のことが好きと言いながら、あの人と関係を持っていたなんて――。

　まだ真相はわからないけれど、嘘をついて女性と一緒にいるということは、紛れもない事実。

　ふと、昼休みに将生から送られてきたメッセージを思い出す。

　もしかして話したいことって、彼女のことなの？　私のことはやっぱり好きじゃなかったとか？　それとも、いつまでも将生のことを好きになれない私に、愛想を尽かした？

　気持ちは高ぶり、女性のほうをジッと見つめていると、私の視線に気づいた彼女と目が合う。

「……っ」

　すぐに逸らしたものの、バクバクと胸が高鳴る。

　どうしよう、気づかれた？　いや、気づかれるわけない。でも、もし私の顔を知っていたら……？　後をつけていたことを将生に知られたら？

　もう一度彼女を見る勇気がなくて、逃げるように駅に引き返した。

　なにやっているんだろう、私。尾行してなにするつもりだったの？

　百貨店には寄らず、改札口を抜けてホームの階段を駆け下り、到着した電車に飛び乗った。すぐに走り出した車内で乱れた呼吸を整える。

　窓に映った自分の顔は、ひどくゆがんでいた。

　将生のことが好きって気づいてから、初めて抱く感情ばかり。好きな人がいるって幸せなことだけじゃない、つらいこともあるんだ。

　嫉妬するってことが、こんなに胸が痛くてイライラして、自分が嫌になるものだと思わなかった。

　よく初恋は実らないものだっていうけれど、本当なのかもしれない。自分の気持ちに気づいた途端、失恋したかもしれないのだから。

　ずっとこらえていた涙が、ポロポロとあふれ出す。

　よかった、ドア側にいて。声を出さなければ泣いていることに気づかれないよね。

　ドアに顔を向けてうつむいた。

　頭の中がグチャグチャ。このまま将生と一緒に住んでいる家になんて帰れないよ。

　そんな時、届いた新着メッセージ。送り主は由良で、【ＧＷに行った旅行のお土産を渡したいから、いつ会える？】と綴られていた。

　鼻を啜すすり、私はすがる思いで由良に返信した。【今夜、家に行ってもいい？】と――。










素直になりたい




　由良の家に押しかけてから、どれくらいの時間泣いていただろうか。由良はずっと私の隣に寄り添い、優しく背中をなでてくれている。

　そして涙も止まってきた頃、キッチンでハーブティーを淹れてくれた。

　柑橘系の爽やかな香りがして、ホッとする。

「オレンジピールなんだけど、神経を鎮静させる効果があるの。……今の小毬にはピッタリでしょ？」

「……うん、ありがとう」

　そっと口に含むと、オレンジの酸っぱさの中にほんのり甘みが広がる。ゆっくりと飲んでいると、さっき思いっきり泣いたおかげで落ち着いてきた。

「ごめんね、由良。突然家に来て泣いて……」

　それなのになにも聞かず、私が泣きやむまで待っていてくれた由良には感謝の思いしかない。

「全然！　うれしいよ、小毬に頼ってもらえて。……だけど理由は聞かせてもらおうかな。なにがあったの？」

　由良は再び私の隣に腰を下ろし、聞く体勢に入る。

　自分ひとりでは到底解決できない問題。頭の中を整理しながら、将生のことが好きだと気づいたことから、女性と一緒にいたことを話していった。

「なにそれ！　村瀬の分際で浮気だと!?　絶対許せない！　小毬、浮気現場に乗り込むよ!!」

「えっ？　あ、由良!?」

　私の話を聞き終えると途端に怒りだし、すごい剣幕で声を荒らげる由良に圧倒されてしまう。そして本気で乗り込むつもりなのか、出かける準備を始めた由良にギョッとなる。

「由良、待って！」

　慌てて立ち上がり彼女に飛びついて、必死に動きを封じ込めた。

「待たない！　だって許せるわけないでしょ!?　小毬のことを好きだ、大切にするって言っていたのに、あっさり裏切るなんて……っ！」

　由良の言葉にズキッと胸が痛む。将生の本音を聞いた日のことを思い出すと余計に。

「それは違うよ、由良。裏切ったとかじゃない。そもそも親が決めた結婚だったんだもの、最初から私は将生に愛されていなかったのかもしれない。それか、愛想を尽かされちゃったのかも」

「小毬……」

　由良の力は徐々に弱まっていく。

「明日、食事をしながら話したいことがあるって言われたの。……それはもしかしたら別れ話かもしれない」

「そんなっ……！　絶対あり得ないから」

「どうして？　だって人の気持ちなんて、簡単に変わることもあるでしょ？」

　再びこぼれ落ちた涙。拭うことなくあふれ出る感情を言葉にしていく。

「現に私がそうだもの。……将生のことを嫌いだと思っていたのに、好きになっちゃったんだから。将生のことを好きって気づいてから、初めて抱く感情ばかり……」

　自分でもびっくりした。将生が私以外の女性と一緒にいるところを見ただけで、あんなに醜い感情を抱くなんて。

「好きなら、なおさら確かめないと。本当にあいつが浮気したのか、直接聞かないとだめだよ」

　そう言われても首を縦に振ることなどできず、左右に振った。

「このままじゃだめだってわかってるよ？　でも無理だよ、怖くて聞けない」

　もし別れ話を切り出されたらどうすればいいの？　いつかは向き合わなくてはいけないとしても、まだそこまで心が追いつかない。

　すると由良は私の気持ちを察してくれたのか、「わかった」とつぶやいた。

　そしてテーブルの上にあるスマホを取りにいくと、操作していく。

「あいつに連絡しておいた。しばらく小毬はうちに泊まるからって。……少しあいつと離れて、考える時間が必要でしょ？　いくらでもいてくれていいから。むしろ一緒に住んでもいいよ」

「由良……」

　由良の優しさに胸がジンとなり、よりいっそう涙があふれる。

「あぁ、もう泣かないの。明日も仕事でしょ？」

「う、ん……」

　そう言われても、簡単に涙を止める術すべがない。ソファに座るよう促され、由良と並んで腰を下ろした。

「でも嫉妬するのも、臆病になるのも、悲しくて泣いちゃうのも全部あたり前な感情だからね？　誰だってそう。好きな人のことでは情緒不安定になるものだよ」

　子供をあやすように頭をなでられると、素直に甘えたくなる。そのまま由良に体重を預けると、ギュッと抱きしめられた。

「今夜はとことん小毬に付き合うよ！　待ってて、まずはおいしいものを作ってあげるから」

「ありがとう、由良。……って、えっ！　わっ!?　ちょっと由良!?」

　感謝の気持ちを伝えると、由良は勢いよく私の体を離し、髪をわしゃわしゃするものだから、たまらず声をあげる。

「元気を注入してるの！」

　さんざん私の髪をグチャグチャすると、由良は満足して立ち上がった。

「小毬、先にお風呂入っちゃいなよ。大学時代、泊まるたびに忘れていった小毬のもの一式揃っているから、用意しておくね」

「うん。……本当にありがとう」

　由良に甘えて先にお風呂に入らせてもらった。

　浴槽につかると、泣いたせいで重かった頭がすっきりしてホッとする。

　そして冷静になることができた。少しの間、迷惑かけることになるけれど由良にお世話になろう。こうしてひとりになると、感情のまま動くことなく、これからのことを考えることができるから。

　お風呂から出ると、おいしそうなオムライスが用意されていて、歓声をあげてしまう。久しぶりの由良の手料理に舌鼓を打ち、他愛ない話をしていると、テーブルの上に置いてあるスマホが鳴った。

　確認すると、送信元は将生だ。

　きっと由良からのメッセージを見たんだよね。なんて送ってきたんだろう。楽しんできてとか？　将生は私が女性と一緒にいるところを見たことを知らないもの。きっとそんな感じの内容のはず。

　そうわかっていても、なかなか将生からのメッセージを開けずにいると、由良が不思議そうに聞いてきた。

「ん？　どうかしたの？」

「あ……うん、将生からメッセージがきてて」

「嘘、本当に？　……あ、私にもきてた」

　スマホを確認すると、由良は将生から届いたメッセージを読み上げた。

「まだ帰れそうにないから助かるよ。小毬をよろしく……だって。これであいつ、本当に浮気していたら死刑ものだよ！」

　スマホに向かって怒りをあらわにする由良の前で、私も将生から送られてきたメッセージ文を目で追った。

【もしかしてさっきの電話は、吉井の家に泊まってもいいか聞きたかったのか？　反対するわけないだろ？　ゆっくり楽しんできて。でも、明日は絶対帰ってくること。食事、楽しみにしてる】

　これは、将生の本心なのだろうか。悪いけど今のままじゃ、将生と食事になんていけないよ。

【ごめん、将生。明日の食事はキャンセルしてもいいかな？　それと少しの間、由良の家に泊まらせてもらうから。また帰る時に連絡するね】

　メッセージ文を打ち込んでも、すぐに送信ボタンを押すことができない。

　どう、思うだろうか。だけど絶対変に思うはずだ、急にこんなのを送ったら。でも、食事に行けないことも家に帰らないことも、連絡しないと。

　帰ったらちゃんと話すからと追加して、送信ボタンを押した。

「大丈夫だった？」

「うん、明日食事に行けないことも、由良の家にお世話になることも送った」

「……そっか」

　将生からの返信が怖くて、電源をオフにした。

　そんな私の心情を察したのか、由良はいつもより明るい声で言った。

「明日も仕事だし、早めに寝ようか。久しぶりに小毬と一緒に眠れるの、楽しみ～」

「うん、私も！」

　食事の後、ふたりで片づけを済ませて早い時間に布団に入ったものの、話が尽きず、由良といろいろな話をしながら夜は更けていった。




　案の定、次の日の朝、寝坊した私たち。大慌てで出勤する準備をして家を出る前に、由良は家の合鍵を渡してくれた。

「今日も帰りたくなかったら、うちに泊まってくれていいからね」

「ありがとう」

　本当に由良には感謝の気持ちでいっぱいで、受け取ってギュッと握りしめてしまう。

「今夜、仕事が終わったら荷物を取りにいってくる」

　今日は由良にすべて借りたけれど、しばらくお世話になるなら、着替えなどを取りにいったほうがいいよね。

「そっか、そうだよね。着替えはもちろん、仕事のものもあるだろうし。……私も一緒に行こうか？」

　心配する由良に、小さく首を横に振った。

「大丈夫だよ」

「……わかった。でもあいつと鉢合わせしてピンチに陥ったら呼んでね。飛んでいくから！」

　由良に勇気をもらい、ふたりで駅まで急いだ。




　ソワソワする気持ちを抑えながら仕事を終え、秘書室を出たところでスマホの電源を入れた。すると何件かメッセージが届いていて、一番新しいのは敬子からだった。

　今夜、将生と食事に行ってその席で好きって言うと伝えてあったから、【がんばれ】とエールが送られていた。

　応援してくれている敬子には申し訳ないな。……すべて解決したら説明しようと思い、【ありがとう】とだけ返して、次に昨夜からずっと未読のままの将生のメッセージ文を恐る恐る開いた。

【わかったよ、待ってる】

　何度も頭の中で繰り返す。わかったよ、待ってる。どんな思いで将生はこのメッセージを私に送ったのだろうか。わからないから不安になる。

　足早に会社を後にし、マンションへと急ぐ。

　本当は将生に好きって伝えたい。……彼の口から真相を聞かせてほしい。でも怖くてできなくて、逃げてしまう。

　マンションに着くとドアの前で一度大きく深呼吸をして、緊張しながら玄関のドアを開けた。

　だけど室内は真っ暗。将生はまだ会社から帰ってきていないようで、ホッと胸をなで下ろした。

　電気を灯して、廊下を進み自分の部屋に入る。

　昨日で仕事が落ち着くって言っていたし、予想よりも早く帰ってくるかもしれない。鉢合わせしたら嫌だ。

　正直今はまだ、どんな顔で将生と顔を合わせたらいいかわからないし、昨日のことを思い出して、感情の赴くまま将生にひどいことを言っちゃいそうで怖いもの。

　急いでバッグに着替えやメイク道具を詰めていく。その途中、アクセサリーケースが目に留まった。

　中にはＧＷの旅行の時に、将生が買ってくれたネックレスが入っている。

　結婚前は、なにかと高価な物をプレゼントしてくれていた将生に、私はいつも恐縮していた。でも彼にしてみれば、体裁を整えたかっただけ。隣に立つには、それなりの物を見につけろと言われているようで、惨めにも思っていた。そんなことは決してなかったのに。

「これも、持っていこうかな」

　考えたくないけれど、これが将生からの最後の贈り物になるかもしれないから。

　ケースごとバッグにしまい、仕事で使う辞書などを手にした時、指輪をしていないことに気づいた。

「指輪……」

　あれ、私、いつからしていない？

　昨日はいろいろなことが起こりすぎて、すぐに思い出すことができない。それでも必死に記憶を呼び起こす。

　寝坊して、慌てて家を出た。……その前にシャワーを浴びて……あっ、その時に外したんだ！

　置いた場所を思い出し、部屋を飛び出して脱衣所へ向かい、洗面台周辺を探すものの見あたらない。

「嘘……どこいっちゃったの？」

　ここに置いたとしか思えないし、指輪が勝手になくなるわけがない。……それじゃもしかして将生が見つけて、持っているの？

　いや、気づいてアクセサリーケースに戻してくれたのかもしれないと思い、急いで戻って確認したけれど、そこに指輪はなかった。

　ほかの場所を探しても、やっぱり見つからなくて不安がよぎる。

　急に家に帰らないと言って、外すなよと言われた指輪を彼の目につきやすい場所に置いていったりしたら、将生はどう思うだろうか。

　私が将生だったら、絶対勘違いする。私のことが嫌で家を出たのかもしれないと。

「どうしよう……どうしたらいい？」

　咄嗟にスマホを手に取り、指輪のことを聞こうと思ったけれど、文字を打つ手が止まる。

「どうやって聞けばいいのよ」

　聞いたら将生はどう思う？　今、どんな気持ちでいる？　怒っている？　それとも、私から出ていってくれてよかったと安心して、あの女性と一緒に過ごしていたりするのだろうか。

　将生の気持ちがわからないからこそ、いろいろなことを考えてしまう。

　それにどうして指輪を置いていったのか、メッセージで伝えたらどんな言葉も言い訳に聞こえそう。

　でもいいの？　逃げたままで。真相を知るのが怖い、別れたいと言われたらどうしようって不安になって、将生と向き合わずにまた由良の家に逃げ込むの？

　私……今夜、将生に好きって言おうと決めたよね？　将生が伝えてくれたように、素直な想いを伝えたいって。

　将生自身を知ろうとせず、彼の気持ちに気づけなかったことに後悔もした。また私、同じことを繰り返そうとしていない？

　結果はどうなるかわからない。でもまずは、自分の気持ちを伝えるべきでは？

　アクセサリーケースの中からネックレスを手に取り、強く握りしめた。

「言おう、将生に」

　すぐに将生にメッセージを送った。

【昨夜はごめん。話がしたいから、家で待っているね】

「あっ、由良にも連絡しないと」

　家に戻り、将生とちゃんと向き合うと送ると、すぐに返信が届いた。【わかったよ、がんばって】そんなメッセージとともに送られてきたかわいいスタンプに頬が緩む。

　彼の気持ちはわからない。でも私は将生が好き。……この気持ちを今夜、しっかり伝えよう。

　その後、将生から【ごめん、今夜は帰れそうにない】と返信が届いた。

　今日は食事に行く約束をしていたし、早く帰ってくるとばかり思っていた私は、何度も返信文を読み返してしまう。

　もしかして、私に会いたくないから帰れそうにないって嘘をついている？　そんな考えがよぎった瞬間、首を左右に振った。

　マイナス思考になっていたらだめだ。……大丈夫、将生はきっと私の話をちゃんと聞いてくれる。――そう、信じたい。

　すぐに【お疲れさま、大丈夫？】と送ったけれど、既読がついても彼からの返信はなかった。










重なり合う想い




　スマホを握りしめたまま迎えた朝。スマホのアラームを止めて、すぐに画面を確認する。だけど将生からの連絡は入っていなかった。




「それでは荻原さん、あとはお願いします。終業時間前には戻りますから」

「わかりました」

　山浦さんを見送り、秘書室でひとり指示された仕事に取りかかっても、ふとした瞬間に考えてしまうのは将生のことばかり。

　今は仕事中と自分に言い聞かせても、少し経つと頭をよぎる。

　それは午後になってからも同じだった。昼休みに由良から、昨夜はうまくいったのかとメッセージで聞かれたから余計かもしれない。

　相談しようか迷ったけれど、メール文ではどう説明したらいいのかわからなくて、仕事で将生は帰ってこなかったから話せていないということ、それと、預かったままの合鍵は、近いうちに返すからということを送った。

　時刻は十七時五分前。そろそろ今日の勤務も終わる。今夜は将生、帰ってくるだろうか。

　ソワソワしながら仕事を終えた頃、山浦さんが誠司君とともに戻ってきた。

「ただいま戻りました」

「お疲れさまでした」

　立ち上がりふたりを出迎えると、なぜか上機嫌で私のもとへ来た誠司君。

「小毬……じゃなかった、荻原さん。今夜のご予定は？」

「え？」

　小首を傾げる私に、山浦さんが言う。

「以前お話ししました歓迎会を今夜に……と思うのですが、いかがでしょうか？」

「ごめんね、急で申し訳ないんだけど、予定していた会食が急遽キャンセルになったからさ」

　そうだった、言われていたよね。どこかでふたりが私の歓迎会をやってくれると。

「どうかな？」

　ふたりが忙しいのは、私が一番よくわかっている。そんな中、歓迎会を開いてくれるのはすごくありがたいんだけれど……。

「ごめんなさい、今日はちょっと……」

　今夜は将生が帰ってくるかもしれない。それにこんな気持ちのままじゃ、せっかくふたりが開いてくれた歓迎会を楽しむことなんてできないよ。

　断ると、誠司君はあからさまにがっかりした。

「そっか、急だしね。気にしないで。また今度の機会にしよう。……もしかして今夜は、将生と約束してた？」

「えっ？」

　将生の話をされてドキッとなる。それを勘違いした誠司君はニマニマしだした。

「そっかそっか、それじゃ仕方ないね。弟夫婦の仲がいいことに越したことはないし。山浦さん、どうにかスケジュールを組んで早めにやりましょう」

「はい、そうですね」

　ふたりに微笑ましい眼差しを向けられ、非常に居心地が悪い。今夜は将生と約束をしているわけではないし、なにより決して今は夫婦仲がいいとは言えないのだから。

　ちょうど就業時間終了を知らせる鐘が鳴り、誠司君に「小毬、早く上がりな」と背中を押された。

「戸締まりは私がやりますので、荻原さんはどうぞお上がりください」

　ふたりにそう言われては、上がらないわけにはいかない。

「すみません、ではお先に失礼します」

　身支度を整え、ふたりに見送られて秘書室を後にした。

　終業時間を迎えたばかりの廊下は、オフィスから漏れる音や声で騒がしいものの、人はほとんどいない。

　スムーズにエレベーターに乗れて一階に着いた。

　エントランスに向かう途中で一度足を止めて、スマホを確認する。だけどやっぱり将生から連絡はきていない。

　今夜も帰ってこないかもしれない。まさか、このままずっと帰ってこない可能性もある……？

　スマホをバッグにしまい、徐々に増えてきた人の波に乗って玄関へ向かっていたけれど、再び足が止まる。

　いいのかな、連絡を待っているだけで。自分から行動を起こさないで、後悔しない？　どうする？　指輪のことも自分の気持ちも伝えられず、別れを切り出されたら。そうなったら私っ……！

　想像したくない未来に、気持ちが固まった。

　会いにいこう。迷惑かもしれないけど、ひと目でも会いたい。

　急いで将生の会社の住所を検索する。えっと……ここからだとバスに乗ったほうが早いかもしれない。

　玄関を抜けて駅前のバス停へ向かおうとした時、背後から名前を呼ばれた。

「小毬ちゃん」

　足を止めて振り返ると、見覚えのある男性はにこやかに手を上げた。

「よかった、会えて。久しぶり。……えっと、俺のことわかるかな？」

　不安そうに近づいてくる男性。鮮明に顔を拝むことができる距離までくると、すぐにわかった。

「秋田さんですよね？」

　名前を口にすると、秋田さんはパッと笑顔になった。

「よかった、小毬ちゃんに覚えていてもらえて。結婚式でも、将生に阻まれてあまり話ができなかったから不安だったんだ」

　そう言いながら一気に私との距離を縮め、いきなり両手を掴むと上下にブンブン振られた。それと同時に私の体も激しく揺さぶられる。

「相変わらずかわいいね、小毬ちゃんは。元気だった？」

「えっと……はい」

　やっと手を離してもらえて、どうにか答えると、いつの間にか秋田さんの隣に綺麗な女性が立っていた。

　あれ……この人って……。

　一昨日の記憶がよみがえり、焦りを覚える。

　そうだ、将生と一緒にいた人だ。え、でもどうして秋田さんと一緒にいるの？

　混乱する私を見て、女性は申し訳なさそうに眉尻を下げた。

「やはり一昨日、目が合ったのは社長の奥様でしたか。申し訳ございません、挨拶もせずに。私、こういう者です」

　ワケもわからぬまま渡された名刺を見ると、そこには将生の会社名が書かれていた。そして【秘書　沢渡浩美】と――。

「二年前より社長の秘書を務めさせていただいております、沢渡浩美と申します」

　丁寧に頭を下げた沢渡さん。顔を上げると大きな猫目でジッと見つめられ怯んでしまう。

　やっぱり彼女は将生と付き合っていて、牽制しにきたのだろうか。でも、もしそうだとしたらどうして秋田さんも一緒に来たの？　秋田さんは沢渡さんと将生の仲を応援しているとか？

　様々な考えが頭を巡る中、秋田さんが私たちの間に割って入ってきた。

「ここじゃなんだし、あそこのカフェに入ってゆっくり話そうか」

「えっ？」

　は、話すってなにを？　将生とは別れてほしいとか、そういう話？

「そうですね、では行きましょう」

「うん、そうしよう」

　私を置いてけぼりにして、勝手にふたりで話を進められていく。

「えっ!?　あのっ……」

「さぁ、小毬ちゃん行こう！」

　有無を言わさぬように秋田さんに腕を掴まれ、近くにあるカフェに連れていかれた。




「ごゆっくりどうぞ」

　注文したコーヒーが運ばれてきて、目の前に座るふたりはさっそく飲んでいる。

　ふたりはどうして私に会いにきたのだろうか。疑心暗鬼になりながら、コーヒーをひと口飲むと、先に口を開いたのは沢渡さんだった。

「改めまして、一昨日はしっかりご挨拶できず、申し訳ありませんでした。社長にはいつも大変お世話になっております」

「いいえ、そんな……」

　なんて言いながら、どういう意味での〝お世話になっている〟なのかが気になる。そして悪い方向にばかり考えてしまう。

「本当、社長にはプライベートなことまでお世話になりまして……大変感謝しているんです」

　どこか幸せそうに話す姿に、心がざわざわと騒がしい。

　プライベートなことまでってことは、やっぱり沢渡さんは将生とそういう関係？　ううん、きっとそうだよ。だってそれ以外考えられない。

　この後に言われることを想像すると、逃げ出したくなる。だけど次の瞬間、秋田さんは沢渡さんの肩に腕を回して、耳を疑うことを言った。

「本当、将生には感謝してもしきれないよな。俺たちの最大のピンチを救ってくれたんだから。だから今度は、こうして俺と浩美さんが将生のために、ひと肌脱ごうってことになったんだ」

　えっ、俺たち？　浩美さん？　それより秋田さんってば、なぜ急に沢渡さんの肩に腕を回したりしているの？

　びっくりする私をよそに、沢渡さんは涼しい顔をして秋田さんの手の甲を抓つねった。

「痛っ!?」

　肩から手をどかすと、秋田さんはもう片方の手でさすり痛がる。

「ちょっと浩美さん、今は仕事中じゃないのにひどくないですか!?」

「ひどくありません」

　ばっさり切る沢渡さんに、秋田さんは涙目で訴える。

　えっと、どういうこと？　だって目の前のふたりのやり取りから、親密さがうかがえる。まるで恋人のような……。でも沢渡さんは将生と……じゃないの？

　疑問は膨れ上がり、いまだに言い合いをするふたりに思いきって尋ねた。

「あのっ……！　おふたりはその、どういうご関係なんですか？　それに今日はどうして私に会いに……？」

　私の質問に沢渡さんは慌てて答えた。

「申し訳ありません。順を追ってご説明させていただきます」

　そう前置きするものの、言いづらいことなのか、沢渡さんはチラッと秋田さんを見る。すると秋田さんが沢渡さんに代わって教えてくれた。

「浩美さんは将生の秘書であり、俺の結婚間近の恋人なんだ」

「えっ……えっ!?」

　いや、なんとなくふたりの様子をうかがっていると、そんな気もしたけれど……結婚間近だなんて。

　ただ驚く私を見て、沢渡さんは顔をしかめた。

「そのご様子ですと、やはり奥様、私と社長の関係を誤解なさっていたんですね。目が合った瞬間、逃げるように去られたので、気になっていたんです。ですが社長の奥様だと確信を持てなかったので、社長にもお話しすることができず……」

「うわー、浩美さんの読みが見事に的中だったね。これで将生の落ち込みっぷりに納得したわ」

「すみません」と謝る沢渡さんと、うんうんと首を縦に振る秋田さんに、頭が追いつかない。

「一昨日は会食に向かっていたところでして、時間的に車だと道路が渋滞し、場所が駅の近くでしたので、電車で移動したんです。誤解させてしまい、申し訳ありませんでした」

「いいえ、そんな……。私のほうこそ勝手に勘違いしてすみませんでした」

　秘書なら会食の場に一緒に向かうのはあたり前だ。山浦さんだって仕事中は、誠司君と行動をともにしている。それに外出の際は常に車で移動するわけではないし、時間や場所によっては、電車を利用することもあると言っていた。

　おまけに沢渡さんは、秋田さんの恋人なんでしょ？　それなのに勘違いして、たしかめもせずに家を飛び出して……本当に恥ずかしい。

　羞恥心でいっぱいになっていると、秋田さんがあきれたように言う。

「ねぇ、小毬ちゃん。将生と仲直りしてやって。もう昨日から生ける屍しかばね状態で、使いものにならないんだ」

「えっ？」

　沢渡さんも続いた。

「もう小毬は戻ってこないかもしれない、嫌われたんだと何度もつぶやかれ、まったく仕事が手につかない状態です。昨夜は会社に泊まられたようですし」

　それってやっぱり、私が指輪を洗面台に置いて家に帰らなかったから？

「本当、将生って昔からなんでもソツなくこなしてきたくせに、小毬ちゃんのことになると不器用になっちゃうんだよね。……高校の時もさ、中学同様婚約していることを秘密にするつもりだったのに、小毬ちゃんがかわいいって周りが騒ぎだしたんだ。それを聞きつけて焦ってあっさりバラした時は、思いっきり笑ったよ」

　その時のことを思い出したのか、秋田さんは「クククッ」と喉もとを鳴らした。

「わざと学校の子が多く集まる場所で小毬ちゃんとデートしてさ。やることすべて間違っているよな」

　そういえば高校生になってから、急にデートに誘われるようになった。おかげで学校の子に見られて、一気に噂が広がったわけだけど……え、なに？　それは同じ学校の子にふたりでいるところを、わざと目撃させるためだったの？

　なにそれ。……本当、将生ってば不器用すぎる。そういうのは、ちゃんと言葉にしてくれないと全然わからないよ。

　でもそれを言ったら私も同じだ。沢渡さんとのことを聞かずに勘違いをして、嫉妬して。好きとも伝えずに逃げたのだから。

　昔から私のことを想ってくれていた将生に、ちゃんと会って顔を見て言いたい。「将生のことが好き」って。

「ねぇ、小毬ちゃん。知っての通り、あいつは面倒なやつだけどさ、誰よりも小毬ちゃんのことを愛しているんだ。昔のあいつの言動には許せないところもあると思う。でも今は変わろうと努力してる。……これからも、将生のそばにいてくれないかな？　小毬ちゃんがいないとあいつ、生きていけないから」

　秋田さん……。

　中学生からずっと将生の隣には秋田さんがいた。きっと私にとって由良の存在が、将生にとっては秋田さんなんだ。

　こうして私に会いにきて、話してくれているのも全部将生のためでしょ？

「私も将生が隣にいないと、生きていけそうにありません」

「――え」

　今の正直な想いを口にすると、秋田さんは目を丸くさせた。だけどすぐに安心したように口もとを緩める。

「そっか、じゃあ将生の長年の想いは無事に小毬ちゃんに届いたんだね」

「……はい」

　痛いくらい届いた。だからこそ私もたくさん将生に伝えたい。

「あの、将生はまだ会社ですか？」

　尋ねると、ふたりは顔を見合わせた後、勢いよく立ち上がった。

「はい、本日も会社にお泊まりになるとおっしゃっておりましたので、参りましょう」

「そうそう、浩美さんと最初から小毬ちゃんを会社に連れていくつもりで来たんだ。将生へのサプライズ、協力して」

「えっ？　でも会社に行くのはまずいのでは？」

　私、部外者だし、まだ残っている社員もいるはず。

　だけどふたりは引き下がらない。

「大丈夫です、この時間ですと社員はほとんど残っておりませんので」

「それに小毬ちゃんは社長夫人だよ？　べつに会社に顔を出しても、変じゃないから」

　そう言うと秋田さんは、こちらに来てがっちりと私の腕を掴んだ。

「浩美さん、タクシー止めてきてもらえる？」

「はい、もちろんです」

　そのまま私はふたりによって、タクシーに乗せられてしまった。

「この時間ですと、二十分ほどで着くかと思います」

　どこかに電話をかけ始めた沢渡さんは助手席に乗り、後部座席の私の隣には秋田さんが乗っている。

「ごめんね、半ば無理やり乗せちゃって」

「いいえ。あの、でも本当に大丈夫なんですか？　私が会社に行っても」

　将生に会ってすぐに気持ちを伝えたいけれど、やっぱり部外者の私が行ったらだめな気がする。

「本当に大丈夫だから気にしないで。……今回の件に関してはさ、俺たちの責任でもあるから、早くふたりには仲直りしてほしいんだ」

「え、どういうことですか？」

　そこで初めて、将生がここ最近忙しかった理由を知った。

　沢渡さんの実家は老舗の和菓子屋。だけど経営難に陥り、そこに大口の取引先から彼女への縁談話が持ち上がったらしい。縁談を受けるなら、全面援助すると。

　ひとり娘の沢渡さんは両親が営む和菓子屋を守るために、縁談を受け入れる決意をして、会社に辞表を提出し、秋田さんに別れ話を切り出した。そんなふたりのピンチを救ったのが将生だったと。

　旅行中に電話で秋田さんから話を聞いた将生は、旅行から戻ってすぐにふたりから事情を聞き、解決策を提案した。

　昔気質の沢渡さんのお父さんに、ネットビジネスの利点を根気強く説明し、ホームページ作りから、通販販売までのネット環境を整え……。和菓子屋に援助もしたそうだ。

　そして秋田さんが、どれほど沢渡さんを想っているか、ふたりはどれほど愛し合っているかを話してくれて、沢渡さんのご両親に結婚を認めてもらうためにひと役買ったことも教えてくれた。

「二日前からネット注文が始まったんだけど、アクセスが殺到しているみたい。今後も順調に注文が集まれば、経営もうまく回ると思う。……力になってくれた将生のおかげだよ」

　そうだったんだ。……将生、ひと言も言ってくれないから全然知らなかった。

「でもそのせいで、小毬ちゃんと将生はすれ違いの生活になっちゃっただろ？　そんな中、浩美さんと一緒にいるところを見たら、そりゃ小毬ちゃん、指輪を置いて家を出たくなるよな。昔の将生が将生だし」

「いいえ、それは違うんです」

「え、そうなの？　俺はてっきり将生が浮気したから怒って家を出たとばかり……。じゃあそれも全部将生に話してやって」

　タクシーはあるビルの前で停まると、電話を終えた沢渡さんは秋田さんを見た。

「残っている社員に電話で確認したところ、社長はいらっしゃるようです」

「よし、じゃあさっそくサプライズ決行といきますか！」

　ふたりに続いてタクシーから降りると、目の前にそびえ立つのは、商業施設からホテル、そしてオフィスが入った三十五階建てのビル。

　将生の会社を訪れるのは今日が初めてだ。起業した際に構えたオフィスにも、行ったことがないから。

「こちらの三十階になります」

　沢渡さんたちに案内されて、エレベーターで三十階に向かう。あと少しで将生に会えると思うと、緊張してきた。

　入口から入ると、ワンフロアの広々としたオフィスが広がっていた。ふたりが言っていたように、社員の姿はほとんどない。それでも残っている人に小さく頭を下げながら、奥にある社長室へと歩を進めていく。

　そして社長室の前で足を止めると、秋田さんが私の前に立った。

「小毬ちゃんは俺のうしろに隠れて」

「え、隠れるんですか？」

「うん。ぜひ小毬ちゃんに落ち込んでいる将生の姿を見てほしいからね」

　ニヤリと笑う秋田さんに、沢渡さんはあきれた様子。

「ではまず私から入りますね」

　そう言うと沢渡さんはノックしてドアを開けた。

「社長、失礼します」

「俺も失礼します」

　ドキドキしながら、沢渡さんに続いて中に入る秋田さんの後に続く。するとすぐに将生の力ない声が聞こえた。

「あれ、ふたり帰ったんじゃなかった？」

　バレないように将生の様子をうかがうと、聞いていた通り元気がない。

「はい、一度会社を出たのですが、社長に大切なことを言い忘れまして……。それより社長、それはいったい？」

　怪訝そうに沢渡さんに聞かれ、将生はため息交じりに言った。

「これは小毬の結婚指輪。……洋太に問いつめられた時に言いましたよね？　俺に愛想尽かして家に置いて出ていったって」

　実に情けない声で言うと、将生はがっくりと肩を落とした。

「絶対小毬が俺にしたい話って別れ話ですよ。最近、小毬の様子もおかしかったですし。……うまくいっていると調子に乗っていたから、バチがあたったんです。本当は昨夜、洋太たちのことを小毬に話すつもりだったんです。きっと小毬なら、一緒に喜んでくれると思ったから。……悪いな、洋太。小毬と一緒に結婚を祝ってやれなくて」

　食事の時に話したいことがあるって言っていたのは、秋田さんたちのことだったんだね。それなのに本当に私ってば……。

　でも、えっと……目の前にいるのは本当に将生なの？

　初めて見る姿に、驚きを隠せない。本当、まだまだ私の知らない将生の一面がたくさんあるようだ。

　なにより私たち、言葉にして伝え合って、もっともっとお互いのことを知らなくちゃだね。

　するとさっきまで黙って話を聞いていた秋田さんは、我慢できなくなり噴き出した。

「アハハハッ……！　だめだ、我慢できない！」

　突然笑いだした秋田さんが大きく体を揺らすものだから、隠れるのに必死になる。

「洋太、お前……！　沢渡さんに別れ話を切り出された時に、話を聞いて励ましてやった恩を忘れたのか？　俺がどれだけ身を削ってやったか……！」

「忘れてないよ。……だからその恩を、浩美さんと返しにきたんだ」

　笑いをこらえながら言うと、秋田さんはチラッと私を見た。そして再び前を見据え、ゆっくりと横にずれる。

「え……小毬？　どうしてここに」

　私がいることに将生は大変驚いている。それを見て満足した秋田さんは、沢渡さんに声をかけた。

「浩美さん、お邪魔虫は退散しようか」

「そうですね。社長、では今度こそお先に失礼いたします」

　口早に言ってそそくさと出ていくふたりの背中を見送り、再び将生に視線を向けると目が合った。

　こうしてゆっくり顔を合わせるのは久しぶり。やっぱり将生、少し痩せた。

「将生……」

　一歩ずつ将生のほうへ歩み寄ると、彼は椅子から立ち上がった。そして私の前に来ると足を止め、真っ直ぐ見つめる。

「小毬……俺……」

　神妙な面持ちで言葉を詰まらせる。そんな彼の手には、私の結婚指輪が握られたままだった。

「将生、指輪ごめんね」

「え、あっ……」

　そこで初めて、将生は指輪を握ったままでいることに気づいたようだ。

「これ……またつけてくれるのか？」

　恐る恐る指輪を差し出し、不安げに聞いてきたものだから、私はすぐに指輪を受け取った。

「あたり前でしょ？　ごめんね、毎日つけるように言われていたのに。本当、たまたまなの。寝坊しちゃって急いでシャワー浴びたら、外したまま忘れちゃって……」

　事情を説明すると、将生は目を丸くさせた。

「結婚生活が嫌になったから、指輪を置いて出ていったんじゃないのか？」

　やっぱりそう思われていたんだ。

　混乱している将生にはっきり伝えた。

「違うよ」

　将生との生活が、嫌になるわけないじゃない。

「え……じゃあどうして急に吉井の家に泊まり、俺との食事にも行けないって言ったんだ？　やっぱり俺のことが嫌いになったからじゃないのか？」

「それは……」

　これから将生に自分の想いを告げるのかと思うと緊張する。……でも将生は何度も私に伝えてくれた。私もちゃんと伝えたい。

　バクバクとうるさい心臓を鎮めるように一度大きく深呼吸をして、真っ直ぐ将生を見つめた。

「一昨日の夕方、私が電話をかけたのを覚えている？」

「あぁ」

「あの時、偶然見ちゃったの。……将生と沢渡さんがいるところを。沢渡さんが将生の秘書だって知らなかったから、仕事だと嘘をついて浮気していると思って……それで由良の家に泊めてもらったの」

　事情を説明すると将生は一瞬フリーズするも、いつになく声を荒らげた。

「浮気って……！　そんなことするわけないだろ!?　……いや、でもそっか。今までの俺ならあり得ると思うよな」

　将生は納得して頭をかかえる。だけどすぐにハッとし、ジッと私を見つめた。

「沢渡さんと一緒にいるところを見て、浮気だと思ったんだよな？　でも、今までの俺なら、そう思われても仕方ないのに、どうして吉井の家に行ったりしたんだ……？」

　そこまで言いかけた将生の声に自分の声をかぶせた。

「並んで歩くふたりはすごくお似合いだったから。沢渡さんと一緒にいるところを見て、初めて醜い感情に襲われて……。嫉妬した。将生の隣に、私以外の女性が立つのが嫌だった。それだけじゃない。将生のことが好きだと気づいてから、頭の中がグチャグチャになっちゃって……」

　一度口にすると、想いはあふれて止まらなくなる。

「沢渡さんと目が合って逃げちゃったの。それで勝手に不安になって避けてごめんね。でも将生のことが好きだから、真実を知るのが怖くて聞けなかった」

　初めて口にした『好き』って言葉。

「好き……？　小毬が俺を？」

　信じられないようで、復唱する将生に大きくうなずいた。

「うん、大好き。……本当は気づけなかっただけで、ずっと昔から好きだったのかもしれない」

　ただ、頑なに好きだと認めたくなかった気がする。将生は私に冷たくて、嫌われていると思っていたから。

「だからこれからもっといろいろな将生を見せて。だって私、将生のことで知らないことがまだたくさんあるから。さっきみたいに私の前でも弱音を吐いてほしい」

　あんな姿、私には見せてくれたことがないもの。

　その思いで言うと、将生は急にその場にしゃがみ込んだ。

「え……どうしたの？　将生」

　私も彼と視線を合わせると、将生はジッと私を見た。

「このタイミングで好きとか……まだ夢みたいで信じられない。もしかしたら、小毬に好きになってもらえることは一生ないと思ってもいたから。それなのに嫉妬してくれたとか、俺を喜ばせることを言うのはずるいだろ」

　ちょっぴり拗すねた顔で言う将生に、不覚にも胸がキュンとしてしまった。

「小毬は弱音を吐いてほしいって言うけど、いいのか？　カッコ悪い俺を見せても」

「うん、たくさん見せてほしい」

　どんな将生を知っても、私はますます好きになってしまうと思うから。

　すると将生はそっと私の手を握り、真剣な瞳を向けた。

「もう信じてもいい？　小毬が初めて好きになったのは俺だって。……気持ちが通じ合えたって」

　私の気持ちはまだ届いていないようで、彼の瞳は大きく揺れた。

「うん、信じて」

　私は将生のことが好きだから。

　彼の手を握り返すと、やっと信じてくれたのか手を引かれ抱きしめられた。

「夢みたいだ……小毬が俺を好きになってくれたなんて」

　将生のぬくもりに包まれると、安心感を抱くようになったのはいつからだろう。なぜかホッとする。

　もっと彼のぬくもりを感じたくて、背中に腕を回そうとした時、ずっと握っていた指輪が手から落ちた。

「あっ……」

　音を立てて転がる指輪。すぐに将生が拾ってくれた。そのまま手を引かれ立ち上がると、左手を握られドキッとなる。

「小毬が生涯好きになる男は俺だけであってほしい。……ずっと好きでいてもらえるよう、毎日好きって伝え続けるから覚悟して」

　愛しそうに見つめられて放たれた言葉に胸が苦しくなる。

　再び左手薬指にはめられた指輪。将生と結婚している証――。

「私もずっと将生に好きでいてもらえるよう、がんばるね」

　人の気持ちは変わるものだと思う。でも変わらない想いもあると信じたい。それはきっと、努力の先にあるものだと。

「その努力はいらないと思うけど」

「えっ？」

　目が合うと、将生は得意げに言った。

「俺が小毬を嫌いになることは、絶対あり得ないから」

「将生……」

　自信満々に言われると、恥ずかしくて、うれしくて……気持ちが大渋滞してしまう。

　このなんとも表現しがたい感情が表に出ていたのか、将生はクスリと笑った。

「好きだよ、小毬。……もうなにがあっても離してやらないから」

　彼の大きな手が触れて、ゆっくりと距離が縮まる。そのスピードに合わせるように、そっとまぶたを閉じた。心の中で「私も大好き」とささやいて。

　唇が重なった瞬間、甘酸っぱい気持ちが胸いっぱいに広がっていく。将生のことが好きと気づいて、初めて交わしたキスだからだろうか。

　幸せで満たされると離れていく唇。だけど目を開けるとまだ唇が触れてしまいそうな距離に将生の顔があって、微動だにできなくなる。

「もう一回キスしてもいい？」

「えっ……んっ」

　聞いてきたくせに、私の答えを待たずに再び唇を塞がれた。先ほどの触れるだけのキスとは違い、腰に腕を回され、より口づけは深くなる。

　このままキスに溺れたくなるものの、必死に理性を働かせる。キスを受け入れてしまったけれど、ここは自宅じゃない。彼の職場だ。

　ほとんど社員は残っていなかったし、秋田さんたちも帰ったと思うけれど、万が一誰か入ってくることはない？

　そんな心配が頭をよぎり、彼の胸を押し返した。

「将生っ……待って、ここ会社でしょ？」

　キスはやめてくれたけれど、腕は回されたまま。必死に抵抗してもビクともしない。

「大丈夫、社長室に入ってくるのは洋太や沢渡さんくらいだから」

「でもっ……！」

　やっぱり気になってドアのほうを見ると、かかえ上げられた。

「きゃっ!?」

　突然宙に浮いた体にびっくりして、将生の肩にしがみついた。私をかかえたまま数歩進むと、将生はデスクに私を下ろす。

　すぐに下りようとしても、腰にはしっかり腕が回ったままでそれを許してくれない。

「ちょっと、将生？」

　睨んで怒りをあらわにしているというのに、なぜか将生はうれしそうにニコニコしている。

「誰かに見られないか心配する小毬も、怒る小毬もかわいい」

「なっ……！」

　サラリととんでもないことを言われ、声にならず口をパクパクさせてしまう。

「そうやって照れるところもかわいくてたまらない。……なにより俺の仕事場に小毬がいると、悪いことをしたくなる」

　ニヤリと笑うと、将生は荒々しく私の唇を奪った。

「んっ……ぅんんっ」

　喉で呻うめく声が自分のものとは思えないほど艶が含まれていて、羞恥心でいっぱい。

　だけど将生の舌は私の舌を回すように舐め、自分の口腔内に引き込んではキュッと甘噛みする。

　そうされるたびに自然と声は漏れてしまい、止める術がない。

　舌先から甘さが広がり、抗う力が奪われていく中、将生の手が裾から入り込み、素肌をなでた。

「だめっ、将生っ……！」

　さすがにこれ以上は無理。

　必死に将生の手を押さえて抵抗すると、彼は私の耳に顔を寄せた。

「大丈夫、さすがに最後まではしないから。……だけど少しだけ小毬に触れさせて。家まで我慢できない」

　甘い声でささやかれ、脳髄まで痺れるような気がした。だけどされるがままでいるわけにはいかない。

　彼の胸もとを必死に押し返して攻防戦を繰り広げていると、勢いよくドアが開いた。

　その音にお互いびっくりして体が震える。そのままドアに目を向けると、帰ったはずの秋田さんと沢渡さんの姿があった。

「え……洋太？　それに沢渡さんも。帰ったはずじゃ……」

　私もフリーズするものの、すぐに現状を思い出した。将生に組み敷かれ、彼の手は私の肌に触れている。

　こんな場面を見られるなんて……っ！

「ふたりが仲直りするところを見届けるまで、帰れるわけないだろ？」

　ニヤニヤしながら言う秋田さんに、沢渡さんは気まずそうに咳払いした。

「申し訳ありません、社長。まさか社長室でおっぱじめるとは夢にも思わず」

　沢渡さんに言われやっと我に返ったのか、将生は離れると私の手を引いて立たせてくれた。

「悪い、小毬」

「もう……本当だよ」

　ボソボソとやり取りする私たちを見て、秋田さんは声をあげて笑った。

「アハハッ！　将生、お前っ……！　自分の仕事場で興奮するとか変態かよ」

「……っうるさい」

　子供みたいにムキになり、将生は秋田さんに詰め寄って「やめろ」と言う。

「せっかく小毬ちゃんに好きになってもらったのに、それじゃあっという間にまた嫌われるぞ？」

「お前、本当に黙れ」

　小学生みたいなやり取りに、思わず笑ってしまう。それは沢渡さんも同じで、口もとを手で覆い、必死に笑いをこらえていた。

「洋太だって調子に乗っていると、いつ沢渡さんに嫌われるかわからないからな」

「大丈夫、俺と浩美さんは強い愛で結ばれているから」

「それを言ったら俺と小毬もそうだ」

　それからも続く、ふたりの子供じみたやり取り。

　秋田さんと一緒にいる将生は、こんな感じなんだ。言い合う内容が幼稚すぎてあきれるけれど、でも無邪気でかわいく見えるのは、将生のことが好きだからだと思う。

　これからも、もっと私の知らない将生の一面を見せてほしいな。

　落ち着いた沢渡さんに止めに入られるまで、ずっと秋田さんと言い合いを続ける将生を見つめながら強くそう願った。










大好きな私の旦那様




　都内にある創業明治二十五年のすき焼き店。日本家屋の外観に、部屋は全室個室の風情ある佇まいになっていて、世界的にも有名なガイドブックに何度も掲載されるほどの名店だ。

　格式高い店で、誠司君と山浦さんと三人で私の歓迎会が行われていた。

　だけど入社前に想像していたような、和気あいあいとした雰囲気ではない。

　最初、場所を聞いた時はあまりの有名店で遠慮すると、「こういった場所で会食するのはしょっちゅうですので、荻原さんに慣れていただくことも兼ねております」と言われては、違うところでお願いしますとは言えなかった。

　仲居さんが準備から調理まですべてやってくれるから、私たちがやることはない。仕事の話をしながら、すき焼きができあがるのを待つ。

「どうぞお召し上がりください」

　調理を終えると、仲居さんが丁寧に頭を下げて部屋から出ていったと同時に緊張の糸が切れて、小さく息を漏らした。

「さて、すき焼きもできたし、乾杯しようか」

「そうですね」

　こういった場所に慣れているのか、グラスを手に取ったふたりに数秒遅れて私も手にした。

「遅くなっちゃったけど小毬、ようこそ我が社へ。これから忙しくなると思うけど、よろしくね」

「私からもどうぞよろしくお願いいたします」

「はい、よろしくお願いします」

　乾杯をして、冷えたビールを喉に流した。その間に山浦さんはすばやくすき焼きを小鉢に盛ってくれた。

「荻原さん、どうぞたくさんお召し上がりください」

「すみません」

　本当は私がやらなくちゃいけないのに。

　恐縮しながら受け取ると、山浦さんは「お気になさらず」と言いながら、誠司君の分も盛っていく。

　山浦さんから受け取った小鉢を見ると、お肉と野菜がバランスよく入っている。

　こんなところまで完璧な山浦さんに、ただ感動するばかり。

「小毬、食べて」

「あ、うん」

　誠司君に言われて、さっそく卵につけて食べると、口いっぱいに甘みが広がり、それでいてすぐ溶けてなくなったお肉に感動。

「おいしい」

　あまりのおいしさに目を見開く。そんな私を見て誠司君は満足げ。

「それはよかった。山浦さん、今後小毬が同伴する会食では、ここのお店を使うようにしてください」

「はい、かしこまりました」

　とんでもない会話にギョッとすると、すぐにふたりは顔を見合わせ、「冗談だからね」と言って笑った。

　入社して来週でちょうど三ヵ月になる。つまり、試用期間もあと数日で終わる。いよいよ本採用となり、働くことができるんだ。

　今日まで山浦さんにたくさんのことを教えてもらった。どこまで力になれるかわからないけれど、自分にできる最大限の仕事をしたいと思っている。

　一人前、三万円もするすき焼きを堪能しながら、誠司君は日本酒を注文し、一時間も過ぎるとすっかりほろ酔い状態。

「ねぇねぇ、小毬。将生とはどう？　うまくいってるの？」

　ニコニコしながら聞いてきた誠司君に、タジタジになる。

　昔から思っていたけど、誠司君は本当に将生のことが大好きだよね。かわいくて仕方がないってヒシヒシと伝わってくる。

「それにしてもすごいな、小さい頃から仲がいいとは思っていたけど、まさか本当に結婚することになるとは。……正直、小毬と将生の結婚話は、父さんたちのおふざけで終わると思っていたんだ」

　そっか、誠司君は私たちが本当に結婚するとは思っていなかったのか……。

「うらやましいよ、それほど好きになれる人と出会えるなんて」

　心底うらやましそうに、ため息交じりに言う。

　そういえば誠司君はいまだに独身。恋人がいるとも聞いたことがない。

　ふと疑問に思い、聞いてみようかなと悩んでいると、山浦さんが口を開いた。

「でしたら専務も早くご結婚されてはいかがですか？　社長に何度もお見合いを勧められているじゃないですか」

　そうだったんだ。でも誠司君は会社の後継者。お義父さんからしてみたら、早く結婚して後継ぎを……って思っているのかも。

　私たちも結婚式当日、早く孫の顔を見せてくれなんて言われたくらいだし。

　口を挟むことなく、お肉を食べながらふたりの会話に耳を傾ける。

「見合いは、どうも気が進まなくて」

　だいぶ酔っているようで、誠司君は頬杖をつきながら話しだした。

「会社のためにも早く結婚したほうがいいことはわかっているんです。でも将生と小毬を見ていると、何気ない日常の中で唯一無二の存在だと思える人と運命的に出会い、そんな人と結婚したいと思ってしまうんですよ」

　誠司君の意外な本音に箸が止まる。

　後継者問題もあるし、結婚は必須だろう。でもやはり、好きになった人と結婚してほしいと願ってしまう。

「出会いは突然訪れるかもしれないじゃないですか。あぁ、結婚するならこの子だって思えるような、ドラマチックな出会いが」

　いつになくロマンチックなことを言う誠司君に、山浦さんはクスリと笑った。

「そんな出会いが専務に訪れるといいですね。……できるだけ早くに」

「あ、その顔……。山浦さんは出会えるわけないって思ってますね？」

「いいえ、そんなことはございません」

　ふたりの軽快なやり取りに頬が緩む。

　誠司君がこんな話をできるのも、山浦さんのことを信頼しているからだろうな。

　心をポカポカさせて再び食べ進めていると、誠司君は私にも聞いてきた。

「小毬はどう思う？　俺は小毬たちみたいな恋愛結婚は、できないと思うか？」

「えっ？　ううん、そんなこと思わないよ。……誠司君にも、心から好きになった相手と結婚してほしいと思ってるし」

　小さい頃から本当の妹のように優しくしてくれた誠司君。そんな彼の幸せを願わないわけがない。

「いつか出会えるよ、誠司君にとって運命の人と」

「小毬……」

　よほど酔っているのか、目をウルウルさせて「ありがとう」と言う誠司君にびっくりしながらも、山浦さんとふたり声をあげて笑ってしまった。

「山浦さんまで笑うことないじゃないですか」と文句を言う誠司君をなだめていると、山浦さんのスマホが鳴った。

「すみません、少し席を外します」

　電話の相手を確認すると急用なのか、部屋から出ていく。すると誠司君は私の顔を覗き込んだ。

「山浦さんがいたから追及をやめたけど、どう？　将生とは。ケンカもなく、仲よくやってる？」

「……うん、うまくいってるよ」

　照れくさくなりながらも答えると、誠司君はホッとした顔を見せた。

　気持ちを伝えてから、将生はまた変わった。「仕事がつらい」とか、「洋太にイラついた」とか、愚痴をこぼすようになって、時折甘えてくる。

　ありのままの将生で接してくれている気がしてうれしくて、私もまた変わったと思う。よく言い返すようになったし、文句も言えるようになった。

　やっと本物の夫婦になれた気がする。

「それにしても本当に将生は、弟ながらすごいと思うよ。小毬のために会社を設立してしまったんだから」

「えっ、私のためってどういうこと？」

　日本酒を飲みながらしみじみと話す誠司君に聞き返すと、彼は目をしばたたかせた。

「どういうことって……聞いていないのか？　将生から」

「うん」

　聞いていないよ。将生は自分がやりたいから会社を立ち上げたんじゃないの？

　知りたくてジッと見つめていると、誠司君は困ったように頭をかいた。

「まいったな、俺はてっきり小毬は知っているとばかり思っていたから。……本当だよ、将生は小毬のためにあの会社を設立して、メディアに取り上げられるくらい大きくしたんだ」

　お猪ちょ口こに残っていた日本酒を飲み干し、詳しく話してくれた。

「父さんの会社に入ったら、重要なポストが用意されている。それを友達らはうらやましがったらしいけど、将生はその道に進まなかった。会社に入ったら、どこに行っても父さんの息子として見られる。それは配偶者も同じ。なにかと注目を集めて、時には嫌な思いをさせるかもしれない。だから将生は自分の力で会社を興したんだ」

　誠司君はお猪口を持つ手の力を強めた。

「母さんがそうだった。一見華やかな世界ほど醜いものはないんだ。陰でよく泣いていた。……そんな思いを将生は小毬にさせたくなかったんだと思う」

　新たに知る将生の想いに泣きそうになる。

　私はこんなにも将生に愛されていたのに、どうして気づくことができなかったんだろう。

「それであそこまで会社を大きくさせたのは、本当にすごいと思うよ。経営者として尊敬している。それと同時にうらやましくてさ。将生は愛する人と出会って結婚し、自分の道を突き進んでいるんだから」

「誠司君……」

　私たちの結婚が生まれる前から決まっていたように、誠司君が会社を継ぐことは生まれる前から決まっていたこと。

　きっと重圧もあると思う。いつも笑顔だけど、計り知れない苦労もあるはず。

　誠司君の気持ちを考えると、なんて声をかけたらいいのかわからなくなる。

　そんな私の心情を察したのか、誠司君は明るい声で言った。

「もちろん俺は俺で、父さんの跡を継いで会社を大きくしたいって夢を抱いて今の道に進んだんだ。……後悔なんてしていないし、やり甲斐のある毎日を過ごせて幸せだよ。だからそんな顔をするな」

　彼の手が伸びてきて、頭をポンポンされた。それは幼い頃、私が落ち込んでいる時によくやってくれていたこと。

「もう、誠司君ってば……。いつまで私を子供扱いするの？」

「俺にとって小毬は、守ってあげなくちゃいけない存在なんだよ。……これからもずっと」

　もう一度頭をなでられ、照れくさくなる。

　でも今、幸せだと聞けて安心した。本当に誠司君にも早く素敵な出会いがあって、もっと幸せになってくれることを祈るばかりだよ。

「あ、そういえば友達に俺たちの関係がバレるかも……って言っていたけど、大丈夫だったのか？」

「うん。ごめんね、ちゃんと報告しないで。……もう大丈夫」

　野沢君と敬子は絶対口外しないし、今では事情を知っているふたりになんでも気兼ねなく話せている。

　そしてふたりは急接近しつつあるようだ。私のことをきっかけに、よく飲みにいっていると敬子から頻繁に報告を受けている。

　野沢君は気になる人のことをあきらめようとしているようで、それを励ます形で会っているみたい。話も尽きないようでいい感じなのだとか。

「でも小毬はバレてもいいと思ってるんじゃないか？」

　片眉を上げてからかい口調で言いながら誠司君が指差したのは、私の左手。

「最近ずっと結婚指輪はめたままだよな？　前は仕事中、つけていなかったのに」

「……うん」

　箸を置き、そっと指輪をなでた。

「その友達がすべてを知っても離れずにそばにいてくれるから、自信がついたのかも。コネ入社だって言われても、負けずにがんばれるって。……それに私は将生と結婚して、誠司君やお義父さんとは家族になったでしょ？　それを隠すのは最初から間違っていたのかもしれない」

「小毬……」

　本音を言えば周囲の……とくに秘書課の先輩たちの反応が怖い。でも大好きな将生と結婚していることを隠すことなく、堂々としていたいから。

「いつでも公表していい覚悟を決めているから。でもバレちゃって誠司君に迷惑かけることになったらごめんね」

　少なからず誠司君もなにかしら言われそう。そうなったら本当に申し訳なく思う。

「いいや、その迷惑なら大歓迎だよ。俺は小毬が義妹いもうとだといつ公表してもいい。むしろ早くしたいくらいだ」

　ニッと笑う誠司君につられて、私も笑ってしまった。

「なにやら楽しそうですね」

　それから電話を終えて戻ってきた山浦さんと三人、楽しい時間はあっという間に流れていった。

　お開きになったのは二十二時過ぎ。誠司君が支払いを済ませてくれて、飲んでいない山浦さんが送ってくれることになった。

「すみません、お疲れのところ私まで送ってもらい」

「最初からそのつもりでしたので、お気になさらずに。少々お待ちください、今、車を回してきますので」

　玄関先で、私と誠司君がそれぞれミュールと革靴に履き替えている間に、山浦さんは外に出ていった。

「気にしなくて大丈夫。山浦さん、お酒強そうに見えるけど全然飲めないんだ」

「そうなの？」

「あぁ。一滴でも飲んだら倒れちゃうみたい」

　そうなんだ、ちょっぴり意外。誠司君の言う通り、すごくお酒に強そうなのに。

「荻原さん、お迎えが参りました」

　車を取りにいったはずの山浦さんが戻ってきたと思ったら、その横にはなぜか将生の姿があった。

「え、将生？　どうしたの？」

　びっくりして駆け寄ると、山浦さんが駐車場に向かったのを確認し、将生は優しく微笑んだ。

「迎えにきたんだ。……あの家にひとりでいるのは寂しくて」

　ボソッと言われた言葉に、かあっと顔が熱くなる。ジロリと睨めば、将生はうれしそうに笑う。

「将生、久しぶり！　元気だったか!?」

「わっ！　酒くせっ」

　酔っている誠司君は将生に会えたのがうれしかったようで、ギュッと抱きついた。

　たまらず引き離しにかかる将生だけれど、誠司君の力は思いの外強いようで、なかなか離れてくれない。

「相変わらずかわいいな、将生は。今度は小毬と三人で飲みにいこう」

「兄さん、飲みすぎ。わかったから離れてくれ」

　将生は心底迷惑そうなのに、誠司君は感激していて。あまりのふたりの温度差に笑ってしまう。

　それからすぐに車を回してきた山浦さんに誠司君は回収され、帰っていった。そして私たちも。




「ったく、えらい目にあった。兄さんに抱きつかれたおかげで肩が痛い」

　リビングに入ると将生は肩をグルグル回しながら、ソファに腰かけた。

「誠司君、将生のこと大好きだから、久しぶりに会えてうれしかったんだよ。もう少し頻繁に会えばいいのに」

　キッチンに入り、コーヒーの準備をしながら言うと、将生もキッチンに入ってきて嫌そうな声で言った。

「毎回会うたびにあぁなんだぞ？　兄さんは。できるなら会いたくない。……それに兄さんは平日、俺より小毬と一緒にいる時間が長いんだ。会うとイラッとする」

「イラッとって……仕事だよ？」

　手を止めて言うと、将生は顔をしかめた。

「わかってるよ。でも仕方ないだろ？　兄といえど、嫉妬はする。正直今夜だって兄さんと飲みにいくって聞いておもしろくなかった」

　不満そうに言いながら、背後から抱きついてきた将生にあきれてしまう。でもその一方で、ヤキモチを焼く将生も嫌いじゃないから困る。

　振り返って真正面で向かい合い、将生の顔を下から覗き込んだ。

「だからわざわざ迎えにきてくれたの？」

　本当は気づいているけれど、意地悪心が芽生えて尋ねれば、将生は目を泳がせた。

「あぁ、そうだよ」

　ぶっきらぼうに言う将生がやっぱりかわいくて、愛しさがこみ上がる。

「そんな心配しないで。私が好きなのはこの先もずっと将生だけなんだから。……こうやったら安心してくれる？」

　どれだけ私が将生を想っているか、ギューッと抱きついて伝える。

「伝わった？」

　再び彼の顔を覗き込むと、頬が赤く染まっていく。

「伝わったようで伝わっていない」

「えぇ、どっち？」

　こんな他愛ないやり取りをできる毎日が、幸せでたまらないよ。

　クスクスと笑いながら聞くと、後頭部を掴まれた。

「もっとしっかり伝えてよ。……キスで」

　その言葉と同時に噛みつくようなキスをされ、思わず口を開くとすぐに将生の舌が割って入ってきた。

「んんっ」

　執拗に舌を搦め捕られたかと思えば、唇を食まれ……。翻弄され続け、次第にキスの合間に漏れる吐息と音が、キッチン中に響く。

　甘い刺激は体中を突き抜け、自分の力で立つことが苦しくなってきた頃、唇を離すと将生は軽々と私を抱きかかえた。

「わっ!?」

　何度かお姫様抱っこされているけれど、何度経験しても慣れない。どうしてもドキドキしてしまう。

　ちらっと将生を見れば、再び唇を塞がれた。

「続きはベッドの上でしようか」

　そう言うと将生は寝室に向かい、私をベッドに下ろすとすぐに覆いかぶさってきた。

　それだけでドキドキして胸が痛いのに、私を見下ろす将生は余裕たっぷりで、なんだか悔しい気持ちになる。

「どうして将生はいつも余裕なの？」

「えっ、なに急に」

「だってなんか、いつも私ばかりがいっぱいいっぱいで悔しくて……」

　本音をポロッと漏らすと、将生は笑みをこぼした。

「言っておくけど、俺だって余裕ないから」

「とてもそうは見えないけど？」

　すぐさま突っ込むと、リップ音を立てて額にキスを落とされる。

「そう見えないのは、それ以上に小毬を抱きたくてたまらない気持ちのほうが大きいからだよ。……今夜もかわいい声、たくさん聞かせて」

「……っ」

　耳を塞ぎたくなるような甘い言葉をささやくと、貪るように唇を求められ息が上がってしまう。頬やまぶた、こめかみにキスをして首筋に顔を埋めると、鎖骨にかけて将生の髪がすべっていく。

「んっ」

　くすぐったくて気持ちよくて彼の背中に腕を回すと、将生は私の服をまくり上げた。

　地肌に触れた彼の手は少し冷たくて、また自然と声が漏れてしまう。だけどすぐに将生の手は熱を増し、膨らみを優しくなでていく。

「小毬」

　愛しそうに名前を呼ばれるたびに幸福感を与えられる。

　肌を重ね、お互いのぬくもりに酔いしれ。体と言葉と心で愛を伝え合う。

「将生……大好き」

　与えられる刺激が苦しくて呼吸を乱しながら、それでも必死に想いを伝えると、応えるように将生は私の唇を塞いだ。

「ん、俺も」

　この日の夜も、大好きな人のぬくもりに触れて幸せな気持ちのまま眠りについた。




　一年後。

　私と将生はヒースロー空港発成なり田た行きの便に乗っていた。長いフライトもあと少し。

「あーあ……。楽しかった旅行も終わっちゃったね」

「あっという間の十日間だったな」

　私と将生は、行けずにいた新婚旅行でイギリスに行っていた。長いようで短かった十日間は、毎日が楽しくて最高の思い出となった。

　二十四時間ずっと一緒で、本当に幸せで……。だからこそ寂しさを覚える。

「明日からまたがんばらないとな」

「……うん」

　実は三ヵ月前から私は専務の第二秘書から、営業部の部長の秘書に就いた。それというのも、今は会社で〝荻原小毬〟ではなく、〝村瀬小毬〟として働いているからだ。

　公表した当初は周りの反応にドキドキしたけれど、意外なことに風あたりは強くなかった。

　むしろ秘書課の先輩たちや女性社員からは、なにかと声をかけられている。

　敬子いわく、私に好意的な女性社員は皆、義妹である私に取り入って誠司君とお近づきになろうと考えているようだ。

　でも陰口を言われたり、冷めた目で見られるより断然いい。もちろん誠司君との仲を取り持つようなことはしていない。あたり障りなく聞き流している。

　仕事の面でもできること、任せられることが増えてきて、よりいっそう責任のある仕事にやり甲斐を感じていた。

「そういえば吉井はいつ帰ってくるんだ？　お土産渡せなくないか？」

「来月には帰ってくるみたいだから大丈夫。帰国したら、真っ先にうちに来たいって言っていたよ」

「そうか。じゃあ日本食でも作ってやるか。恋しくなっているだろ、きっと」

「絶対喜ぶと思う」

　由良は今、二ヵ月間の海外支社への研修に出ている。私と将生がうまくいったことに、心から安心したようで、スキルアップして帰ってくると意気揚々と日本を発っていった。

　今はとにかく仕事が楽しいようだ。そしてやっぱりいまだに元彼のことを忘れられないようで、もう少し片想いしていると言っていた。

「帰ったらすぐ洋太たちの結婚式があるな」

「そうだね、すごく楽しみ」

　秋田さんと沢渡さんは来週、盛大な結婚式を挙げる。私と将生も夫婦で招待されていて、もちろん出席するつもりだ。

　そして敬子と野沢君からも、旅行前に付き合い始めたと報告を受けた。

　敬子の想いが野沢君に届いたことがうれしくて、思わず泣いてしまった。今度の同期会でみんなにも報告するって言っていた。

　大切な人たちが幸せだと、こっちまで幸せな気持ちになれちゃうから不思議だ。

「あ、小毬。見えてきた」

　将生とともに窓の外を見ると、だいぶ高度が下がってきて夜景が広がっていた。

「またふたりでどこか行こうな」

「うん、約束」

　どちらからともなく手を握り、笑い合う。

　昔は冷たくて、無愛想な将生のことが大嫌いだった。だけど本当の彼は優しくて不器用で、愛しくて……。今は大好きでたまらない。

　将生がそばにいない毎日は考えられないし、同じ時間を過ごせば過ごすほど、今よりもっと好きになる自信がある。

　生まれる前から私たちは運命の赤い糸で結ばれていたのでは……？　なんてドラマチックなことを考えてしまうほど。

　そんな彼と、これからもずっと幸せに暮らしていけますように。つないだ手を握りしめて強く願った。
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あとがき




　このたびは、『かりそめ夫婦のはずが、溺甘な新婚生活が始まりました』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。




　今作は、一番四苦八苦した作品でもありました。書いては消してを繰り返し、書き終えてからも、何度もこの作品はおもしろいの？と、自問自答を繰り返していました。

　それは編集作業中も続いておりまして、こうしてあとがきを書いている今も、発売日を迎え、手に取ってもらえるか、読んでくださった方がいたら、皆様にお楽しみいただけたか、ものすごく不安でいっぱいです。

　それでも物語を書くことが大好きで、誰かひとりにでも楽しんでもらえるとうれしくて、感想をもらえた時は泣きながら何度も読み返しています。

　言葉の力って本当にすごいですよね。元気とやる気をいただき、こうして皆様のおかげで執筆活動ができています。改めて、本当にありがとうございます。

　ちょっと面倒で不器用なヒーロー、将生との結婚から始まるストーリー。一途に想いを伝えてくれる将生に対し、小毬とともに、少しでも笑ったりキュンとしたりしてもらえたことを祈るばかりです……！

　最後まで読んでくださり、ありがとうございました。




　今回も……本当に今回も大変お世話になった、担当の福島様、編集の佐々木様。素敵なカバーイラストを描いてくださった、北沢きょう様。出版にあたり、お力添えいただいた皆様。

　なにより、いつもお手に取ってくださる読者の皆様。本当にいつもありがとうございます！

　まだまだ書きたいお話はたくさんあります。日々精進しながら、こうして新たな作品をお届けできたらと思います。

　またこのような素敵な機会を通して、皆様とお会いできることを願って……。
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